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長崎大学熱帯医学研究所

総合目標

　熱帯地域に存在する複雑多様な自然・社会環境が、熱帯病をはじめとする錯綜し
た健康問題を引き起こし続けている。国際交流の進展が著しい今日、これらの問題
は世界的視野に立って解決されなければならない。
　長崎大学熱帯医学研究所は、上述の認識に基づき、熱帯病の中でも最も重要な領
域を占める感染症を主とした疾病と、これに随伴する健康に関する諸問題を克服す
ることを目指し、関連機関と協力して以下の項目の達成を図るものである。

　１．熱帯医学及び国際保健における先導的研究
　２．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康増進への国際貢献
　３．上記に係る研究者と専門家の育成

研　　究　　所　　全　　景
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は じ め に

　長崎大学熱帯医学研究所は、昭和17年（1942）に長崎医科大学附属東亜風土病研究所とし

て開設され、昭和42年（1967）に現在の名称となった熱帯医学研究を目的とする国内唯一の

公的機関です。本研究所は平成元年（1989）に文科省全国共同利用研究所、平成21年度（2009）

には共同利用・共同研究拠点「熱帯医学研究拠点」の認定を受け、全国の研究者コミュニティー

に開かれた研究所としても活動しています。平成5年（1993）には世界保健機関（WHO）か

らWHO協力センター（新興・熱帯ウイルス病に関する試料収集と研究）に指定され現在に至っ

ております。また、平成16年（2003）の国立大学法人化以来、医歯薬学総合研究科や熱帯医学・

グローバルヘルス研究科と共同して、様々な文科省プログラムを獲得し、研究教育の改革を

進めてきました、現在の研究所の組織は、平成31年（2019） 4 月に「シオノギグローバル感染

症連携部門」を新たに設置し、5 部門（20 研究分野、1 客員分野、1 外国人客員分野を含む）、

1 附属施設（ 2 海外研究拠点）、1 診療科を中心に構成されています。

　さて、熱帯地域を中心とする開発途上国はマラリア、下痢症、住血吸虫症、デング熱、黄

熱などの古典的熱帯病の高度流行地を抱えるだけでなく、グローバル化するエボラウイルス

病などの新興・再興感染症や薬剤耐性菌などの発生源としても重要な地域となっています。

当研究所は前述した総合目標を掲げて、これらの感染症の病原体、病理病態、疫学、臨床、

媒介動物、さらには感染症が蔓延する背景となる自然環境や社会環境など幅広い領域の研究、

国際貢献、教育の各領域で関連機関と協力した活動を展開しているところです。加えて2019

年12月に中国武漢から始まった新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行は2020年 3 月

11日に世界保健機関（WHO）がパンデミックを宣言し、現在もまだ続いています。このよう

な事態を受け、国産ワクチン開発を目指した公募された「ワクチン開発のための世界トップ

レベル研究開発拠点の形成事業」に長崎大学はシナジー拠点として採択され、本研究所はそ

の主要母体の一つとして2022年10月から新たな活動も開始しました。

　この年報は本研究所が掲げる総合目標の達成を目指して、令和 3 年度（2021）に熱帯医学

研究所が共同利用・共同研究拠点として実施した共同研究や、研究所各分野と附属施設にお

ける JSPS科研費などによる学術研究、AMED-JICA のSATREPS 事業、GHIT Fund、BILL & 

MELINDA GATES Foundation 等の外部資金による大型応用研究の実施状況、海外からの研究

者や学生の受け入れ状況、研究所が実施した人材育成活動、研究所の財務状況、研究成果出

版物等を網羅的に記録したものです。

　今後の熱帯医学研究所のさらなる発展の為、皆様のご意見とご協力をいただけますようよ

ろしくお願い申し上げます。

長崎大学熱帯医学研究所
　所　長　金　子　　修
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昭和17年 ₃ 月 長崎医科大学附属東亜風土病
研究所設立

昭和20年 ₈ 月 原爆投下により研究所建物及
び研究資料消失

昭和21年 ₄ 月 長崎医科大学風土病研究所に
改称

昭和21年 ₅ 月 諫早市に移転し，研究活動再開
昭和24年 ₅ 月 新制長崎大学に附置され，長崎

大学附置風土病研究所に改称
昭和32年 ₇ 月 諫早大水害により，施設，機

器，研究資料等に壊滅的な被害
昭和34年 ₃ 月 長崎市興善町の元長崎大学医

学部附属病院外来患者診療所
跡に移転

昭和36年 ₃ 月 長崎市坂本町に新庁舎竣工
昭和36年 ₄ 月 新庁舎に移転
昭和39年 ₄ 月 疫学部門の増設
昭和40年 ₄ 月 寄生虫学部門の増設
昭和41年 ₄ 月 ウイルス学部門の増設
昭和42年 ₂ 月 本館の第一次増築竣工
昭和42年 ₆ 月 風土病研究所が熱帯医学研究

所に改称
昭和42年 ₆ 月 熱帯医学研究所内科として，医

学部附属病院に設置
昭和49年 ₄ 月 附属熱帯医学資料室設置
昭和49年 ₄ 月 病原細菌学部門の増設
昭和53年 ₃ 月 感染動物隔離実験棟竣工
昭和53年 ₄ 月 防疫部門（客員部門）の新設
昭和53年 ₄ 月 熱帯医学研修課程の新設
昭和54年 ₄ 月 感染動物隔離実験棟が熱帯性病

原体感染動物実験施設に昇格
昭和55年 ₃ 月 本館の第二次増築竣工
昭和58年 ₄ 月 国際協力事業団（JICA）の集団

研修コース「熱帯医学研究コー
ス」開設

昭和59年 ₄ 月 原虫学部門の増設
昭和60年 ₈ 月 本館の第三次増築竣工
昭和62年 ₄ 月 病害動物学部門の増設
平成元年 ₄月 熱帯医学研究所は全国共同利

用研究所に改組
平成 ₃年 ₄月 感染生化学部門の増設

平成 ₆年 ₃月 本館の第四次増築竣工
平成 ₆年 ₄月 大部門制に改組（ ₃ 大部門12

研究分野）
平成 ₇年 ₄月 世界の最先端の学術研究を推

進する卓越した研究拠点
（COE）の研究所に指定

平成 ₈年 ₄月 病原体解析部門に分子疫学分
野（外国人客員分野）の新設

平成 ₉年 ₄月 附属熱帯医学資料室の廃止・
転換に伴い，附属熱帯病資料情
報センターの新設

平成13年 ₄ 月 附属熱帯病資料情報センター
の廃止・転換に伴い，附属熱帯
感染症研究センターの新設

平成15年 ₃ 月 本館の第五次増築（熱帯性病原
体集中研究管理棟）竣工

平成17年 ₉ 月 ナイロビ研究拠点の設置
平成18年 ₃ 月 本館の改修工事竣工
平成20年 ₄ 月 附属熱帯感染症研究センター

の廃止・転換に伴い，附属アジ
ア・アフリカ感染症研究施設
及び熱帯医学ミュージアムの
新設

平成21年 ₆ 月 共同利用・共同研究拠点「熱帯
医学研究拠点」に認定

平成23年 ₄ 月 臨床研究部門（ ₃研究分野）の
増設

平成24年 ₃ 月「熱帯医学研究コース」終了
平成26年 ₄ 月 附属熱帯医学ミュージアムの

移設
平成31年 ₄ 月 シオノギグローバル感染症連

携部門（4研究分野）の増設

１　沿　　　革
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（長崎医科大学附属東亜風土病研究所）

角　　　尾　　　　晋 自　昭和17年（1942） ₅ 月 ₄ 日
至　昭和20年（1945） ₈ 月22日

古 屋 野　　宏　　平 自　昭和20年（1945）12月22日
至　昭和23年（1948） ₁ 月23日

高　　瀬　　　　　清 自　昭和23年（1948） ₁ 月24日
至　昭和23年（1948） ₈ 月31日

登　　倉　　　　　登 自　昭和23年（1948） ₉ 月 ₁ 日
至　昭和24年（1949） ₅ 月30日

（長崎大学風土病研究所）

登　　倉　　　　　登 自　昭和24年（1949） ₅ 月31日
至　昭和33年（1958） ₈ 月31日

大　　森　　南 三 郎 自　昭和33年（1958） ₉ 月 ₁ 日
至　昭和38年（1963）11月30日

福　　見　　秀　　雄 自　昭和38年（1963）12月 ₁ 日
至　昭和42年（1967） ₅ 月31日

（長崎大学熱帯医学研究所）

福　　見　　秀　　雄 自　昭和42年（1967） ₆ 月 ₁ 日
至　昭和44年（1969）11月30日

片　　峰　　大　　助 自　昭和44年（1969）12月 ₁ 日
至　昭和48年（1973）11月30日

林　　　　　　　　薫 自　昭和48年（1973）12月 ₁ 日
至　昭和52年（1977）11月30日

内　　藤　　達　　郎 自　昭和52年（1977）12月 ₁ 日
至　昭和54年（1979）11月30日

片　　峰　　大　　助 自　昭和54年（1979）12月 ₁ 日
至　昭和56年（1981） ₄ 月 ₁ 日

松　　本　　慶　　藏 自　昭和56年（1981） ₄ 月 ₂ 日
至　平成 ₃年（1991） ₄ 月 ₁ 日

板　　倉　　英　　卋 自　平成 ₃年（1991） ₄ 月 ₂ 日
至　平成 ₅年（1993） ₄ 月 ₁ 日

小　　坂　　光　　男 自　平成 ₅年（1993） ₄ 月 ₂ 日
至　平成 ₉年（1997） ₄ 月 ₁ 日

五 十 嵐　　　　　章 自　平成 ₉年（1997） ₄ 月 ₂ 日
至　平成13年（2001） ₃ 月31日

青　　木　　克　　己 自　平成13年（2001） ₄ 月 ₁ 日
至　平成19年（2007） ₃ 月31日

平　　山　　謙　　二 自　平成19年（2007） ₄ 月 ₁ 日
至　平成23年（2011） ₃ 月31日

竹　　内　　　　　勤 自　平成23年（2011） ₄ 月 ₁ 日
至　平成25年（2013） ₃ 月31日

森　　田　　公　　一 自　平成25年（2013） ₄ 月 ₁ 日
至　平成29年（2017） ₃ 月31日

平　　山　　謙　　二 自　平成29年（2017） ₄ 月 ₁ 日
至　平成31年（2019） ₃ 月31日

森　　田　　公　　一 自　平成31年（2019） ₄ 月 ₁ 日
至　令和 ₄年（2022） ₃ 月31日

金　　子　　　　　修 自　令和 ₄年（2022） ₄ 月 ₁ 日
至　現　　　在

歴　代　所　長
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２　組織及び規模

₂．₁　組　　織
令和 ₃年 ₅月 ₁日

病原体解析部門

宿主病態解析部門

環 境 医 学 部 門

臨 床 研 究 部 門

附 属 施 設

診 　 療 　 科

ウイルス学分野
新興感染症学分野
細菌学分野
原虫学分野
寄生虫学分野
分子疫学分野（外国人客員）

免疫遺伝学分野
感染生化学分野
病理学分野
エイズ・感染防御分野（客員）

生態疫学分野
国際保健学分野
国際健康開発政策学分野
病害動物学分野

シオノギグローバル
感染症連携部門

細胞環境構築学分野
分子感染ダイナミックス解析分野
免疫病態制御学分野
創薬探索研究分野

臨床感染症学分野
呼吸器感染症学分野
小児感染症学分野
臨床開発学分野

附属アジア・アフリカ感染症研究施設
　　　ケニアプロジェクト拠点
　　　ベトナムプロジェクト拠点
附属熱帯医学ミュージアム
共同研究室（所内措置）
熱帯医学教育室（所内措置）
熱研生物資源室（所内措置）
顧みられない熱帯病イノベーションセンター
（所内措置）
人道支援調整室（所内措置）

研究所等支援課

感染症内科（熱研内科）

運営会議

教 授 会

所　長

熱研運営協議会

大学病院

拠点運営協議会

事　　務　　局 生命医科学域・
研 究 所 事 務 部
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₂．₂　職　　員

所 長 （命）教 授 医 学 博 士 森 田 公 一

副 所 長 （命）教 授 博 士（ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎

（命）教 授 博 士（ 医 学 ） 金　　子　　　　　修

ウ イ ル ス 学 分 野 教 授 医 学 博 士 森 田 公 一
教 授 博 士 （ 医 学 ） M o i  M e n g  L i n g
准 教 授 博士 （獣医学） 井 上 真 吾
助 教 博 士 （ 農 学 ） 鍋 島 　 武
助 教 博 士 （ 医 学 ） Mya Myat Ngwe Tun
客 員 教 授 Corazon Cerilla Buerano
客 員 教 授 早 坂 大 輔
客 員 教 授 吾 郷 昌 信
客 員 教 授 山　　城　　　　　哲
客 員 研 究 員 M a t i l u  M u a u
客 員 研 究 員 久　　保　　　　　亨
客 員 研 究 員 高 松 由 基
客 員 研 究 員 内 田 玲 麻
客 員 研 究 員 吉　　川　　　　　亮
技 能 補 佐 員 城 臺 和 美
技 能 補 佐 員 川 端 寛 子
技 能 補 佐 員 西　　　　　多 賀 子
技 能 補 佐 員 我 那 覇　　日　　南
技 能 補 佐 員 松 元 紀 大
事 務 補 佐 員 谷　　口　　貴 美 子
大 学 院 生 安　　藤　　　　　豪
大 学 院 生 A u n g  M i n  S o e
大 学 院 生 Elizabeth Ajema Chebichi Luvai

₁）定員内職員

区　 分 教　　　　　　　　　　　　　員 その他
の職員 合　 計教　 授 准教授 講　 師 助　 教 計

現　 員 23（2） 5（3） 1 9（22） 38（27） 16（7） 54（34）
※　兼務教員を含む。

※（　）は有期雇用職員で外数

₂）その他の職員

非常勤講師　26名　　客員教授　30名　　客員准教授　8名

特任研究員　21名　　研究支援推進員　6名　　研究機関研究員　1名

事務補佐員及び技能補佐員　74名

₃）教職員・大学院学生等氏名 令和 ₃年 ₅月 ₁日現在

令和 ₃年 ₅月 ₁日
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大 学 院 生 Sandra Kendra Raini
大 学 院 生 Pierre Nsele Mutantu
大 学 院 生 J e a n  C l a u d e  P a l m a  B a l i n g i t
大 学 院 生 K h i n e  M y a  N w e
大 学 院 生 N g u y e n  T h a n h  V u
大 学 院 生 福　　田　　美 津 紀
大 学 院 生 Z h a n  Q i u  M a o
大 学 院 生 X u  Q i a n g
大 学 院 生 Nguyen Thi Thanh Ngan
大 学 院 生 C h o o  E e  M e i

新 興 感 染 症 学 分 野 教 授 博 士 （ 理 学 ） 安 田 二 朗
助 教 博士 （生命科学） 阿　　部　　　　　遥
助 教 博 士 （ 医 学 ） 牛 島 由 理
助　　　教（兼） 博士 （人間・環境学） 吉 川 禄 助
助　　　教（兼） 博士 （生命科学） 櫻 井 康 晃
特 任 研 究 員 岡　　田　　沙 弥 香
特 任 研 究 員 木 村 繭 子
特 任 研 究 員 博 士（ 医 学 ） Christelle Mawonga Pemba
特 任 研 究 員 博 士（ 医 学 ） Vahid  Ra jaba l i  Zadeh
協 力 研 究 員 横 手 公 幸
協 力 研 究 員 石 川 優 二
事 務 補 佐 員 高 野 未 来
大 学 院 生 B e n e d i c t e  M p i a  M o n i
大 学 院 生 T o s i n  O l a d i p o  A f o w o w e
大 学 院 生 大 関 雄 大
大 学 院 生 天　　野　　むらさき

細 菌 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 児 玉 年 央
助 教 博 士 （ 医 学 ） 日 吉 大 貴
助 教 博 士 （ 理 学 ） 寺 島 浩 行
事 務 補 佐 員 松　　本　　由 美 子

原 虫 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　修
助 教 博 士 （ 薬 学 ） 矢 幡 一 英
助 教 博 士 （ 医 学 ） 成 瀬 妙 子
客 員 教 授 博 士（ 医 学 ） 金　　子　　　　　明
客 員 教 授 P h D Culleton Richard Leignton
客 員 教 授 博 士（ 文 学 ） 飯　　島　　　　　渉
客 員 准 教 授 薬 学 博 士 上 村 春 樹
客 員 准 教 授 博 士 （ 医 学 ） Gitaka  Jesse  Nj ih ia
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） Chitama Ben Yeddy Abel
研究機関研究員 博 士 （ 医 学 ） Mathenge Gitonga Peterson
客 員 研 究 員 博士 （獣医学） 麻 田 正 仁
客 員 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 石 﨑 隆 弘
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技 能 補 佐 員 田 中 玲 子
技 能 補 佐 員 木 下 美 紀
技 能 補 佐 員 佐 倉 桃 子
大 学 院 生 Chaiyawong Nattawat
大 学 院 生 C h u a n g  H u a i
大 学 院 生 鈴 木 真 耶
大 学 院 生 T o o  E d w i n  K i m e l i
大 学 院 生 T h a n t  Z i n  T u n

寄 生 虫 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎
助 教 博 士 （ 薬 学 ） 三 井 義 則
助 教 博 士 （ 医 学 ） 中 村 梨 沙
客 員 教 授 D i n e s h  M o n d a l
客 員 教 授 S a m m y  N j e n g a
客 員 教 授 A b r a y  S a t o s k a r
客 員 教 授 伊 藤   誠
客 員 研 究 員 凪　　　　 幸　 世
客 員 研 究 員 Chadeka Evans Asena
客 員 研 究 員 長 谷 川　　光　　子
特 任 研 究 員 田 中 由 佳
技 術 職 員 濱　　﨑　　め ぐ み
研究支援推進員 小 田 裕 美
技 能 補 佐 員 川 端 泰 子
技 能 補 佐 員 久 田 千 晃
協 力 研 究 員 神 戸 俊 平
大 学 院 生 延 末 謙 一
大 学 院 生 田 中 美 緒
大 学 院 生 T a l a a m  K e i t h  K i p l a n g a t
大 学 院 生 J a l a l  A l s h a w e e s h
大 学 院 生 小 林 典 子
大 学 院 生 山 本 有 香
大 学 院 生 E n d a h  D w i  H a r t u t i
大 学 院 生 R a j i b  A c h a r j e e
大 学 院 生 田 山 雄 基
大 学 院 生 道 向   優
大 学 院 生 Bundutidi Mavinga Gloria 
大 学 院 生 K h i n e  M y a  N w e
大 学 院 生 T e e  J o s e p h
協 力 研 究 員 佐 々 美 保
医 学 部 生 世 羅   涼

免 疫 遺 伝 学 分 野 教　　　授（兼） 医 学 博 士 由 井 克 之
講 師 博 士 （ 医 学 ） 菊　　池　　三 穂 子

感 染 生 化 学 分 野 教 授 薬 学 博 士 北 潔
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事 務 補 佐 員 有 井 玲 子

生 態 疫 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　聰
助 教 博 士 （ 薬 学 ） 加　　藤　　健 太 郎
助 教 博 士 （ 医 学 ） 星　　　　　友　　矩
客 員 教 授 博 士 （ 医 学 ） 川 原 尚 行
客 員 准 教 授 博 士 （ 医 学 ） 嶋　　田　　　　　聡
客 員 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 駒 沢 大 佐
客 員 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） Samson Muuo Nzou
客 員 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 内 田 真 実
協 力 研 究 員 小 川 一 弥
協 力 研 究 員 新 杉 知 沙
協 力 研 究 員 尾 崎 里 恵
協 力 研 究 員 宮　　道　　一 千 代
協 力 研 究 員 幸 田 芳 紀
協 力 研 究 員 三 浦 光 政
協 力 研 究 員 多　　賀　　　　　優
協 力 研 究 員 山 田 直 之
協 力 研 究 員 武　　田　　玲 依 奈
協 力 研 究 員 山 田 敦 士
協 力 研 究 員 澤 田 碧 砂
協力研究員（JSPS） J o b  I s a a c s  W a s o n g a
協力研究員（JSPS） Morris Ndemwa Mwangangi
協 力 研 究 員 Muuo Sheru Wanyua
技 能 補 佐 員 岡　　　　 幸　 子
大 学 院 生 Numair  Tarek Abdelhamid Abdel la t i f  Mohamed
大 学 院 生 日 向 綾 子
大 学 院 生 橋 爪 裕 宜

国 際 保 健 学 分 野 教 授 博士（保健学）・博士（医学） 山 本 太 郎
助 教 博 士 （ 工 学 ） 伊　　東　　　　　啓
助 教 博 士 （ 医 学 ） 有 馬 弘 晃
客 員 教 授 菅　　波　　　　　茂
客 員 教 授 清 田 明 宏
客 員 教 授 吉　　村　　　　　仁
客 員 教 授 和 田 崇 之
客 員 教 授 横 倉 義 武
客 員 教 授 宮 城 島　　一 　 明
客 員 准 教 授 山 道 真 人
客 員 准 教 授 U b y d u l  H a q u e
客 員 准 教 授 江 口 克 之
客 員 研 究 員 角　　　　　泰　　人
客 員 研 究 員 秦 亮
客 員 研 究 員 蔡　　　　　国　　喜

― 7 ―



客 員 研 究 員 高 橋 宗 康
客 員 研 究 員 吉　　田　　志 緒 美
客 員 研 究 員 山 本 香 織
客 員 研 究 員 藤 井 仁 人
客 員 研 究 員 張 卓
客 員 研 究 員 S w e t a  K o i r a l a
客 員 研 究 員 Akintije Simba Colliope
客 員 研 究 員 岡 田 和 也
協 力 研 究 員 吉 田 正 徳
協 力 研 究 員 小 高 充 弘
事 務 補 佐 員 前 田 香 代
大 学 院 生 高 山 義 浩
大 学 院 生 N u n d u  S a b i t i  S a b i n
大 学 院 生 猪 股 晋 作
大 学 院 生 Shir ley Victor ia  Simpson
大 学 院 生 河 内 宜 之

国際健康開発政策学分野 教　　　授（兼） 博士 （保健学） 門 司 和 彦
教　　　授（兼） P h D 神 谷 保 彦
教　　　授（兼） 博士 （保健学） 相 賀 裕 嗣

病 害 動 物 学 分 野 教 授 P h D 皆　　川　　　　　昇
准 教 授 農学博士・博士（医学） 川　　田　　　　　均
助 教 博 士 （ 医 学 ） 砂 原 俊 彦
助 教 博 士 （ 農 学 ） 二 見 恭 子
技 能 補 佐 員 フ リ ッ ツ　 郁 美
技 能 補 佐 員 佐 野 直 美
研究支援推進員 鶴 川 千 秋
事 務 補 佐 員 酒 本 淳 子
大 学 院 生 H u y n h  T h i  T h u y  T r a n g
大 学 院 生 C h o  Y a n g
大 学 院 生 森 本 康 愛
大 学 院 生 助 廣 那 由
大 学 院 生 P i l l a y  M i c h e a l  T e r o n
大 学 院 生 F a b i e n  V u l u  Z i m b o m b e

臨 床 感 染 症 学 分 野 教 授 P h D 有 吉 紅 也
教　　　授（兼） P h D Smith Christopher Gabriel James
准 教 授 博 士 （ 医 学 ） 久 保 嘉 直
助 教 博 士（ 医 学 ） 山　　内　　桃 　 子
助 教 博 士（ 医 学 ） 泉 田 真 生
客 員 研 究 員 齋 藤 信 夫
客 員 研 究 員 阪　　下　　健 太 郎
客 員 研 究 員 北 庄 司　　絵　　美
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協 力 研 究 員 中 村 泰 右
技 能 補 佐 員 白 水 里 奈
技 能 補 佐 員 道　　辻　　　　　恵
技 能 補 佐 員 小 山 理 美
事 務 補 佐 員 荒 木 由 美
大 学 院 生 林　　　　　健 太 郎
大 学 院 生 池　　田　　恵 理 子
大 学 院 生 藤　　井　　　　　宏
大 学 院 生 Mukadi Kakoni Patrick

呼吸器感染症学分野 教 　 　 　 授 博 士 （ 医 学 ） 森　　本　　浩 之 輔
准　 教　 授 博 士 （ 医 学 ） Dhoubhadel Bhim Gopal
特 任 研 究 員 前　　田　　　　　遥
技 能 補 佐 員 白 水 里 奈
技 能 補 佐 員 内 堀 京 子
事 務 補 佐 員 荒 木 由 美
事 務 補 佐 員 辻 田 文 代

小 児 感 染 症 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 吉 田　 レ イ ミ ン ト
准 教 授 博 士 （ 医 学 ） 樋 泉 道 子
助 教 シャー　モハマド　モニル
助 教 博 士 （ 医 学 ） 乙 丸 礼 乃
助 教 P h D M a d a n i y a z i  L i n a
特 任 研 究 員 博士（バイオサイエンス） 鈴 木 雅 子
特 任 研 究 員 山　　形　　優 太 朗
客 員 教 授 橋 爪 真 弘
客 員 研 究 員 竹　　形　　み ず き
協 力 研 究 員 岩 﨑 千 尋
協 力 研 究 員 都 築 慎 也
研究支援推進員 中　　野　　真 由 美
技 能 補 佐 員 平 倉 説 子
技 能 補 佐 員 藤 岡 充 史
事 務 補 佐 員 岡　　　　　希　　望
大 学 院 生 田 中 沙 紀
大 学 院 生 北 村 則 子
大 学 院 生 河　　田　　宗 一 郎
大 学 院 生 平 岩 美 幸
大 学 院 生 Jada Nicole Hackman
大 学 院 生 Wambugu Peris Wanjiru
大 学 院 生 Akar Stephen Eghelakpo
大 学 院 生 Adewuyi 'Sunbo Oludare

アライアンスコーディネーター
（熱研産学連携室）分野

教 授 博 士 （ 薬 学 ） 木　　原　　　　　毅
技 能 補 佐 員 荒 井 絢 子
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技 能 補 佐 員 長 谷 川　　早 悠 里

細胞環境構築学分野 教 授 博士 （人間・環境学） 徳　　舛　　富 由 樹
助 　 　 　 教 博 士 （ 薬 学 ） 宮 﨑 真 也
特 任 研 究 員 博 士 （ 理 学 ） 福 本 隼 平
特 任 研 究 員 位　　寄　　か の こ
協 力 研 究 員 石 井 隆 太
協 力 研 究 員 宮 川 聡 史
事 務 補 佐 員 實 藤 英 子

分子感染ダイナミックス解析分野 准　 教　 授 博 士 （ 薬 学 ） 稲岡　健　ダニエル
助 　 　 　 教 博 士 （ 医 学 ） 佐 倉 孝 哉
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 宮 﨑 幸 子
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） Tagod Mohammed Suliman Omer
特 任 研 究 員 Bundutidi Gloria Mavinga
技 能 補 佐 員 葛　　西　　美 友 紀
技 能 補 佐 員 江 里 口　　正　　晴
技 能 補 佐 員 北 川 綾 子

免疫病態制御学分野 准　 教　 授 博 士 （ 医 学 ） 水 上 修 作
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 中　　前　　早 百 合
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） Teklemichael  Awet Alem
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 簡　　　　 君　 宇
技 能 補 佐 員 谷　　口　　真 由 美
技 能 補 佐 員 野　　口　　亜 紀 子

創 薬 探 索 研 究 分 野 客 員 准 教 授 博士 （生物資源学） 加 藤 輝 久

ア ジ ア・ ア フ リ カ
感 染 症 研 究 施 設
（ ケ ニ ア 拠 点 ）

教 授 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　聰
教 授 博士 （獣医学） 井 上 真 吾
事 務 職 員 齊 藤 幸 枝
事 務 職 員 石 黒 政 枝
技 能 補 佐 員 下 田 邦 子

ア ジ ア・ ア フ リ カ
感 染 症 研 究 施 設
（ ベ ト ナ ム 拠 点 ）

教 授 医 学 博 士 長 谷 部　　　　　太
助 教 博士 （人間・環境学） 竹　　村　　太 地 郎
事 務 職 員 永　　安　　　　　樹
技能補佐員（熱研内） 森　　　　　和　　子
秘 書 B u i  T h u  T r a
研究アシスタント L e  T h i  K i m  A n h
研究アシスタント T r a n  T h i  H i e n
研究アシスタント D a o  T r u n g  D u c
研究アシスタント H i e u  V u
研究アシスタント V u  T h i  M y  H a n h
研究アシスタント Linh Tuyet Ngoc Pham

熱帯医学ミュージアム 館 長・ 教 授 博士 （保健学） 奥 村 順 子
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技 術 職 員 荒 木 一 生
研究支援推進員 大 淵 美 里
技 能 補 佐 員 谷　　山　　沙 也 加

共 同 研 究 室 室長（命）教授 博 士 （ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎
講 師 博 士 （ 医 学 ） 菊　　池　　三 穂 子
助 教 博 士 （ 理 学 ） 坂　　口　　美 亜 子
研究支援推進員 浦　　　　　明　　美

熱 研 生 物 資 源 室 室長（事業担当者） 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　修
事 業 担 当 者 博 士 （ 理 学 ） 風　　間　　　　　真
事 業 担 当 者 医 学 博 士 平 山 謙 二
事 業 担 当 者 博 士 （ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎
事 業 担 当 者 薬 学 博 士 北 潔

ＮＴＤイノベーションセンター センター長（兼） 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　聰
助 教 D r P H 吉 岡 浩 太
事 務 補 佐 員 迎　　　　　保　　子

人 道 支 援 調 整 室 室 長 博士（保健学）・博士（医学） 山 本 太 郎

診療科（熱研内科） 科長（命）教授 博 士（ 医 学 ） 有 吉 紅 也
副科長（命）教授 博 士（ 医 学 ） 森　　本　　浩 之 輔
講 師 博 士（ 医 学 ） 山 梨 啓 友
助 教 博 士（ 医 学 ） 高 橋 健 介
助 教 博 士（ 医 学 ） 泉 田 真 生
助 教 博 士（ 医 学 ） 松 井 昴 介
医 員 山 内 桃 子
医 員 杉 本 尊 史
医 員 清 水 真 澄
医 員 塚　　本　　　　　裕
医 員 菊 池 太 郎
事 務 補 佐 員 中 橋 桃 子
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₂．₃　経　　費
年度別決算額：交付金・自己収入（平成２１年～令和 3年度）

区分年度 人　 件 　費 物　 件 　費 合　　　　計
平成₂₁年 ₆₀₅,₂₆₀,₇₃₈ 円 ₂₇₁,₅₄₄,₈₁₅ 円 ₈₇₆,₈₀₅,₅₅₃ 円

平成₂₂年 ₅₃₂,₇₀₂,₂₆₀ ₄₇₁,₅₂₃,₈₇₃ ₁,₀₀₄,₂₂₆,₁₃₃
平成₂₃年 ₆₀₇,₉₄₃,₁₆₆ ₄₈₃,₆₂₆,₅₀₁ ₁,₀₉₁,₅₆₉,₆₆₇
平成₂₄年 ₅₉₈,₁₃₈,₄₂₄ ₄₂₀,₄₆₅,₄₁₆ ₁,₀₁₈,₆₀₃,₈₄₀
平成₂₅年 ₄₈₉,₅₆₇,₆₀₅ ₄₇₆,₇₂₃,₆₇₁ ₉₆₆,₂₉₁,₂₇₆
平成₂₆年 ₅₆₁,₆₀₆,₂₆₃ ₄₄₃,₃₁₅,₄₃₉ ₁,₀₀₄,₉₂₁,₇₀₂
平成₂₇年 ₅₆₄,₁₅₈,₆₇₃ ₃₇₃,₇₆₆,₁₇₃ ₉₃₇,₉₂₄,₈₄₆
平成₂₈年 ₅₂₀,₇₈₄,₉₃₉ ₄₁₃,₂₉₉,₀₄₄ ₉₃₄,₀₈₃,₉₈₃
平成₂₉年 ₅₆₈,₈₀₅,₆₀₀ ₂₆₂,₄₃₈,₄₉₁ ₈₃₁,₂₄₄,₀₉₁
平成₃₀年 ₅₆₄,₉₄₁,₉₁₂ ₂₁₇,₇₂₉,₀₄₄ ₇₈₂,₆₇₀,₉₅₆
令和元年 ₅₁₁,₃₀₅,₃₁₀ ₂₃₇,₁₃₅,₉₂₀ ₇₄₈,₄₄₁,₂₃₀
令和 ₂年 ₅₁₁,₉₄₆,₄₈₉ ₂₁₉,₃₅₉,₄₈₅ ₇₃₁,₃₀₅,₉₇₄
令和 ₃年 ₅₁₆,₄₉₈,₉₇₉ ₆₀₅,₅₂₃,₄₉₅ ₁,₁₂₂,₀₂₂,₄₇₄

₂．₄　敷地と建物
所在地　長崎市坂本 ₁丁目12－4
敷地　　長崎大学医学部構内（坂本 ₁団地　92,176㎡）
建物延面積 令和 ₃年 ₅月現在
建 物 名 称 構　　　造 建面積（㎡） 延面積（㎡） 備　　　考

本 館 鉄筋コンクリート
₃階，一部₄階建 ₁,₈₈₁ ₆,₄₅₆

昭和₃₆． ₃ 　建築
昭和₄₂． ₂ 　増築
昭和₅₅． ₃ 　増築
昭和₆₀． ₈ 　増築
平成 ₆ ． ₃ 　増築
平成₁₈． ₃ 　改修

熱帯性病原体
集中研究管理棟

鉄筋コンクリート
₄階建 ₃₅₂ ₁,₄₆₉ 平成₁₅． ₃ 　建築

薬 品 庫 ブ ロ ッ ク 建 ₂₀ ₂₀ 昭和₄₇． ₃ 　建築

教育研究棟 プ レ ハ ブ ハ ウ ス ₉₄ ₁₅₆ 平成₂₃． ₅ 　建築
平成₂₅． ₈ 　移築

計 ₂,₃₄₇ ₈,₁₀₁

年度別決算額：外部資金等（平成２１年～令和 3年度）
区分年度 人　 件 　費 物　 件 　費 合　　　　計

平成₂₁年 ₃₂₆,₂₂₇,₅₄₂ 円 ₇₄₆,₆₀₆,₂₆₉ 円 ₁,₀₇₂,₈₃₃,₈₁₁ 円

平成₂₂年 ₂₉₆,₁₆₄,₁₇₅ ₈₅₀,₈₄₁,₄₄₃ ₁,₁₄₇,₀₀₅,₆₁₈
平成₂₃年 ₁₅₆,₉₁₉,₀₂₈ ₉₂₅,₉₉₂,₃₇₆ ₁,₀₈₂,₉₁₁,₄₀₄
平成₂₄年 ₂₀₈,₅₉₅,₄₈₀ ₆₀₈,₇₆₅,₄₆₀ ₈₁₇,₃₆₀,₉₄₀
平成₂₅年 ₁₃₁,₁₃₉,₄₀₅ ₄₇₉,₅₃₅,₅₁₉ ₆₁₀,₆₇₄,₉₂₄
平成₂₆年 ₁₆₉,₆₀₈,₆₃₆ ₄₃₉,₃₈₃,₂₂₁ ₆₀₈,₉₉₁,₈₅₇
平成₂₇年 ₁₆₉,₁₁₀,₄₉₄ ₇₂₀,₈₁₀,₀₆₁ ₈₈₉,₉₂₀,₅₅₅
平成₂₈年 ₂₄₃,₂₀₁,₆₅₀ ₈₆₆,₂₀₁,₂₄₅ ₁,₁₀₀,₄₀₂,₈₉₅
平成₂₉年 ₂₄₆,₀₅₇,₃₇₂ ₈₀₅,₅₉₉,₇₆₁ ₁,₀₅₁,₆₅₇,₁₃₃
平成₃₀年 ₂₂₀,₀₅₈,₃₀₄ ₈₃₄,₂₅₈,₇₂₂ ₁,₀₅₄,₃₁₇,₀₂₆
令和元年 ₃₃₃,₆₈₄,₂₉₆ ₁,₀₂₁,₀₀₀,₃₈₂ ₁,₃₅₄,₆₈₄,₆₇₈
令和 ₂年 ₂₇₂,₉₁₁,₂₇₉ ₁,₀₁₄,₅₁₈,₆₉₇ ₁,₂₈₇,₄₂₉,₉₁₆
令和 ₃年 ₂₆₈,₉₂₇,₅₅₄ ₇₆₈,₈₅₂,₈₆₅ ₁,₀₃₇,₇₈₀,₄₁₉
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３　熱帯医学研究拠点共同研究

₃．₁　一般共同研究　（◎は研究代表者）

1 ．ダニ媒介性ウイルスのマダニ感染モデルの構築および感染・増殖機構の解析
 鹿児島大学共同獣医学部　教授 ◎田仲　哲也

 長崎大学感染症共同研究拠点　教授 　好井　健太朗

2 ．集団食中毒事例から分離されたナグビブリオのゲノム特性と病原性解析
 国立感染症研究所細菌第一部　主任研究官 ◎森田　昌知

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　児玉　年央

3 ．ヒト住血吸虫に対する中間宿主巻貝の感染耐性の理解に向けて
 中部大学先端研究センター　特任教授 ◎黒田　玲子

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　濱野　真二郎

4 ．�Profile of antimalarial drug resistance markers among school-age children in Kinshasa, 
Democratic Republic of Congo

 Professor , Ehime University ◎RICHARD CULLETON

  PhD Student Leading Program, Graduate School of Biomedical Sciences, NEKKEN, 

Nagasaki University 　Nundu Sabiti Sabin

 Associate Professor , University of Kinshasa 　Ahuka Steve

 Assistant Professor , National Institute for Biomedical Research, Kinshasa, DRC

  　Kavunga Hugo

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　山本　太郎

5 ．アレナウイルスの細胞内増殖機構に関する研究
 京都大学ウイルス・再生医科学研究所　教授 ◎野田　岳志

 京都大学ウイルス・再生医科学研究所　博士研究員 　平林　愛

 京都大学ウイルス・再生医科学研究所　大学院生 　梶川　純一

 京都大学ウイルス・再生医科学研究所　大学院生 　胡　上帆

 京都大学ウイルス・再生医科学研究所　大学院生 　張　子涵

 長崎大学感染症共同研究拠点　准教授 　浦田　秀造

6 ．貝環境を模倣したin vitro住血吸虫発育システムの開発
 奈良県立医科大学 病原体・感染防御医学　准教授 ◎王寺　幸輝
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 奈良県立医科大学 病原体・感染防御医学　教授 　吉川　正英

 奈良県立医科大学 病原体・感染防御医学　教務職員 　島田　賢子

 長崎大学熱帯医学研究所　技術職員 　濱﨑　めぐみ

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　中村　梨沙

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　濱野　真二郎

7 ．ベトナムにおける下痢原性大腸菌のワンヘルスアプローチ
 宮崎大学農学部畜産草地科学科　准教授 ◎井口　純

 久留米大学医学部感染医学講座　教授 　小椋　義俊

 宮崎大学大学院農学工学総合研究科　博士後期課程3年 　Nguyen Thi Thu Huong

 長崎大学熱帯医学研究所ベトナム拠点　助教 　竹村　太地郎

8 ．Genetic diversity of dengue virus and associated clinical severity among dengue patients
 Associate Professor, Universiti Kebangsaan Malaysia ◎Neoh Hui-min

 Research Fellow, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Nor Azila Muhammad Azami

 Infectious Diseases Physician, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Petrick Periyasamy

 Infectious Diseases Physician, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Najma Kori

 Postgraduate Registrar, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Mahrunissa Mahadi

 Pathologist, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Sharifah Azura Salleh

 Associate Professor, Pathologist, Universiti Kebangsaan Malaysia

  　Noor Zetti Zainal Rashid

 Pathologist, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Siti Norlia Othman

 Research Fellow, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Noraidatulakma Abdullah

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　Moi Meng Ling

9 ．新規の共役抗マラリア薬を目指したスタチンとエゼチミブの効果の解明
 自治医科大学医学部感染免疫学講座医動物学部門　助教 ◎早川　枝李

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　徳舛　富由樹

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　宮崎　真也

10．赤痢アメーバ “シスト形成” におけるキチナーゼの機能解析
 佐賀大学医学部免疫学分野　講師（特定） ◎見市（三田村）文香

 佐賀大学医学部免疫学分野　教授 　吉田　裕樹

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　濱野　真二郎

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　坂口　美亜子

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　中村　梨沙
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11．デングウイルス認識抗体の網羅的解析系の構築
 国立研究開発法人理化学研究所生命医科学研究センター

 サイトカイン研究チーム　副チームリーダー ◎宮内　浩典

 長崎大学熱帯医学研究所ベトナム拠点　助教 　竹村　太地郎

12．�Clinical, serological, virological and molecular characterization of Chikungunya and 
Zika viruses in the Philippines

  Associate Director, for Basic Science Research, Research and Biotechnology Group, St. 

Lukeʼs Medical Center [R&B-SLMC] ◎Mark Pierre Dimamay

 Scientist consultant, R&B-SLMC 　Corazon Buerano

 Laboratory manager, R&B-SLMC 　Samuel Allan Inovejas

 Research scientist, R&B-SLMC 　Maria Terrese Dimamay

 Technical Assistant, R&B-SLMC 　Lady-Anne Pangilinan

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　Moi Meng Ling

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　森田　公一

13．�マラリア原虫感染に対するグアニン四重鎖を介した5-アミノレブリン酸治療メカニズム
に関する研究

 熊本大学発生医学研究所ゲノム神経学分野　准教授 ◎塩田　倫史

 長崎大学熱帯医学研究所　助教  　佐倉　孝哉

 長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科　教授 　北　　潔

14．TDP-43の凝集体形成に着目したフラビウイルス性脳炎の分子病態の解明
 北海道大学大学院獣医学研究院　准教授 ◎小林　進太郎

 長崎大学感染症共同研究拠点　教授 　好井　健太朗

15．�新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）感染後に出現する抗体が認識するウイルス抗原お
よびヒトタンパク質についての研究

 長崎大学生命医科学域（薬学系）　准教授 ◎大山　要

 長崎大学医歯薬学総合研究科　博士課程 ₄年 　相原　希美

 長崎大学熱帯医学研究所　准教授 　水上　修作

16．人獣共通感染性の肝蛭症に対する新規薬剤の探索
 岩手大学農学部共同獣医学科　助教 ◎関　まどか

 長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科　教授 　北　　潔

 長崎大学熱帯医学研究所　准教授 　稲岡　健ダニエル
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17．�ロタウイルス種間伝播における成人の役割と動物ロタウイルスのヒトロタウイルスへの馴化過程の解明
 宮崎大学医学部微生物学分野　助教 ◎高月　英恵

 東京女子医科大学国際環境・熱帯医学講座　助教 　岩下　華子

 宮崎大学医学部微生物学分野　教授 　新　竜一郎

 長崎大学熱帯医学研究所　客員教授 　バス デヴ パンディ

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　森田　公一

18．ナノカーボンコーティングの抗マラリア活性評価
 信州大学バイオメディカル研究所　准教授 ◎羽二生　久夫

 長崎大学医歯薬学総合研究科感染分子解析学分野　特任研究員 　片上　幸美

 長崎大学熱帯医学研究所　准教授 　水上　修作

 長崎大学熱帯医学研究所　特任研究員 　TEKLEMICHAEL AWET ALEM

 長崎大学熱帯医学研究所　技能補佐員 　谷口　真由美

19．放射線グラフと重合技術を活用した抗ウイルス性銀担持繊維の開発
 量子科学技術研究開発機構　主幹研究員 ◎保科　宏行

 量子科学技術研究開発機構　プロジェクトリーダー 　瀬古　典明

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　森田　公一

20．マウスモデルを用いた脳炎フラビウイルス感染病態の分子イメージング解析
 山口大学共同獣医学部　教授 ◎早坂　大輔

 長崎大学熱帯医学研究所　准教授 　Mya Myat Ngwe Tun

 長崎大学原爆後障害医療研究所　助教 　西　弘大

21．新型コロナウイルスの細胞内動態の解明	
 国立感染症研究所　主任研究官 ◎髙松　由基

 長崎大学感染症共同研究拠点　教授 　南保　明日香

22．Leishmania原虫固有酵素の機能解明
 東京理科大学薬学部　助教 ◎佐藤　一樹

 東京理科大学薬学部　教授 　和田　猛

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　加藤　健太郎

23．ケニアにおけるワクチン効果と分布ロタウイルス株の性状との関連の解明
 藤田医科大学医学部　准教授 ◎河本　聡志

 藤田医科大学医学部　特別研究員 　福田　佐織
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 藤田医科大学研究支援推進本部　助教 　井手　富彦

 長崎大学熱帯医学研究所　ケニア拠点長 　金子　聰

24．リーシュマニア症ワクチンにおける組織常在記憶リンパ球の解析
 岐阜大学大学院医学系研究科　教授 ◎前川　洋一

 岐阜大学大学院医学系研究科　講師 　呉　志良

 岐阜大学大学院医学系研究科　博士課程3年生 　Khueangchiangkhwang Sukhonthip

 岐阜大学医学部医学科　5年生 　久冨　匡皓

 岐阜大学医学部医学科　5年生 　佐藤　一穂

 岐阜大学医学部医学科　5年生 　中島　怜

 岐阜大学医学部医学科　3年生 　川原　理克

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　濱野　真二郎

25．ヒトスジシマカと近縁種の生殖干渉
 金沢大学自然科学研究科　准教授 ◎都野　展子

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　砂原　俊彦

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　二見　恭子

26．�トランスポゾンシーケンシングによるビブリオ　バルニフィカスの生体内増殖必須遺伝子の網羅的解析
 北里大学獣医公衆衛生　准教授 ◎柏本　孝茂

 北里大学獣医公衆衛生　助教 　山﨑　浩平

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　児玉　年央

27．パンデミック発生時の1996年に出現した腸炎ビブリオ新型株の遺伝学的解析
 石川県立大学生物資源環境学部　准教授 ◎中口　義次

 石川県立大学生物資源環境学部　学部生 　國田　のどか

 石川県立大学生物資源環境学部　学部生 　竹田　莉彩

 石川県立大学生物資源環境学部　研究補助員 　東　愛恵

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　児玉　年央

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　日吉　大貴

28．Evaluation of humoral immune response induced by SARS-CoV-2 natural infection and vaccine
 PhD, Associate Professor, Tribhuvan University Kathmandu Nepal

  ◎Shyam Prakash Dumre

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　森田　公一

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　Mya Myat Ngwe Tun
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29．マラリア原虫感染による赤血球膜脂質構成変化のナノスケールレベル解析
 鹿児島大学共同獣医学部　教授 ◎藤田　秋一

 岐阜大学応用生物科学部　准教授 　正谷　達謄

 帯広畜産大学原虫病研究センター　准教授 　麻田　正仁

 帯広畜産大学原虫病研究センター　研究員 　晴希生ハッサン

 鹿児島大学共同獣医学部　学生 　向達 汐美

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　金子　修

30．�Zika Virus Infection among Acute Febrile Illness Patients and Peri-natal Congenital Zika Virus 
Infection Screening Project in Upper Myanmar (2021-2022)

  Deputy Director, Department of Medical Research, Ministry of Health and Sports, 

Myanmar ◎Aung Kyaw Kyaw

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　Mya Myat Ngwe Tun

31．タイムラプスイメージングによるBabesia bovis p200の機能解析
 帯広畜産大学原虫病研究センター　准教授 ◎麻田　正仁

 帯広畜産大学原虫病研究センター　特任研究員 　晴希生ハッサン

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　金子　修

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　矢幡　一英

32．熱帯病に対する新薬開発を指向した微生物二次代謝産物の網羅的探索
 広島大学大学院統合生命科学研究科　准教授 ◎荒川　賢治

 広島大学大学院統合生命科学研究科　特任助教 　藤村　孝志

 広島大学大学院統合生命科学研究科　研究員 　手島　愛子

 広島大学大学院統合生命科学研究科　研究員（学部4年生） 　平田　朝陽

 長崎大学熱帯医学研究所　准教授 　水上　修作

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　平山　謙二

 長崎大学熱帯医学研究所　准教授 　稲岡　健ダニエル

 長崎大学熱帯医学研究所　特任研究員 Awet Alem Teklemichael

 長崎大学熱帯医学研究所　技能補佐員 　谷口　真由美

 長崎大学熱帯医学研究所　大学院生 　田山　雄基

33．亜熱帯・熱帯植物由来の抗マラリア薬の探索研究
 広島大学大学院医系科学研究科生薬学　教授 ◎松浪　勝義

 広島大学大学院医系科学研究科薬用植物園　准教授 　杉本　幸子
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 広島大学大学院医系科学研究科生薬学　助教 　山野　喜

 広島大学大学院医系科学研究科　大学院生 　早川　碧

 広島大学大学院医系科学研究科　大学院生 　王　志超

 広島大学大学院医系科学研究科　大学院生 　小川　順也

 広島大学大学院医系科学研究科　大学院生 　矢嶋　三央奈

 帯広畜産大学原虫病研究センター　助教 　菅沼　啓輔

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　金子　修

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　矢幡　一英

 長崎大学熱帯医学研究所　特任研究員 　Ben Yeddy-Abel Chitama

34．人獣共通病原性の緑藻類Prototheca属保存株の再同定
 千葉大学真菌医学研究センター　助教 　伴　さやか

 千葉大学真菌医学研究センター　博士課程後期 　Alim Ikerum

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　金子　修

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　風間　真

35．原虫に共生するウイルスおよびウイルス・原虫間相互作用に関する因子の探索
 大阪大学微生物病研究所　助教 ◎七戸　新太郎

 帯広畜産大学原虫病研究センター　助教 　菅沼　啓輔

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　金子　修

36．ウイルス感染症の診断や治療を目的としたセラノスティック薬剤の開発
 金沢大学医薬保健研究域薬学系 臨床分析科学研究室　准教授 ◎淵上　剛志

 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　助教 　吉田　さくら

 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　博士後期課程3年 　中家　真理

 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　博士後期課程2年 　野﨑　伊織

 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　博士前期課程2年 　副島　歩実

 長崎大学薬学部　6年生 　酒井　樹

 長崎大学薬学部　4年生 　穴田　悠太

 長崎大学熱帯医学研究所　准教授 　Mya Myat Ngwe Tun
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1 ．難診断性輸入寄生虫症迅速診断キットの開発

宮崎大学医学部　教授 ◎丸山　治彦

宮崎大学医学部　准教授 　長安　英治

宮崎大学医学部　助教 　田中　龍聖

宮崎大学医学獣医学総合研究科　博士課程 　鴻巣　明日香

宮崎大学農学部　教授 　吉田　彩子

宮崎大学農学部　准教授 　入江　隆夫

長崎大学熱帯医学研究所　教授 　濱野　真二郎

長崎大学熱帯医学研究所　教授 　金子　聰

2 ．ScaAペプチドを用いた新規ツツガムシ病血清診断法の確立

東京大学大学院農学生命科学研究科　准教授 ◎三浦　こずえ

長崎大学大学院　博士後期課程学生 　高谷　紗帆

長崎大学熱帯医学研究所　教授 　有吉　紅也

3 ．北海道の野生動物、ペットにおけるマダニ媒介性ウイルスの疫学調査

酪農学園大学　講師 ◎内田　玲麻

長崎大学熱帯医学研究所　教授 　森田　公一

4 ．日本住血吸虫組換え体抗原のマンソン住血吸虫症血清診断での性能評価

帯広畜産大学原虫病研究センター　教授 ◎河津　信一郎

帯広畜産大学原虫病研究センター　博士大学院生 　Atcharaphan Wanlop

長崎大学熱帯医学研究所　教授 　濱野　真二郎

5 ．原虫感染による炎症抑制機構の研究

産業医科大学医学部　講師 ◎清水　少一

産業医科大学医学部　教授 　長田　良雄

産業医科大学医学部　講師 　森田　健太郎

長崎大学熱帯医学研究所　教授 　濱野　真二郎

₃．₂　シーズ研究発掘課題　（◎は研究代表者）
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1 ．医学研究のための倫理に関する国際セミナー

開催日：2021年 ₈ 月16日（月）~ 2021年 ₈ 月18日（水）

開催方式：オンライン

代表者：Nguyen Tien Huy（長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科　准教授）

参加者：57名

2 ．世界保健ニーズに応える医薬品研究開発ディプロマコース

開催日：2022年 ₃ 月14日（月）～2022年 ₃ 月18日（金）

開催方式：オンライン

代表者：田中　義正（先端創薬イノベーションセンター　教授）

参加者：:39名

₃．₄　海外拠点連携共同研究　（◎は研究代表者）

1 ．�ケニアで発生している真菌症・放線菌症の原因菌の収集と形態学的,生理学的,分子生物学的解析

千葉大学真菌医学研究センター　センター長 ◎笹川　千尋

千葉大学真菌医学研究センター　准教授 　矢口　貴志

千葉大学真菌医学研究センター　准教授 　渡邊　哲

千葉大学真菌医学研究センター　准教授 　高橋　弘喜

千葉大学真菌医学研究センター　助教 　伴　さやか

Chief Research Officer, Kenya Medical Research Institute (KMRI) 　Bii C. Christine

国立医薬品食品衛生研究所 　渡辺　麻衣子

千葉大学真菌医学研究センター　学生 　辺　　彩

千葉大学真菌医学研究センター　学生 　平山　美咲

2 ．�ハノイコホートを用いたHIV-1 subtype A/Eウイルス感染症の疫学およびワクチン開発

と治療のための基盤研究

熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター　シニア教授 ◎滝口　雅文

熊本大学大学院生命科学研究部　准教授 　前田　洋助

熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター　特任講師 　久世　望

熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター　特任講師 　近田　貴敬

₃．₃　研究集会
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４　研究活動

₄．₁　ウイルス学分野

1．熱帯ウイルス病の疫学研究

（ ₁）日本脳炎ウイルスの分子疫学解析

　日本脳炎ウイルスの生態をより詳細に明らかにするため、令和 ₃年度も引き続き日本

における蚊からのウイルス分離を行い、分子疫学解析を実施中である。近年、日本で分

離されるウイルスは遺伝子 I 型のみであるが、中国や韓国ではV 型の出現が確認されて

おり日本への侵入が危惧されている。また長年共同研究を行っているミャンマーにおい

て、日本脳炎ウイルスワクチン後の血清診断を行い、ワクチンの有効性を評価した（Ngwe 

Tun MM, et al. Vaccines. 2021）.

（ ₂） 東南アジアとアフリカでのデングウイルス、ジカウイルス、日本脳炎ウイルス、チ

クングニヤウイルスの分子疫学、血清疫学解析

　前年度から継続して、アジア各地においてウイルスを分離し分子疫学解析を実施した。

デングウイルスについては、ベトナム、フィリピン、ミャンマー、スリランカ、ネパール、 

マレーシアの患者血清から分離し、遺伝子解析を実施した（Ngwe Tun MM, et al. Plos 

one, 2021; Soe AM, et al. viruses, 2021）。また、ベトナムではジカウイルス感染によると

示唆される小頭症の発生に対応してWHO およびベトナム国立衛生疫学研究所（NIHE）

と協力し、ベトナム北部、南部におけるウイルス学的および血清学的調査を継続した。

また、フィリピンにおいて血清学的解析でデングウイルスの流行状況を明らかにした。

他に、マレーシアにおけるジカウイルスの血清疫学調査も実施してコタキナバル周辺地

域でジカ熱の存在が明らかになった（Ngwe Tun MM, et al. AM. J. Trop. Med. Hyg, 

2021）。ジカウイルス については、培養細胞を用いて抗ウイルス阻害効果を持つ化合物

を同定した。（Raini, et al. Antiviral Res, 2021）ケニアにおいてもデングウイルス、チク

ングニヤウイルス、リフトバレー熱ウイルスの活動状況についての血清疫学調査を継続

した （Ngwe Tun MM, et al. Viruses, 2021）。ミャンマーで2013年～採取した健常者血清

を用いてチクングニア熱ウイルスに対する中和抗体を確認し、同疾患がミャンマーに蔓

延することを明らかにした。（Luvai EAC, et al. PLoS Negl Trop Dis. 2021）

（ ₃） 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルスの調査

　令和 ₃年度も長崎を中心にヒト、ペット、マダニの調査を継続し、患者および動物の
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検体から培養細胞を用いて SFTS ウイルスを分離し、次世代シークエンサーを用いて遺

伝子解析を行った。血清学的調査も実施しており、ヒトだけでなくネコからも抗体陽性

例が確認された（Ando, et al. Viruses, 2021）。SFTSの感染リスクを明らかにするため、

獣医師の協力のもと現在も調査を継続している。長崎県はSFTS 常在地であるため、ヒ

トおよびネコの迅速診断法として定量RT-PCR法を用いており、ヒトにおいては、本法

の定量性を利用し、ウイルスコピー数の増減を見ることによって治療効果の判定に役立

てている。また、長崎大学病院との共同研究によりSFTS 症例の胸部画像の特徴を網羅

的に解析し報告した。（Ashizawa H, et al. Viruses, 2022） さらに国立感染症研究所との共

同研究でSFTSに対する新規診断法を構築し報告した。（Sano, et al. Viruses, 2021）

（ ₄）ケニア国立中央医学研究所（KEMRI）との共同研究

　令和 ₃年度は、新型コロナウイルスの影響で渡航が制限され十分な研究調査活動が実

施できなかったが、次世代シークエンサーの導入など研究環境の整備を行った。

2 ．ウイルス病原性の解析

（ ₁）デングウイルス患者の重症化メカニズムの解明

　デングウイルスの病原性を明らかにするため、ベトナム、ミャンマーなどアジア各地

で流行しているウイルスの特性およびその多様性について次世代シークエンサーなどを

用いて解析を継続した。また、デング熱の防御メカニズムと中和抗体活性の相関を明ら

かにするため、デング ₁型とデング ₂型の一回感染性ウイルスを FcγR発現細胞に反応

させるハイスループットアッセイを用いて、フィリピンにおける過去のデング熱流行時

の血清検体の中和活性と抗体依存性感染増強活性を比較解析した。この結果、デング ₁

型について、遺伝子型の違いにより中和活性に差はないが、抗体依存性感染増強活性が

異なるこを明らかにした。

（ ₂）出血熱ウイルスの複製機構に関する研究

　エボラウイルスとマールブルグウイルスはフィロウイルス科に属し、重篤な出血熱症

状を引き起こす人畜共通感染症であり、ヒトで高い致死率を示す。特異的治療法は確立

しておらず、感染実験には高度安全実験施設（Biosafety level- ₄ ; BSL- ₄ ）を必要とする。

我々はフィロウイルスのライフサイクルを詳細に解明することで、新しい治療法の開発

を目指し研究を進めている。特にフィロウイルスの細胞内動態については不明な点が多

く、ウイルスゲノム転写・複製の基盤となるヌクレオカプシドの形成・輸送機構につい

てはほとんどわかっていなかった。これまでに、エボラウイルス感染細胞におけるヌク
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レオカプシド細胞内動態を、非感染性ライブセルイメージングシステムを構築してモデ

ル化することに成功した。このアッセイを用いてタンパク質ごとにヌクレオカプシド形

成・輸送制御ドメインを同定できることがわかった。またMARVにおいても同様のシス

テムを構築し、NC形成・輸送について評価した。さらに京都大学との共同研究により

MARVのNP-RNAの微細構造を解明し、NCの形成基盤を解明することに成功した。

　同じく出血熱ウイルスであるアレナウイルスについてフィリップ大学マールブルグ

（BSL- ₄ ）、 京都大学との共同研究により、京大が保有する薬剤ライブラリーを用いて解

析を行い、細胞レベルで新規抗ウイルス効果を持つ薬剤を同定した（Takenaga, et al. 

Viruses, 2021）。

3 ．ワクチン、抗ウイルス薬の開発

（ ₁） デングウイルス治療薬の開発 デングウイルス、ジカウイルスや日本脳炎ウイルスの

治療薬開発を目指して、民間企業との共同で抗デングウイルス活性をしめす複数の

抗ウイルス薬候補物質を確認し、同定作業を進めヒット化合物を得て、小動物での

効果検証を実施中である。

（ ₂） デングウイルスワクチン評価のためモデル構築　

デング熱ワクチンの評価には適切なモデル動物が不可欠であり、国立感染症研究所など

国内、国外の研究協力者とともに開発を行っている。これまでにデング熱の霊長類マー

モセットモデルがジカウイルス感染モデルとして有用であることを確認した。さらに、

免疫不全マウスモデルを用いたワクチンの評価モデルとしての有用性の検討も継続して

いる。これらのモデル動物を用いて、デング熱ワクチン候補の評価を進めている。

4 ．新型コロナウイルス感染症（COVID-19）研究の継続

　2019年12月に中国で始まった COVID-19の流行は本邦においても収まる気配はなく、2021

年度も継続して診断法の開発と血清疫学調査を日本と東南アジア諸国（ベトナム、ミャンマー

など）で進めている。本邦においては長崎大学病院と共同研究で患者検体を用いた重症化因

子解析とウイルス遺伝子解析を行った。当研究室は2019年よりWHO の新型コロナウイルス

標準ラボに指定されており、ケニア、ベトナム、フィリピン、 ネパール、マレーシアの機関

に技術支援を継続した。また診断法・治療法の開発を目指しCOVID-19に対する基礎研究を、

一部企業との共同研究で展開した（Ngwe Tun MM, et al. Trop Med Health, 2021; Ngwe Tun 

MM, et al, J.Nat.Med., 2021; Matantu, PN, et al. Int. J.Envir.Res.Pub.Healt., 2021; Mao, et al. 

Pathogens, 2021）。
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5．WHO 研究協カセンターとしての活動

　WHO協力センターである国際医療協力センターが実施したGOARN研修の企画・実施に

協力した。

　当分野では、エボラウイルス、マールブルグウイルス、南米出血熱ウイルスなどアフリカ

や南米でアウトブレイクを繰り返す出血熱ウイルスや西アフリカで常在化しているラッサウ

イルス、そして我が国でも毎年感染者が報告されている SFTS（重症熱性血小板減少症候群）

ウイルスなど重篤な疾患を引き起こす高病原性ウイルスに注目し、これらのウイルスに対す

る抗ウイルス戦略の確立に資する研究を進めている。また、世界的な流行を引き起こすイン

フルエンザ、2020年からパンデミックが続く新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関

しても研究を行っている。

1 ．ガボン共和国におけるウイルス感染症の調査研究　

　ガボン共和国は大西洋に面し赤道を跨ぐ形で国土を有する中部アフリカの国である。この

国は、国土の80％が森林という自然豊かな土地であるが、これまでに ₄回エボラウイルス病

のアウトブレイクを経験している。デング熱やチクングニア熱などのウイルス感染症のアウ

トブレイクもこれまでに報告されているが、現地ではウイルス感染症の診断システムが確立

されておらず、多くのウイルス感染症は未同定のままでウイルス感染症の実態把握には至っ

ていない。当研究室では、2016年度より JICA・AMED 共同プログラムである地球規模課題

対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）の研究課題として同国において「公衆衛生上

問題となっているウイルス感染症の把握と実験室診断法の確立プロジェクト」を進めている。

このプロジェクトでは、アフリカの現地医療に生涯を捧げたことでノーベル平和賞を受賞し

たアルベルト・シュバイツアー博士ゆかりの地であるランバレネにおいて、ランバレネ医療

研究センター（CERMEL）との国際共同研究として現地のウイルス感染症の実態調査とそれ

らウイルス感染症の診断法の開発と導入を目指して活動している。

（ ₁）ガボンで流行する昆虫媒介性ウイルス感染症のサーベイランス研究

　2014-17年に現地で健常人から採取された血清462検体を用いて、ウエストナイル、デ

ング、ジカ、黄熱、チクングニア、リフトバレー熱ウイルスに対する抗体の有無を調べ

た結果、それぞれ抗体陽性率が25.3、20.4、40.3、60.7、61.2、14.3％であり、これらの

₄．₂　新興感染症学分野
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ウイルスによる感染症がこれまでにかなりの頻度で発生してしており、現地で対策が必

要であることが示唆された。特に、ウエストナイルおよびデングウイルスの抗体陽性者

は若年層に多く、比較的最近の流行を示唆しており、これらのウイルス感染症の脅威が

高まっていると考えられる。更に、2015-20年にCERMELあるいはシュバイツアー病院

に来院した熱性患者から採取した血清1,189検体を用いてRT-qPCR法で上記ウイルスの

ゲノム検出も行った。その結果、 ₃例がウエストナイルウイルス陽性、17例がデングウ

イルス ₃型陽性であった（Ushijima et al., BMC Infect Dis, 2021）。

（ ₂）ガボンで初のヒトにおけるリンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス感染を同定

　リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）はヒト病原性のアレナウイルスであり、世

界中でヒトにおける感染例が報告されているが、アフリカでのヒトの感染例はこれまで

報告がない。熱性患者及び健常人の血清492検体を対象に抗LCMV抗体の有無をELISA

法で調べた結果、21.5％が陽性で、特に成人男性における陽性率が高かった。より特異

性の高い中和試験を実施した結果、 ₇検体で中和抗体が確認された。LCMV RNAは何れ

の検体からも検出されなかった。野生のげっ歯類及びトガリネズミ326匹を捕獲して、

同様の解析を行ったところ、 ₇ 検体が抗体陽性、 ₁ 検体がRT-qPCRでウイルスRNA陽

性であった。また、ヤマアラシ18検体中 ₁検体についてもウイルスRNAが検出された。

これらの結果は、中部アフリカでもLCMVが野生動物で維持されており、ヒトへの感染

も起きていることを示唆しており、LCMV感染がガボン、そして中部アフリカにおいて

公衆衛生上懸念される感染症の一つであることが示された（Ushijima et al., Int J Infect 

Dis, 2021）。

（ ₃）ガボンにおけるCOVID-19流行に関する研究

　当研究室は、ガボンでのCOVID-19流行前にCOVID-19検査システムの導入と現地検査

者のトレーニングを実施し、流行に備えた。その結果、共同研究機関であるCERMEL

は流行当初、国内で ₂か所しかないCOVID-19検査機関の一つとしてCOVID-19対応に貢

献した。また、ガボン国内で流行するSARS-CoV- ₂ 変異株の解析にもいち早く取り組み、

変異株の伝播時期および経路を明らかにすることで現地のCOVID-19対策に貢献した 

（Zoa-Assoumou et al., Lancet Micro, 2021）。更に、アフリカの新型コロナウイルス解析

コンソーシアムにも参加して、アフリカにおけるCOVID-19の流行と変異株解析も行っ

た。その結果、アフリカへのCOVID-19の伝播はほとんどが欧州からのものであり、そ

の後アフリカ諸国の入国制限に伴い、大陸内で多くの変異株の出現と流行拡大が起きた

ことを明らかした（Wilkinson et al., Science, 2021）。
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　上記に加えて、アフリカ全体における流行とガボンにおける流行を比較解析し、ガボ

ンにおける流行がアフリカ全体の流行に対して ₁－ ₂ か月遅れて起きていること、伝播

経路不明のB.1.1.7変異株が2020年12月以降複数回ガボンに侵入し、流行を起こしたこと

を明らかにした（Abe et al., J Med Virol, 2021）。

2 ．抗ウイルス薬の開発

（ ₁）iPS細胞由来分化細胞を用いた広域抗ウイルススペクトラムをもつ抗ウイルス薬候補

物質の同定

　iPS細胞由来分化細胞を用いてFDA承認薬のスクリーニングを行い、センダイウイルス

に対して抗ウイルス効果を持つ薬剤を複数同定した。これらの薬剤が他のRNAウイルスに

対しても抗ウイルス作用を有するかどうかをエボラウイルス、SARS-CoV-2を用いて検証し

た。その結果、ラロキシフェンを含むSERMs（Selective estrogen receptor modulators）

が双方のウイルスにも抗ウイルス効果を持つことを明らかにした。また、PPARγアゴ

ニストであるピオグリタゾンもセンダイウイルスに加えてSARS-CoV-2にも抗ウイルス

効果を持つことがわかった（Imamura, Sakurai et al., FEBS Open Bio, 2021）。

（ ₂）ロペラミドの抗SFTSウイルス効果の検証

　SFTSの症状の一つである下痢に対する治療薬のロペラミドがSFTSウイルスに対して

増殖抑制効果を有するかどうかを細胞レベルで確認した。ロペラミドはウイルス侵入後

のステップで細胞へのカルシウム流入を制限することでSFTSウイルスの増殖を阻害し

た。同様にカルシウムチャネル阻害剤であるニフェジピンもSFTSウイルスの増殖を阻

害することを確認した（Urata et al., Viruses, 2021）。

（ ₃）5-ALAのSARS-CoV-2に対する抗ウイルス作用の発見

　抗がん治療やサプリメントとして用いられている天然のアミノ酸 ₅ -アミノレブリン

酸がSARS-CoV-2の増殖を抑制することを明らかにした （Sakurai et al., BBRC, 2021）。

3 ．新型コロナウイルスとインフルエンザウイルスの重複感染に関する研究

　SARS-CoV-2とA型インフルエンザウイルス（IAV）は、どちらも飛沫感染する呼吸器感染

症の病原体で、パンデミックを起こすことが知られている。COVID-19のパンデミック下の

2020-21、2021－22シーズンにインフルエンザの流行が見られなかった原因について、SARS-

CoV-2感染によるウイルス干渉を理由に挙げる専門家もおり、この点に疑問をもち、SARS-

CoV-2と IAVが同一個体に同時感染することができるのか？重複感染した場合、病態はどう
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なるのか？を調べるために双方のウイルスに感受性があり、肺炎症状を呈するハムスタ―

を用いて検証実験を行なった。その結果、SARS-CoV-2と IAVはそれぞれ単独の感染で肺炎を

引き起こすが、同時感染させた場合は、それぞれの単独感染時よりも肺炎が重症化し、更に

回復も遅れることを明らかにした。また、感染後の肺における双方のウイルス量を調べると、

何れのウイルスも単独感染時と重複感染時でウイルス量に差がないことが確認された。但し、

肺の組織病理解析の結果、肺において双方のウイルスは同種の組織・細胞に感染するが、同

一の場所では共感染していないことが確認されたため、双方のウイルスは個体レベル、臓器

レベル（肺）ではウイルス干渉を起こさないが、細胞レベルでのウイルス干渉は起こり得る

ということを示した。結論としては、両ウイルスの重複感染と同時流行は起こり得るという

ことを示唆した（Kinoshita et al., Sci Rep, 2021）。

 

4 ． 3 　細菌学分野

　当分野は、腸炎ビブリオを主体に、コレラ菌やサルモネラを含めた腸管病原細菌の環境に

おける疫学的調査から感染発症機構の分子生物学的解析まで幅広く研究対象にしている。

1 ．腸炎ビブリオの病原性発揮機構の解明

　腸炎ビブリオが保有する ₂セットの III型分泌装置（T ₃ SS ₁ とT ₃ SS ₂ ）のうちT ₃ SS ₂ が、

感染患者の下痢発症に必須であることを見出してきた。さらにT ₃ SS ₂ から分泌されるエ

フェクタータンパクの同定と生物活性の決定、それら遺伝子群の発現誘導機構を解明してき

た。また、腸炎ビブリオ発見当初から知られていた溶血毒（TDH）が分泌経路の違いにより

異なる病原性に寄与することを報告した。しかしながら、本菌がどのように宿主腸管内に定

着し、下痢を誘導しているのか、詳細なメカニズムは未だに明らかでない。現在、新規動物

感染モデルの構築、生体内におけるT ₃ SS ₂ 遺伝子群の発現機構やエフェクターの生物活性

の解析および腸内細菌との相互作用等、多角的な視野から解析を行うことで腸炎ビブリオの

下痢誘導活性の全容を解明したいと考えている。

2 ．ビブリオ属の感染流行地域での疫学調査および流行株出現の原因究明

　腸炎ビブリオやコレラ菌を含む病原性ビブリオ属菌を、感染の多いアジア流行地域の患者

や、環境水および汚染が疑われる食品から分離し、病原性ビブリオ属菌の流行株の動向をゲ

ノム疫学的な解析により理解することを目指す。またそれらの解析から、世界的な拡散に起

因する因子を同定し、機能的な役割を明らかにしたいと考えている。
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3 ．サルモネラの病原性発揮機構の解明

　チフス菌やパラチフス菌、または一部のそれ以外の血清型のサルモネラが、どのように全

身感染を引き起こすのかについて、様々な in vitroの実験やネズミチフス菌・パラチフスC菌

を用いたマウス全身感染モデル、または遺伝学的・疫学的背景を含めた総括的な解析を行う

ことで明らかにすることを目指している。全身感染に必須であるサルモネラ病原性遺伝子島

₂  （SPI- ₂ ）上にコードされる ₃型分泌装置（T ₃ SS - ₂ ）のエフェクタータンパクの分子生

物活性を決定することで、サルモネラがどのように好中球やマクロファージ等による自然免

疫に抵抗し全身感染を起こすのか解明することを目指している。これらにより得られた知見

を元に抗菌薬に頼らない治療法およびワクチン開発に結び付けたいと考えている。

4 ．4　原虫学分野

　 ₄月に成瀬妙子が、 ₆月に馬場みなみが助教として分野に参画した。タン・ジン・トゥン

が医歯薬学総合研究科博士課程に入学した。 ₁月には矢幡一英が愛媛大学に准教授として異

動した。12月にナッタワット・チャイヤウォンが博士課程を修了し、博士研究員を経て、 ₂

月から助教となった。

1．マラリア原虫に関する研究

（ ₁）マラリア原虫の赤血球侵入の分子機構

　矢幡一英が見出したマラリア原虫メロゾイトの滑走運動に関する研究成果が米国科学

アカデミー紀要に掲載された（Proc Natl Acad Soi USA, 2021）。ネズミマラリア原虫

Plasmodium yoelii ではPKAc遺伝子座を誘導的に破壊すると、熱帯熱マラリア原虫とは

異なりワクチン候補抗原AMA1の分泌が抑制されることを見出し、論文発表した

（Parasitol Int, 2021a）。また、チャイヤウォンはP. yoelii にてAPH遺伝子座を破壊した際

のメロゾイトの表現型について論文発表した（Parasitol Int, 2021b）。チャイヤウォンと

トゥンはP. yoelii のジアシルグリセロールキナーゼの赤血球侵入における役割の解析を、

大学院生の鈴木真耶は熱帯熱マラリア原虫アクチン脱重合因子に関する研究を継続し

た。大学院生のエドウィン・トーはP. yoeliiの偽キナーゼpPK3とpPK4の研究を行い、

その成果の一部を第19回あわじ感染と免疫国際フォーラム（札幌、2021年 ₉ 月）にて発

表した。GHIT 基金事業による米国ペンシルベニア州立大学のホセ・スタウト教授と熱

帯熱マラリア原虫メロゾイトに対するワクチン開発研究も継続した。
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（ ₂）マラリア原虫寄生赤血球の改変機構

　熱帯熱マラリア原虫SURFINの赤血球内への輸送に関わる分子の同定に関する研究成

果を論文発表した（Parasitol Int, 2021c）。また、熱帯熱マラリア原虫が寄生した赤血球

の膜組織における非定型的な スフィンゴ糖脂質 GM3の局在について論文発表した（Sci 

Rep, 2021）。

（ ₃）カニクイザル・マラリア原虫を用いた研究

　オランダの霊長類医学研究センターのクレメンス・コッケン博士と熊本高等専門学校

の木原久美子博士と共同で、三日熱マラリア原虫と最も近縁のカニクイザル・マラリア

原虫の in vivo 実験系を用いた休眠体のメタボローム解析を行った（GHIT 基金事業）。

また、ニュージーランドのオタゴ大学のブルース・ラッセル博士と共同で、ヒト赤血球

を用いたカニクイザル・マラリア原虫の培養系の確立に向けた研究を行い、成果の一部

を第 ₅回SingMalNet 2022 meeting（シンガポール、2022年 ₂ 月）にて発表した。

（ ₄）二日熱マラリア原虫によるヒト感染の分子基盤

　大学院生の荘淮は熱研共同研究室の坂口美亜子博士と二日熱マラリア原虫寄生赤血球

の細胞接着に関する共同研究を継続し、その成果を第62回日本熱帯医学会大会（仙台、

2021年11月）で発表した。金子修は米国NIAIDのトーマス・ウェレムズ博士等との共同

研究で、蚊ステージを含む全生活環でレポーター分子を発現する二日熱マラリア原虫の

作出に成功した（Malar J, 2021）。

（ ₅）マラリアに対する創薬と薬剤耐性の研究

　博士研究員のベン・チタマは薬剤耐性に関わる新規塩基多型候補の検証実験を継続し

た。ケニア（マウント・ケニア大学のジェッセ・ギタカ博士、科研費国際共同研究強化B）

とコンゴ民主共和国（国立生物医学研究所のパピ・マンドコ・ンコリ博士、AMED 海外

拠点活用研究）にて行う予定であった熱帯熱マラリアの薬剤耐性に関する調査研究は、

COVID-19の世界的大流行により2021年度も渡航が出来なかったため、その準備を行っ

た。上村春樹はインドネシア・アイルランガ大学のスクマ・バスキ博士とインドネシア

のマラリアについての共同研究を継続し、マラリア感染現場での携帯型リアルタイム

PCR機器の適用を目的として、簡便で十分な感度の得られる方法を検討した。
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（ ₆）マラリア原虫抗原の抗原性と多様性に関するフィールド調査研究

　大阪市立大学の金子明博士らと共同研究として、熱帯熱マラリア原虫ケニア株の多様

性に関する研究成果を論文発表した（Sci Rep, 2021a）。成瀬とピーターソン・ギトンガ・

マテンゲはケニア株の全ゲノム配列を用いて選択圧の対象となる分子の解析を進めた。

（ ₇）偶蹄類寄生性マラリア原虫の研究

水牛マラリアを媒介すると考えられる蚊の同定に関する共同研究を、タイのチュラロン

コン大学のモラコット・カエタマソーン博士と行い、その研究成果を学術誌に投稿した。

（ ₈）その他のマラリア原虫の研究

　馬場は、愛媛大学で行っていたP. berghei のスポロゾイト期におけるRON4の役割に関

する研究成果の取りまとめを行うとともに、熱研にてヒト感染性マラリア原虫の媒介蚊

感染実験を行うための準備を中心となって推進した。

2 ．トリパノソーマ原虫に関する研究

　上村は、アメリカ・トリパノソーマ原虫の新しい治療薬を開発することを目的として、ト

ランスシアリダーゼ活性を阻害する化合物について、原虫の感染・増殖への影響を確認した。

また、長崎大学薬学部武田弘資教授との共同研究で、海洋微生物抽出物をスクリーニングし

て得られたヒット抽出物について、化合物の同定を目的として分画を行って活性を調べた。

3．バベシア原虫に関する研究

　ウシに寄生するBabesia  bovis の赤血球侵入ステージ原虫を生きたまま分離する方法を開発

した（Sci Rep, 2021b）。また、同原虫のTRAP関連分子が赤血球期増殖に重要な役割を果た

していることを見出し、第90回日本寄生虫学会大会（仙台、2021年 ₄ 月）等にて報告した。

4 ．その他、国際活動など

　上述した国外研究機関の研究者とマラリアに関する海外共同研究を行った。金子は日本寄

生虫学会の情報処理広報担当理事、学術誌PLoS ONE の編集委員、日本熱帯医学会の理事長

を継続して務めた。成瀬は日本組織適合性学会の副理事長を継続して務めた。
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4 ． 5 　寄生虫学分野

　本分野は世界的に重要な住血吸虫症・フィラリア症ならびに腸管寄生虫症などの蠕虫疾 

患，多くの人々を苦しめているにもかかわらず顧みられることの少ないアメーバ赤痢・リー 

シュマニア症・トリパノソーマ症などの原虫疾患に対してフィールド・ラボ双方向からのア 

プローチを試みている。 

　 ₄月、助教中村梨沙が産休・育休から復帰、山本有香が医歯薬学総合研究科博士課程に入

学。 ₄月16-17日、奈良春日野国際フォーラム～ I・RA・KA～で開催された第90回日本寄生

虫学会・第32回日本臨床寄生虫学会合同大会に田中美緒がオンラインで参加発表を行った。

₅月、山本を特任研究員として雇用。 ₅月、田中美緒が遠隔での公開学位審査を終え博士（医

学）の学位を取得した。 ₆月16日 - 11月 ₅ 日、山口大学医学部医学科 ₃年蝼川内優妃をマン

ソン住血吸虫の生活環に関する研究のため協力研究員として受け入れた。 ₈月31日、山本が

休学、退職。10月30-31日、オンライン開催となった第73回日本寄生虫学会南日本支部大会・

第70回日本衛生動物学会南日本支部大会合同大会に於いて、中村梨沙、Keith Kiplangat 

Talaamが発表を行った。10月30日 -11月30日、「住血吸虫症の感染伝播ダイナミクスの解明」

に関連する現地視察・調整のため小林典子はケニアに渡航。11月 ₇ - ₉ 日、 ₂ 月27-28日、中

部大学特任教授である黒田玲子が住血吸虫の中間宿主である淡水産巻貝に関する共同研究の

ために来所。11月、Keithの公開学位審査が対面で行われ博士（医学）の学位を取得した。

11月29日 - ₃ 月31日、琉球大学医学部医学科 ₃ 年杉野吏皇をマンソン住血吸虫の生活環に関

する研究のため協力研究員として受け入れた。12月17日、中村が「第6回長崎大学未来に羽

ばたく女性研究者賞」優秀女性奨励賞を受賞し、授与式および受賞者研究発表会に出席した。

さらにこの受賞を受けて、ダイバーシティー推進センター主催の「長崎大学の女性研究者の

研究力を発信する」動画に出演した（2022年 ₆ 月）。また、中村は2022年 ₃ 月 ₈ 日に若手女

性研究者のオンラインカフェ（ダイバーシティ推進センター主催）で話題提供者として講演

した。 ₃月 ₁ 日、医学部医学科 ₁年辻佑理を医学研究インターンシップのため協力研究員と

して受け入れた。 ₃月18日、濱野は寄生虫の遺伝子発現に関する共同研究打合せのため佐賀

大学医学部を訪れた。

　濱野は本学・医歯薬学総合研究科・医学部，熱帯医学研修課程，TMGH研究科，九州大学・ 

医学部，山口大学・医学部，奈良県立医科大学，岐阜大学・医学部，熊本大学・医学部で， 

リモート授業を織り交ぜながら講義を行った。
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1．住血吸虫症に関する研究

　科学研究費・基盤研究（A）『住血吸虫症の感染伝播ダイナミクスの解明　～グローバルな

感染コントロールを目指して』（令和 ₂～ ₆年度）を展開した。病害動物学分野・二見恭子，

免疫遺伝学分野・菊池三穂子，ケニア拠点・金子聰，神戸大学・源利文，リバプール大学 

Prof. Russell Stothardとの連携を進めると共に，Prof. Njenga（ESACIPAC, KEMRI）の研究グルー

プとの共同研究体制を維持・強化した。ケニア中央医学研究所 KEMRI やケニア・マセノ大

学において承認されている研究計画に基づき，Mbita には Evans Asena, Ngetich Benardを配

しヒトの疫学研究を進めると共に，現地CBO を活用して中間宿主貝の定点観測，DNA 抽出

を継続した。奈良県立医科大学の王寺幸輝・吉川正英と共に「in vitro住血吸虫発育システム

の開発」研究を展開し（濱﨑・濱野），中部大学の黒田玲子と共に「マンソン住血吸虫に対す

る中間宿主巻貝の感染抵抗性機序の解明」を目指した研究に着手した（濱﨑・濱野）。公益社

団法人グローバルヘルス技術振興基金（GHIT）の資金による住血吸虫症の新規モニタリン

グ法の開発（DTECT-Schistoプロジェクト，GHIT Fund 2017-272）をライデン大学（オランダ），

リガチャー（オランダ）と共に展開した。さらに，住血吸出迅速診断テストの開発・製造・

検証を目指すプロジェクト（GHIT Fund 2020-104）をFIND（スイス），ライデン大学，

Merck（ドイツ）と共に遂行した。また，TMGH 北潔・ダニエルグループと抗住血吸虫活性

を有する化合物探索の共同研究，城西大学薬学部の准教授である武内智春らとの共同研究を

展開した（中村・濱﨑）。中村は科学研究費・研究活動スタート支援を獲得し（令和 ₃～ ₄

年度）、『住血吸虫の成長・産卵を促す initiation factorの探索と機序の解明』研究に着手した。

研究室ではマンソン住血吸虫 Schistosoma mansoni および中間宿主である淡水産巻貝を継代

維持して，各種研究や学生実習に供している。

・　 Mukendi JPK, et al., Parasit Vectors, 2021; 14: 70.

・　 Talaam KK, et al., Antimicrob Agents Chemother. 2021;65:e0041821.

2．フィラリア症ならびにその他の蠕虫疾患に関する研究

　ラボでは，マレー糸状虫 Brugia malayi，パハン糸状虫 Brugia pahangi および糸状虫の媒

介蚊であるネッタイシマカ Aedes aegypti を継代維持している。

3．アメーバ赤痢およびリーシュマニア症などに関する研究

　オハイオ州立大学（米国），マギル大学（カナダ），NIH・FDA（米国）との国際共同研究 “Live 

attenuated prophylactic vaccine for leishmaniasis”に関する研究を進めた。具体的には CRISPR-

Cas 技術で作成された centrin 遺伝子欠損Leishmania major の生ワクチンとしての安全性と免

疫付与・感染防御効果を確認し，GLP/GMP規格の製品生産を可能とする次期大型予算を獲得
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し研究開発を進めた（GHIT Fund 2018-102）（Jalal・田中・中村・濱野）。またリーシュマニア

皮内テストの研究開発に向けた大型予算を獲得した（GHIT Fund 2019-213）。本製品よって疫

学調査や免疫状態の評価が可能となる。さらにシャーガス病に対する生ワクチン開発のため

の予算を獲得した。本プロジェクトでは遺伝子編集技術を用いて cyclophilin 19 （Cyp19） 欠損

株を作成し，その安全性と免疫付与・感染防御効果を確認する（GHIT Fund 2019-102）。また，

また，TMGH 北潔・ダニエルグループと共同研究を展開すると共に、新興・再興感染症研究

基盤創生事業（多分野融合研究領域）（AMED，令和 ₃年～）に「リピドミクスのメタデータ

に基づく赤痢アメーバ脂質代謝解析―赤痢アメーバの生化学・生理学と創薬標的・リード化

合物の提供―」（代表：見市）が採択された（見市・濱野）。

・　 Karmakar, S., et al., Commun Biol. 2021; ₄ : 929.

・　 Hartuti, E.D., et al., Int. J. Mol. Sci. 2021; 22; 7236.

・　 Acharjee, R., et al., Int. J. Mol. Sci. 2021; 22: 7830.

・　 Mi-ichi, F., et al., Microbiol Spectr. 2021; ₉ : e0051121.

4 ． 6 　免疫遺伝学分野

　当研究室では、幅広い感染症、とりわけ ₁）デング熱、 ₂）マラリア、 ₃）シャーガス病

に関連する以下のような問題に着目し、免疫学的・遺伝学的解析を行っている。

　 ₁）デング熱は、不顕性感染の症例も多い蚊媒介性の熱性疾患として知られているが、重

症例では死に至る場合がある。そのため重症化に至る可能性が高い症例を早期に発見できる

感度・特異度の高い診断法（早期予測因子による）が求められている。また、ワクチン開発

では、これまで主に抗体誘導が目指されてきたが、近年 T 細胞などが働く細胞性免疫の重要

性が示唆されている。しかし、その機序は未だ不明なことが多い。 ₂）マラリアに関しては、

十分に実用的なワクチンが開発できていないこと、また、抗マラリア薬に対しては、すぐに

耐性が生じてしまうことが問題になっている。このような現状から、新たな作用機序を有す

る優れた新規抗マラリア薬の開発が常に求められている。 ₃）シャーガス病は、（前述のデ

ング熱同様に）＂顧みられない熱帯病＂に分類される疾患である。急性期には感冒に類似し

た症状でおさまることが多いが、10年ほどの比較的長い潜伏期の後に巨大結腸症や心肥大な

どの慢性合併症を来すことが知られている。これら慢性期病態の発症機序やその予防法、さ

らには慢性感染症の治療薬の開発など、ラテンアメリカに在住する ₁千万人以上の慢性感染

者や30万人の新たな感染者を抱える感染症の制御は大きな課題となっている。

　教室では各疾患の問題点に対して研究テーマを設定し、令和 ₃（2021）年度には代表的な
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ものとして総括で述べるような研究成果をあげ、論文として報告している。

1 ．主な研究テーマ

・デング熱における重症化早期予測因子の解明とその応用

・デング熱における細胞性免疫の特にヒトT  細胞応答性の解析

・マラリアワクチン候補分子の同定とそれに関連する免疫応答性の解析

・マラリア原虫抗原及び宿主免疫関連遺伝子の遺伝子多型と防御免疫の関連解析

・フェノタイプあるいは標的分子を用いた新規抗熱帯熱マラリア・シャーガス薬開発

・ ボリビアにおけるシャーガス病患者の薬剤感受性、合併症発症に関する遺伝学的・免疫学

的解析

 

2 ．令和 3年度の総括

（ ₁） デング熱重症化モデルの構築をめざし、in vitro デングウイルス感染系の樹立に関す

る共同研究を進めた。また重症化因子のメタ解析を行い報告した。

  A novel coculture system for assessing respiratory sensitizing potential by IL-4 in T cells.　

Mizoguchi I, Katahira Y, Inoue S, Sakamoto E, Watanabe A, Furusaka Y, Irie A, Senju S, 

Nishimura Y, Mizukami S, Hirayama K, Nakamura S, Eto K, Hasegawa H, Yoshimoto T.

  ALTEX. 2022 Feb 24. doi: 10.14573/altex.2111181. 

  Predictive markers for the early prognosis of dengue severity: A systematic review and 

meta-analysis.　Thach TQ, Eisa HG, Hmeda AB, Faraj H, Thuan TM, Abdelrahman MM, 

Awadallah MG, Ha NX, Noeske M, Abdul Aziz JM, Nam NH, Nile ME, Dumre SP, Huy 

NT, Hirayama K. PLoS Negl Trop Dis. 2021 Oct 5;15(10):e0009808. doi: 10.1371/

journal.pntd.0009808. eCollection 2021 Oct.MID: 34610027 Free PMC article.

（ ₂） 富山大学和漢医薬学研究所小松研究室との共同研究を推進し、抗マラリア活性物質

の同定、COVID-19薬候補のスクリーニングを行い報告した。

  Phenylpropanoid-conjugated iridoid glucosides from leaves of Morinda morindoides.

  Hashim Y, Toume K, Mizukami S, Kitami T, Taniguchi M, Teklemichael AA, Tayama Y, 

Huy NT, Lami JN, Bodi JM, Hirayama K, Komatsu K. J Nat Med. 2022 Jan;76(1):281-

290. doi: 10.1007/s11418-021-01567-1. Epub 2021 Sep 17. PMID: 34533755

  The discovery of herbal drugs and natural compounds as inhibitors of SARS-CoV-2 
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infection in vitro. Ngwe Tun MM, Toume K, Luvai E, Nwe KM, Mizukami S, Hirayama 

K, Komatsu K, Morita K. J Nat Med. 2022 Mar;76(2):402-409. doi: 10.1007/s11418-021-

01596-w. Epub 2022 Jan 10. PMID: 35006524 Free PMC article.

（ ₃） 東京大学化合物ライブラリー由来の化合物の抗マラリア活性に関する構造活性相関に

ついての研究成果を発表した。

  2D-quantitative structure-activity relationships model using PLS method for anti-malarial 

activities of anti-haemozoin compounds.　Nguyen PTV, Van Dat T, Mizukami S, 

Nguyen DLH, Mosaddeque F, Kim SN, Nguyen DHB, Ðinh OT, Vo TL, Nguyen GLT, 

Quoc Duong C, Mizuta S, Tam DNH, Truong MP, Huy NT, Hirayama K.

  Malar J. 2021 Jun 11;20(1):264. doi: 10.1186/s12936-021-03775-2.

  PMID: 34116665 Free PMC article.

（ ₄） COVID-19第一波の際の世界57か国の医療施設におけるヘルスケアワーカーの知識と準

備状況に関する調査結果を世界に先駆けて報告した。さらにマスク着用に関する流行

予防効果に関する研究のメタ解析を行い、材質に依存していることを明らかにした。

  Awareness and preparedness of healthcare workers against the first wave of the 

COVID-19 pandemic: A cross-sectional survey across 57 countries. Huy NT, Hirayama 

K,; contributors of the TMGH-Global COVID-19 Collaborative; TMGH-Global COVID-19 

Collaborative. PLoS One. 2021 Dec 22;16(12):e0258348. doi: 10.1371/journal.

pone.0258348. eCollection 2021.

  Survey of knowledge, attitude and practice of healthcare professionals on dengue 

transmission, diagnosis and clinical classification. Giang HTN, Sayed AM, Dang T, 

Iqtadar S, Tuan NM, Khiem NT, Viet DC, Van TTK, Phuoc NT, Dung TTK, Elhalwagy 

EA, Vien LHL, Triet NM, Tong NT, Son DH, Hung LC, Tam DTH, Hirayama K, Huy 

NT. BMC Infect Dis. 2021 Nov 2;21(1):1130. doi: 10.1186/s12879-021-06816-y. PMID: 

34727869 Free PMC article.

  Efficacy of face masks against respiratory infectious diseases: a systematic review and 

network analysis of randomized-controlled trials.　Tran TQ, Mostafa EM, Tawfik GM, 

Soliman M, Mahabir S, Mahabir R, Dong V, Ravikulan R, Alhijazeen S, Farrag DA, 

Dumre SP, Huy NT, Hirayama K. J Breath Res. 2021 Sep 13;15(4). doi: 10.1088/1752-
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7163/ac1ea5.

 PMID: 34407516

3 ．学会等の活動状況
氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

平山謙二・教授 日本寄生虫学会評議員 日本寄生虫学会
平山謙二・教授 日本熱帯医学会評議員 日本熱帯医学会
平山謙二・教授 日本組織適合性学会評議員 日本組織適合性学会
平山謙二・教授 米国熱帯医学会会員 米国熱帯医学会
平山謙二・教授 科学研究費委員会専門委員 独立行政法人日本学術振興会
平山謙二・教授 日米医学学術委員 日米医学協力研究会
平山謙二・教授 会長 長崎シンガポール・マレーシア協会

平山謙二・教授 議長 アジア西太平洋地域倫理委員会
（FERCAP）

平山謙二・教授 帯広畜産大学原虫病研究センター
運営委員会委員 帯広畜産大学原虫病研究センター

平山謙二・教授 研究評価委員会委員 国立感染症研究所

4 ．市民講演会、アウトリーチ活動

（ ₁）18回 医学研究のための倫理に関する国際研修コースの開催

代表者：Huy准教授

主催者：平山謙二教授、 Juntra Laothavorn 教授主  催：長崎大学熱帯医学研究所

共　催： 東京有明医療大学、昭和大学、国立病院機構総合医療センター治験研究部治

験推進室、アジア太平洋地区倫理委員会連絡会議（FERCAP）、Strategic 

Initiative for Developing Capacity in Ethical Review（SIDCER）、長崎大学熱帯

病・新興感染症制御グローバルリーダー育成プログラム

日　時：2021年8月16日～18日

場　所： 長崎大学グローバルヘルス総合研究棟大セミナー室（坂本キャンパス）及び

ZOOM によるウェブシステムでの参加および講義を含む。

（ ₂）医薬品研究開発ディプロマコースの開催

代表者：平山謙二

主催者：長崎大学、タマサート大学

共　催： アジア太平洋地区倫理委員会連絡会議（FERCAP）、Strategic Initiative for 

Developing Capacity in Ethical Review（SIDCER）

日　時：2022年3月14日～18日
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4 ． 7 　感染生化学分野

　研究グループの方針は「基礎研究を通して人類の向上と福祉をめざす事」であり、代謝調

節と生体膜の生化学および分子生物学などの純粋な基礎生物学的研究とこれに基づいた創薬

研究を行なっている。中でも抗感染症薬、抗がん剤の候補として天然化合物の重要性に着目

している。さらに国際的な医療問題に対する共同研究を含めた指導、調査による研究室外の

活動（中南米、東南アジア、アフリカ等の発展途上国や欧米の先進国）など異なった分野の

融合を積極的に試みている。

　また学内、特に熱帯医学研究所を中心に積極的に共同研究を行っており、中でもウイルス

学分野、新興感染症学分野、原虫学分野、寄生虫学分野、分子感染ダイナミックス解析分野

とは寄生虫およびウイルス感染に関して緊密な連携をとって研究を進めている。

1．研究活動

（ ₁）マラリア

　ヘム合成における初期段階の中間体である ₅ -アミノレブリン酸（5-ALA）はサプリメ

ントとしても市販されているが、2009年に抗マラリア活性がある事を in vitro の実験か

ら見出した。その後、マウスでも効果が示され、回復したマウスには長期の免疫が成立

していた。現在、この結果をヒトで検証する目的でネオファーマジャパン、国立国際医

療研究センターなどとの共同研究でラオスでは無症候感染者への効果を調べる臨床研究

を行い、現在結果を解析中である。またタイでは発症者に対する効果の治験の準備が整っ

ている。

（ ₂）トリパノソーマ症

　中南米でシャーガス病を引き起こすTrypanosoma cruzi およびアフリカにおいてヒト

の睡眠病や家畜のナガナ病を引き起こすT. brucei のミトコンドリアエネルギー代謝を標

的とする創薬研究を進めている。特に、宿主ミトコンドリアには保存されていない T. 

brucei のシアン末端酸化酵素の特異的阻害剤であるアスコフラノンに関してはその生合

成遺伝子を全て同定して安全な微生物に導入し、大量合成の基盤を構築した事から実際

にアフリカで家畜を用いた感染・治療実験を開始している。

（ ₃）エキノコックス症

　最近、北海道のみでなく愛知県（知多半島）でも野生のイヌの便から虫卵が検出され

問題となっているエキノコックスの幼虫にミトコンドリアの呼吸鎖を阻害する上述の抗
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トリパノソーマ薬候補アスコフラノン（フマル酸呼吸の末端酸化酵素としての複合体 II

阻害）と抗マラリア薬アトバコン（複合体 III 阻害剤）の併用が極めて高い効果を示す

事を見出した。これは肝臓に寄生する幼虫のエネルギー代謝が嫌気と好気の両者の呼吸

に依存している事を示している。現在用いられているアルベンダゾールは殺虫作用がな

く、投薬の中止によって再発する事から新規薬剤の開発が喫緊の課題となっており実用

化をめざして研究を進めている。

（ ₄）抗ウイルス・抗がん剤の開発

　寄生虫は病原体の中で唯一真核生物に分類される事から、特効薬は少なく真に有効な

ワクチンはない。一方、抗がん剤が抗ウイルスあるいは抗寄生虫活性を持つ例は少なく

ない。これは病原性ウイルスが真核細胞に感染し宿主の系を用いて増殖し、また寄生虫

は自身が真核生物である事を考えれば不思議ではない。実際にアスコフラノンは抗ウイ

ルス・抗がん作用を持つ天然化合物として見出された天然化合物である。そのメカニズ

ムは最近、ピリミジン合成系の第 ₄酵素であるミトコンドリアのジヒドロオロト酸脱水

素酵素が標的である事が判り、実際にアスコフラノンは低栄養・低酸素下でのすい臓が

ん由来細胞の増殖を阻害し、またマウスを用いた移植がんでも効果を明らかにしている。

また、抗ウイルス作用についても高病原性ウイルスへの効果を示す結果を得ている。そ

してつい最近、抗マラリア薬として開発中の5-ALA が試験管内での実験から新型コロナ

ウイルスの増殖を完全に阻害する事をウイルス学分野、新興感染症学分野、分子感染ダ

イナミックス解析分野との共同研究から見出した。さらにこの成果は長崎大学病院の感

染制御教育センターにより人体への治療効果を検証する特定臨床研究へと進んでいる。

最近、5-ALAは新型コロナウイルス感染症の後遺症に有効である事が示され、予防・治

療・後遺症に向けて基礎から臨床まで研究を進めている。

4 ． 8 　生態疫学分野

　本分野では、実態把握と実態の把握から始まる新たな研究への展開を目指し、分子生物学

や最新の情報技術も駆使しつつ、広く疾病・健康状態を監視するシステムとそのツールの開

発、さらには得られた新たな知見からの次世代研究へと繋げる活動を行っている。

1 ．�貧困層を中心とする複数感染症の一括・同時診断技術開発と広域的監視網の構築に関す

る研究
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　アフリカにおいては、顧みられない熱帯病（Neglected Tropical Diseases: NTDs）が蔓延し、

その実態把握もままならない。幾つかの NTDs は、感染分布も重複していることから、複数

のNTDs を同時に監視する事が出来れば、効率よくその実態の把握と対策の評価を行うこと

ができる。本分野では、Multiplex 技術を用いた複数の感染症に対する抗体価の同時一括測

定技術の開発を展開しており、さらには、その技術を用いたサーベイランス（監視網）の整

備にむけての研究も展開している。

2 ．ケニアとラオスにおける HDSSの運用

　開発途上国では、住民登録が未整備な地域も多く、疫学調査を展開するに当たり、地域住

民の基礎統計も算出できない。そこで、調査地域に居住しているすべての住民を登録し、そ

の出生、死亡、移動、健康関連情報などを定期的に更新し、長期に追跡しるための仕組み

（HDSS：人口登録動態追跡システムという）を展開している。本研究分野では、ケニアプロ

ジェクト拠点における Mbita ならびに Kwale と、ラオスのラハナム地区、セポン地区の

HDSS に対して、技術支援をすると共に同地域における健康問題に関する研究も行っている。

3 ．アフリカにおける地域特性を考慮した乳幼児の健康改善モデル構築に関する疫学研究

　ケニアの地方（辺縁地域）であるクワレ地区は、ケニア国内においても最も貧困である地

域の一つであり、乳幼児死亡も高く、また、子供の栄養状態が悪いことから、stunting（月

齢に対する標準に比べて、身長が低い）の割合も高い。そこで、妊婦登録と乳幼児登録により、

新生児の把握とその追跡、さらには、乳幼児の健康に関する疫学 研究を展開し、新生児死亡

や stunting を予防するための要因の把握に関する研究を展開している。平成29年度からは、

あらたにクラウドベースの母子手帳登録システム（Women and Infant REgistration system: 

WIRE）を開発し、同地区の数カ所の医療施設において、 母子の電子登録を開始した。それと

ともにNEC 研究所とともに、新生児の生体認証煮関する研究開発も平行で実施している。

4 ．寄生虫疾患の分子基盤解明を目指す研究

　世界的に重要な住血吸虫症、赤痢アメーバ症ならびにリーシュマニア症の分子基盤を解明

しようとしている。これらの研究結果を フィールド研究に還元することを目指している。

5 ．マイセトーマ（菌種）に関する環境疫学的研究

　スーダンにおいて公衆衛生学的問題となっているマイセトーマ（NTDs の一つ）に関する

環境DNAの測定、さらには疫学的調査を通じた環境疫学研究を実施している。
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6 ． 3 Dプリンター技術を用いた調査ツール・技術開発

　マレーシア大学サバ校及び英国の研究チームと共にサルマラリア媒介蚊の研究への応用に

取り組んでいる。

4 ． 9 　国際保健学分野

　当分野の研究は、 ₁）「生態系と感染症」の関係を研究するユニット、 ₂）「環境や気候変

動と感染症」の関係を研究するユニット、 ₃）「時間軸のなかでの感染症」を再構築し研究

するユニット、 ₄）「歴史感染症学」を研究するユニットに大きく分かれる。そうした研究

ユニットを貫く共通概念を、「空間軸」と「時間軸」に置く。空間的広がりと時間的広がり

のなかで、感染症流行の様相を比較し、その多様性を理解する。あるいは、そうした広がり

のなかにおける、微生物の遺伝的多様性を、適応・進化といった側面から理解することを目

指す研究である。具体的には、実地疫学、分子疫学、統計・数理モデリング、微量 DNA の

検出技術、次世代シーケンサー、バイオインフォマティクス、分子進化学を駆使し、多種多

様なアプローチによって解析の糸口を探る。このような自然科学研究に、文献資料に基づく

歴史学的アプローチを加え、双方が共通の課題に取り組むことで、生物と社会の関係につい

て広く理解することが可能となる。

　もうひとつの柱である社会貢献は、分野の特性から国際貢献を行うことを目指す。企業に

「企業の社会的責任（CSR：Corporate Social Responsibility）」という言葉があるように、大学

にも社会的責任があると考える。当分野における社会的責任の一つが、国際貢献であると考

える。国際貢献としては、以下の ₃つのことを行う。第一に政策提言、第二に現場における

開発協力、第三に緊急援助等である。こうした取り組みを通して国際社会への貢献を行う。

1 ．病原体の分子進化、感染自然史

（ ₁）HTLV- ₁ を始めとした性感染症の拡散予測モデルの構築と、その進化戦略の解明

　性感染症は主に性感染で感染を広げる感染症だが、母子感染も重要な感染経路として

存在する。そのため、性感染症の効果的な拡散防止戦略を提案するためには、性感染と

母子感染を同時に考慮し、世代を超えた感染動態の長期予測が不可欠になる。ここでは、

様々な数理モデリング（数学解析やコンピュータ・シュミレーション）の技法を用いて

性感染症の拡散予測モデルを構築し、性感染症の蔓延防止に貢献する。

　さらに疫学的な貢献だけでなく、性感染症の生態・進化的側面にも注目している。例

えば、HTLV- ₁ の性行為による感染率は一見かなりの低確率だが、縄文時代から2300年
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以上に渡って風土病として日本人と共存してきたと言われる。そこで、性感染症全般で

「なぜ性感染症は絶滅しないのか」という適応進化の疑問として捉え、この進化戦略の

解明に取り組んでいる。

（ ₂）動物感染症、人獣共通感染症の循環と生態学的理解

　病原性の獲得は本質的には生物戦略であり、自然環境課における宿主と病原体の関係

がどのような生態的バランスにおいて発生、変化しているのかを理解することが重要で

ある。ヒトの病原体と自然環境の接点は人獣共通感染症にあり、さらには野生動物にお

いて循環・定着している感染症とその病原体を知ることが、そうした現象理解への新た

な糸口となる。本課題では、抗酸菌種や下痢原性大腸菌群の病原遺伝子、宿主スペクト

ルおよびその病原性を研究対象とし、途上国との連携やフィールド調査、症例分析を通

して病原体の分離同定、遺伝的多様性解析を行っている。

（ ₃）日本における結核菌の遺伝的特異性とその来歴

　結核菌は結核患者の咳などによって拡散する病原体である。結核菌には複数の系統群

が存在しており、それぞれの系統群が地域特異的に定着している。東アジアでは「北京型」

と呼ばれる系統群が定着しており、わが国では分離株の約 ₈割が同群に属している。こ

の中で、「祖先型」と細分類された亜系統群は日本において優先的に分離されることが

知られているが、周辺国を含めて分離例が少ないことから、日本固有の疫学的背景や何

らかの適応進化がその理由として考えられる。本課題では、現代株の比較ゲノムと分子

進化、過去の結核患者の古病理標本を材料とした微量 DNA の調査分析、歴史学的調査

といった多角的アプローチにより、日本における結核菌のルーツと履歴を検証し、さら

にはそれが現代に及ぼす影響を探る。

（ ₄）文献資料を用いた感染症流行の再現

　おもに文献資料を用いて過去数百年における日本の感染症流行状況の再現を行う。対

象としては、江戸時代の天然痘、明治時代のコレラ、戦前から戦後にかけての結核、戦

後直後の三日熱マラリア等、日本社会に多大な影響をもたらした事例を取りあげている。

過去の感染症流行については、いずれも歴史学ないしは社会経済史など、文献資料のみ

を用いて、人文・社会学的手法によって研究されてきた。本分野では、天然痘について

は数理疫学による伝播パターンの追求、結核については遺伝型別に基づく結核菌の分子

疫学研究などを、文献資料の分析と合わせて用いることで、過去の感染症流行の実態に

迫ることを目指している。
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2 ．寒冷高地への適応と生活習慣病に関する疫学研究

　中国西北部（四川省、青海省、チベット自治区）およびネパール北部、アンデス、エチオ

ピアの海抜3500m を超える高地居住者の間で問題となっている肥満、糖尿病、高血圧などの

生活習慣病が、どのような原因に基づくものであるのかを疫学的に解明することが目的で

ある。

　長期的な視野に基づき、次の二つの点から本問題にアプローチしている。第一に、伝統的

に継承されてきた塩分多量摂取という歴史文化的適応が、結果的に現代の生活習慣病を増加

させる要因となっていないかという点である。第二は、数千年に及ぶ高地居住のなかで蓄積

された遺伝的変化、すなわち身体的適応と、生活習慣病との関係である。本研究では、これ

らについて、現地住民の食生活調査および身体計測によりデータを採取する。

　本研究では、高地居住者が、歴史文化的および遺伝子的適応をどのように行ってきたのか

を踏まえ、これらが生活習慣病を増幅させる要因となっていないかを疫学的に明らかにする。

その上で、高地居住者にとってどのような健康増進の方法が望ましいのかを考えたい。

3 ．結核分子疫学に基づく伝搬経路推定

　結核分子疫学は、結核菌の遺伝的多様性をマーカーとして患者由来株の異同または相同性

を判定し、感染源や伝搬経路を推定することを目的とする。

　本邦では、東アジア地域の定着株である北京型結核菌において分解能が高い JATA（12）- 

VNTR 型別分析が標準法として有効であり、地方衛生研究所（地衛研）を中心に普及が進め

られている。しかしながら、数十年にわたる潜伏や患者の長距離移動など、様々な理由のた

め遺伝多型解析のみでは結核の伝播経路の正確な追跡は難しく、患者情報をはじめとした多

様な疫学情報を駆使することが不可欠である。

4 ．特殊環境下に居住する住民の腸内細菌叢の解析

　ヒト腸管内には膨大な数や種類の微生物が存在し、常在細菌叢と呼ばれる微生物の集団を

形成しており、ヒトの健康の維持に重要な役割を担っていることが報告されている。常在細

菌叢は各人固有の構成を有しており、生活する環境や摂取する食事などに応じて細菌種の構

成が変化することが知られている。近年では、microbiomeと呼ばれる次世代シークエンサー

を用いた解析により、ヒトの腸管内や皮膚に存在する細菌種の構成が明らかになりつつある。　

当分野では、特殊環境下（高地や砂漠など）で生活する住民の常在細菌叢を明らかにするこ

とで、環境適応に特徴付けられる細菌種の構成が認められるのかを検証するということを計

画している。また同時に、それら特殊環境下で生活する住民から回収した糞便サンプルを適

切に保存する方法の確立も目指す。
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4 ．10　国際健康開発政策学分野

　国際健康開発政策学分野は、2018年より熱帯医学・グローバルヘルス研究科の専属教授 ₃

名が兼務する形で旧社会環境分野から改組された。それぞれ人類生態学・エコヘルス、小児

保健・緊急援助、保健システム強化・公衆栄養学を専門とするが、その専門領域に関わるグ

ローバルヘルス政策についての研究に携わり、グローバルヘルスの個別政策とグローバルヘ

ルス全体の動向の両者に対する批判的かつ建設的な評価と提案を推進している。

1．エコヘルス研究、人類生態学的研究

（ ₁）ラオスにおけるエコヘルス研究

　ラオス・サワンナケート県においてタイ肝吸虫症、メコン住血吸虫症、フォレストマ

ラリア、および、出産に関する人類生態学的研究を実施するとともに、環境を視野にい

れた公衆衛生学的研究を実施できる人材育成を実施した。また、ラオス国立大学教育学

部と共同で、エコヘルス教育の推進を図った。2021年より、科学研究費でメコン住血吸

虫の環境DNA研究、および、安全分娩キットの配布による安全な出産の促進研究をスター

トさせた。

（ ₂）ケニアにこえる人類生態学的研究

　長崎大学が1980年ごろから観察しているケニア沿岸部の調査地における様々な研究を

実施し、人口転換、健康転換、栄養転換の様相を明らかにする研究を継続している。

 

（ ₃）換気に関する研究

　COVID-19の原因ウイルスSARS-CoV-2についてはエアロゾル感染の重要性が指摘され、

換気効率が着目されている。二酸化炭素を継続的に測定することにより、エアロゾル感

染、飛沫感染対策を推進させる研究に着手した。

2．地域保健、緊急援助等に関する実装科学Implementation Science 

（ ₁）コロナ禍における保健緊急援助の実践に関する Implementation Science 　

　令和 ₂年度は、コロナ禍における国際保健援助、現地の保健サービスの課題、その対

応を検討したが、令和 ₃年度も引き続き行うと共に、災害、紛争における緊急援助に対

するコロナ禍の影響、支援を阻害するバリアやボトルネック、その対応について、関係

者からの聞き取りを元に検討した。コロナ禍前に比べ、感染症対策の一環として、大規

模な難民キャンプや避難所を避け、分散避難が促進された。しかし、援助側の分散した
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避難所への巡回作業がスタッフ不足と相まって大きな負担、課題になっている。その対

対応として、オンラインによる支援、モニタリングが促進され、負担軽減に貢献している。

避難所での感染症対策として、支援物資配送に使われた段ボールの再利用によるパーテ

イションや床上げは、プライバシー確保や不眠改善にも寄与していることが判明した。

（ ₂）ケニアにおいて継続可能なスナノミ対策に係る調査研究 

　ケニア西部におけるスナノミ症に対する臨床研究は、コロナ禍の影響で2021年度にも

実施に至らなかったが、2020年に実施した調査のフォローアップを行い、スナノミ症の

罹患数と地域分布、研究実施予定の学校と研究対象となる学童の罹患状況を再確認した。

また、予防啓発活動に資するため、学童に対するスナノミ症に関するKAP（知識、態度、

行動）調査を行い、スナノミ症罹患経験と知識の関連性、スナノミ症に対する差別の存

在を明らかにした。また、コミュニティヘルスボランティアのスナノミ症に対する診断

だけでなく、家庭のおける簡便な治療支援に関する研修も行った。

（ ₃） ホンジュラスにおけるNCDs（non-communicable diseases; 生活習慣病）に対する保

健医療サービスの検討 

　ホンジュラスにおけるNCDs対策は感染症対策や母子保健に比して、大幅に遅れてお

り、予算、人材、資機材の不足が顕著で、十分な予防啓発、健診、診療、リハビリテーショ

ンが提供されていない。その一方で、ファーストフード流行、飲酒、肥満、運動不足な

どにより、糖尿病や高血圧などのNCDsが増加している。NCDsのため、診療施設を受

診する者は、近年の疫学調査に基づく推定有病率に比して極めて少ないことが判明した。

NCDsに対する健診がないため早期発見、治療がなされず、未診断、未治療のまま重症

化し、心筋梗塞や脳卒中を突然来し死亡する、ないし後遺症を残すケースも少なくない

糖尿病の疑いで受診しても ₁， ₂ 次診療施設では医師やインシュリンの不足のため、首

都の国立糖尿病センターにリファーされ、同センターの過重負担を招いている。ホンジュ

ラスに適した健診方法（Opportunistic screening）の検討、リファラルシステムの適正化、

そのための ₁ , ₂ 次診療施設の診療能力向上に向けた研修を支援している。　

3．保健人材開発、保健システム強化

（ ₁）ケニアにおけるコミュニティヘルスワーカーのパフォーマンスに関する研究

　ケニアのニャンザ県内の ₄郡にて活動するコミュニティヘルスワーカーに ₄種類の介

入（定期的な再研修、自転車貸与、支援的監督、金銭的インセンティブ）を施すことに

よる彼らのパフォーマンス向上への効果を推定した（Kawakatsu Y, Sugishita T, Aiga H, 
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Oruenjo K, Wakhule S, Honda S. （2022） Prim Health Care Res Dev. 25 （23）: e20）。定期

的な再研修はコミュニティヘルスワーカーの保健に関する知識の向上に、金銭的インセ

ンティブは彼らの仕事への満足度の向上に、各々効果があることが明らかになった。ま

た、定期的な再研修と他の ₃種のいずれの介入との組み合わせにより、コミュニティヘ

ルスワーカーのより持続的なパフォーマンスの向上が期待される。この研究結果は、国

際協力機構は同県での地域保健事業の評価ならびに実施方針の再検討に貢献した。

（ ₂）ベトナムにおける新卒看護師への卒後臨床研修の効果に関する研究

　本研究は、新たに開発された標準カリキュラムに基づく卒後臨床研修の新卒看護師の

コンピテンシーへの効果を、ベトナムの ₅省 ₂ 市にて推定した（Horii S, Nguyen CTM, 

Pham HTT, Amaike N, Ho HT, Aiga H. （2021） PLoS One. 16 （ ₇）: e0254238.）。 ₄省（ビ

ンディン省、ディエンビエン省、ドンナイ省、ヴィンフック省） ₁市（ハノイ市）に位

置する ₉病院に新規着任し標準カリキュラムに基づく卒後臨床研修を修了した206人の

新卒看護師（介入群）と、 ₁省（ゲアン省）と ₁市（ホーチミン市）に位置する ₇病院

に新規着任しカリキュラムに基づかない卒後臨床研修を修了した74人の新卒看護師（参

照群）の、計280を対象とした。自記式質問票により新卒看護師のコンピテンシーのレ

ベルDID（Difference-in-Difference）のモデルにより ₂群間比較を行った。その結果、標

準カリキュラムに基づく卒後臨床研修は、単に新卒看護師のコンピテンシー得点の平均

値の向上だけでなく、コンピテンシー得点のバラツキを抑制することにも貢献すること

が明らかになった。本研究の結果に基づき、ベトナム保健省は、新卒看護師向けの卒後

臨床研修を標準カリキュラムに基づいて全国的に展開するという政策決定を行った。

（ ₃）アンゴラにおける母子健康手帳の実施にBarriersとFacilitatorsに関する研究

　RE-AIM フレームワークに基づく14指標を用いてベンゲラ州に位置する88の全保健施

設における母子健康手帳の実施の状況とそのその決定因子を特定した（Aoki A, Mochida 

K, Kuramata M, Sadamori T, Bhandari AKC, Freitas HR, da Cunha JD, Francisco KR, 

Sapalalo P, Tchicondingosse L, Balogun OO, Aiga H, Takehara K. （2022） BMC Health 

Services Research. 22: 1071.）。155人の保健医療従事者を対象とした半構造化面談、25人

の保健医療従事者を対象にしたフォーカスグループディスカッション、郡保健局に勤務

する母子健康手帳プログラム担当官との構造化面談－により、母子健康手帳の実施状況

を評価し、さらにBarriersとFacilitatorsを探求した。50保健施設（56.8%）では、母子健

康手帳の実施のための数値目標を達成していた。母子健康手帳の内容が改善されたこと

がFacilitatorsとして幅広く認識されていた。他方、母子健康手帳の実施に必要な保健医
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療従事者への研修が不十分であることが主なBarriersとして明らかになった。今後、ア

ンゴラにおける母子健康手帳を全国展開していく際には、保健医療従事者の研修ならび

に各保健施設でのモニタリング監督（Monitoring & Supervision）を徹底することが求め

られる。

4 ．11　病害動物学分野

　当分野では、主に感染症を媒介する節足動物の生理、生態、進化、分類及び防除について

研究を行なっている。特にアフリカとアジアの熱帯地方を中心に、デングウイルスを媒介す

る蚊とマラリア原虫の媒介蚊の研究を進めている。一方、本年度も昨年同様、新型コロナウ

イルスの流行もあり、海外でのフィールド活動が限られたため、これまで蓄積されたサンプ

ルやデータの分析に主眼を置いた。

1．アフリカに侵入したヒトスジシマカの研究

　アジア起源とされているヒトスジシマカはデングウイルスやチクングニアウイルスの主要

媒介蚊であり、グローバル化によりその分布をアフリカ大陸まで広げている。特に、コンゴ

民主共和国においては、すでに内陸部まで分布を広げていることを確認しており、侵入した

ヒトスジシマカの起源がどこかを推定するため遺伝的な解析を進めている。一方、東アフリ

カのモザンビークにもヒトスジシマカが侵入していることを確認しているが、この集団は、

遺伝解析を元にアジア起源であると推定された。モザンビークの集団には、ピレスロイド系

殺虫剤とDDTに対する抵抗性に関与すると考えられる遺伝子が見つかり、確認のために

WHOのテストキットを使った生物試験を開始した。

2．ケニアにおけるマラリア媒介蚊の防除研究

　本年度も継続的にマラリア媒介蚊の研究を西ケニアにあるフィールド拠点で実施してい

る。住友化学と開発した“天井蚊帳“は、天井を長期残効性のオリセット®ネットで覆うこと

で、屋根と壁の隙間から入ってくる蚊の室内への侵入を防ぐとともに、天井に張った蚊帳と

屋根の間にトラップして殺し、結果として、10歳以下の子供の感染を半減させることを報告

している。さらに、プレスロイド系殺虫剤を練り込んだオリセット®ネット蚊帳に、抵抗性

を持った蚊に対応するために共力剤ピペロニルブトキシド（PBO）を添加したオリセット®

プラスも感染を減らす効果があることを報告している。そこで、大阪市立大学と共同で実施

しているサトレップス事業（地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム）においては、
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オリセット®プラスの素材で作った天井蚊帳のハマダラカに対する効果を検証することとし

た。そこで、本年度は、西ケニアビクトリア湖にある島において、ラスター無作為化比較試

験を開始し、対象とした20の地区のうち、無作為に選んだ10地区に新しい天井蚊帳を設置し

て、残りの10地区をコントロール区とした。設置 ₆ヶ月後の2022年の大雨期（ ₄～ ₆月）に、

それぞれ地区において無作為に選んだ ₅軒から、蚊をライトトラップと屋内殺虫剤散布を用

いて蚊を採集し、効果を検証する予定である。

3．長崎マラリアモデルの開発

　南アフリカにおいて実施したサトレップス事業で開発したマラリアモデルを人工知能に

よって精度を向上させる研究を開始しており、継続して、複数のモデルの比較試験を実施し

た。時系列解析を元にした統計的な予測モデルと比較して、機械学習と深層学習のモデルで

は、過適合が減少し、₈週間を超える長期予測もある程度の精度を保つことができた。さらに、

深層学習によるモデルは、機械学習モデルよりも地理的に広範囲な地域により適しているこ

とが示唆されたが、今後も新たなデータを加えて、研究を進める予定である。

4．ベトナム拠点活動

　本年度もベトナム拠点での活動は新型コロナウイルスの影響で限られたが、デング流行予

測モデル開発のため、南部ベトナムにおける患者と媒介蚊のデータを収集し、分析を始めた。

これまで、過去、25年間の患者データの季節変動は、雨量と正の相関がみられ、日毎の最低

温度と弱い正の相関が見られた。さらに、月毎の変動も、雨量と正の相関、ラニーニャと正

の相関、正のインド洋ダイポールモード現象と負の相関が示され、気候を元にした予測モデ

ル開発の可能性が示された。一方、有効な薬とワクチンがないデング熱対策には、WHOが、

蚊の幼虫発生源を元にした指標を対策の情報として推奨している。幼虫発生源指標とは、発

生源のBreteau index （BI） ＝ ₁ 軒あたりの幼虫発生源と、Container index （CI）＝幼虫がい

る容器の数 / 全容器 があり、ベトナム各州もこれらの指標を採用し、対策の判断と計画に使

用している。よって、これらの指標が予測できれば、感染シーズンが始まる前に対策の準備

ができるなど、政策に生かすことが可能となる。よって、これまで各州によって集められた

幼虫発生源データの分析を開始した。

5 . COVID-19 モデルの研究開発

　長崎県と福岡県の要請を受けて、COVID-19の感染者の動態を予測するための数理モデル

を開発した。両県より提供された感染者の情報を元に、人口を65歳以上と65歳未満の ₂つの

年齢群に分けたSEIRモデルを構築しワクチンの効果も取り入れた。人々の行動に依存する
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感染率は時間的に変動すると想定し、モデルのアウトプットが日々の陽性報告数に最も近く

なるような値を期間別に推定した。予測結果は逐次両県に提供し、必要となる病床数の算定

等に活用された。また、大きな流行のピークが予想された際には、メディアを通じて住民へ

行動自粛を呼びかけた。

4 ．12　臨床感染症学分野（熱研内科）

　当分野は、全身感染症を含む熱帯感染症、呼吸器感染症、HIV・エイズを対象として臨床

とサイエンスをつなぐ学際的研究を実施している。特に、病院ベースおよびコミュニティー

ベースの臨床疫学フィールドを立ち上げ、これらを基盤として質・量ともに疫学的価値の高

い情報と検体を蓄積させることで、臨床研究を展開してきた。また、当分野の最大の特徴は、

熱帯医学研究所唯一の臨床教室として、長崎大学病院において感染症内科診療と臨床教育に

従事していることにある。2018年から始まった総合診療科との診療連携は順調に発展してい

る。さらに2021年 ₄ 月からは平戸市の事業である「へき地病院再生支援・教育機構」が、「国

境を越えた地域医療支援機構」として発展的に改組され、熱研内科の有吉が同機構長に、ま

た総合診療科の前田隆浩教授が副機構長に就任した。

　2021年度は、引き続き長崎大学病院感染制御教育センターによる新型コロナウイルス感染

症院内感染対策に全面的に協力、また、国際医療センター ₁階内科病棟・結核病棟（同年度

中はコロナ病床に転用、新型コロナウイルス感染症入院患者数のピーク時には本館病棟）に

おいて、長崎大学病院呼吸器内科や総合診療科等の関連医局と協力しながら、本院における

新型コロナウイルス感染症診療の主力として活躍した。当該年度における感染症内科への入

院患者は113名、熱研内科と連携している総合診療科への入院患者は110名であった。このう

ち、結核患者は ₂名、新型コロナウイルス感染者は86名（感染症内科54名、総合診療科32名）

であった。加えて、当該年度中（令和 ₃年 ₄ 月 ₁ 日～令和 ₄年 ₃ 月31日）に院内の感染症コ

ンサルト症例626症例の診療にも携わった。紹介元診療科は多岐にわたる：高度救命救急セ

ンター・外傷センター72件、循環器内科52件、整形外科35件、消化器内科61件、消化器外科

32件、皮膚科18件、産婦人科27件、泌尿器科44件、精神科13件、リウマチ・膠原病・代謝内

科25件、耳鼻咽喉科22件、脳神経外科33件、形成外科29件、口腔外科15件、脳卒中センター・

脳神経内科47件、放射線科 ₅件、眼科 ₅件、血液内科 ₁件、腎臓内科 ₂件、小児科・小児外

科 ₄件、その他。また、週 ₁回の渡航外来では渡航前旅行者の予防接種・健康アドバイスを

行っている。教育面においても、医学部 ₄年次から ₆年次の病棟実習、初期・後期研修医の

臨床教育に担当診療科として深くかかわっている。
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　2021年度に発表した症例報告としては、先天性心疾患の患児に合併したクリプトコッカス

髄膜炎症例を報告したもの（Dhoubhadel BG, et al., Case Rep Infect Dis. 2021 Jul）、Balamuthia 

mandrillarisによる肉芽腫性脳炎の症例を報告したもの（松井昂介他　感染症学雑誌2021年95

巻p.407-412）がある。また、長崎大学病院呼吸器内科教室が主導した重症熱性血小板減少症

候群に関する記述研究に貢献した（Ashizawa H et al., Viruses. 2022 Jan 28）。尚、当教室が立

ち上げに深く関与したベトナムでの小児感染症研究 （Miyakawa M, et al., Sci Rep. 2021 Apr 21

およびBenjamin M. et al., Scientific Reports December 2021）や国内肺炎研究（Sando E, et al., 

Ann Am Thorac Soc. 2021 Sep）については、熱帯医学研究所の小児感染症学分野および呼吸

器ワクチン疫学分野の報告と重複するので割愛する。

1．結核や新型コロナ感染症を含む呼吸器感染症に関する研究

　2021年度も引き続きChris Smith教授と共にサンラザロ病院への新型コロナウイルスPCR

診断支援を継続するとともに学術的研究発表を行ってきた。これらには、サンラザロ病院の

医療従事者における新型コロナ感染リスクについて論じた論文（Putong N, et al., Lancet Reg 

Health West Pac. 2022 Jan）、サンラザロ病院へ入院したCOVID-19患者の500症例の臨床疫学

的特徴を記述した論文（Agrupis KA, et al., Trop Med Health. 2021 Jun 12; Villarama EPS, et 

al., Western Pac Surveill Response J. 2021 Jan ₈ ）; 同病院の医療従事者で有症状でありなが

ら、COVID-19が陰性であったものの他の呼吸器感染症病原体を調べた論文（Agrupis KA, et 

al., Trop Med Infect Dis. 2021 Mar 19）があり、それぞれ国際誌に発表した。また、長崎大学

病院検査部が主導する新型コロナ研究にも参加した（Kaku N, et al., PLoS One. 2021 Sep 28; 

Ota K, et al., PLoS One. 2021 Jun 10）。

　結核については、インターフェロンγ放出アッセイに一般的に用いられる活動期結核抗原

（ESAT6/CFP-10）に加え、新潟大学の松本壮吉教授らの協力を得て非活動期の結核抗原

（HBHA, Arc, MDP）に対する非Th ₁ 系サイトカイン反応を調べる研究を継続している。本

年度も引き続き、AMED・アジア地域における臨床研究・治験ネットワークの構築事業の事

業 ₃「新興・再興感染症領域」（班長　国立研究開発法人基盤・健康・栄養研究所霊長類医

科学研究センターの保冨康宏教授）に参画し、フィリピンの患者を対象とした新たな結核免

疫評価法の開発に取り組んでいる。

2．HIV・エイズを含むレトロウイルスに関する研究

　当分野では、久保嘉直准教授が主導してウイルス増殖の分子機構の解明ならびにウイルス

感染に対する宿主自然免疫応答に関する基礎研究も行なっている。マウス白血病ウイルス

（MLV）は接種したマウスに白血病を誘導し、ヒト白血病のマウスモデルとして利用されて
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いる。またMLVはHIV-1と同じレトロウイルスに属し、MLV複製機構の解明はHIV-1複製機

構の理解に貢献する。更にMLVは、胎盤形成に関与するヒト内在性レトロウイルスHERV-W

と同様に、レトロウイルスの中のガンマレトロウイルスに属し、MLVエンベロープ蛋白質の

機能解明は胎盤形成機構の理解にも関与する。このようにMLVは医学生物学において重要

な研究対象である。

　宿主因子CD63はMLVとHIV-1両方の粒子形成に関与するが、その作用機序は不明であった。

我々は以前に、プロテアソーム解析により、Rab3aがCD63に結合することを報告した。

Rab3aをノックダウンした細胞ではMLV増殖が著しく低下することを発見した。Rab3aは

MLV Gag蛋白質に結合し、その安定化と細胞膜への輸送を誘導することにより粒子形成に関

与することを突き止めた（Izumida M, et al., Small GTPases 2021 Jun, online ahead of print）。

　我々は以前に、レトロウイルス感染を抑制する宿主自然免疫因子としてgamma-interferon-

inducible lysosomal thiol reductase （GILT）を同定した。それまでGILTは、抗原提示細胞が

貪食した抗原蛋白質のS-S結合を切断し、リソソーム・プロテアーゼによる分解を受け易く

することにより、MHCに提示されるペプチドの生成に必須な宿主因子であると考えられて

いた。すなわちGILTは獲得免疫の開始に重要で、そのためにはS-S結合を切断する酵素活性

が必要である。

　一方、GILTは獲得免疫のない下等動物にまで保存されており、それ以外の働きを持って

いると考えられてきたが、それは不明であった。そこで、下等動物を含む様々な動物のGILT

配列を比較したところ、興味あることに、哺乳類GILTのS-S結合切断に必須なシステイン残

基が、節足動物GILTではセリン残基に置き換わっていることが分かった。そこで節足動物

GILTおよびシステイン残基をセリンに置換したヒトGILT変異体のS-S結合切断酵素活性と

抗ウイルス活性を測定した。これらのGILTは、S-S結合を切断することが出来なかったが、

MLV感染を抑制した。これらの結果から、下等動物GILTは宿主抗ウイルス因子として働き、

獲得免疫をもつ高等動物に進化した時、S-S結合を切断する酵素活性を獲得し、抗ウイルス

因子として働くだけでなく、MHC上に提示されるペプチドの生成を助けるように進化した

と考えられる（Izumida M, et al., Mol Immunol 2021 Oct）。

3．全身感染症を含む熱帯感染症に関する研究

　2017年のデングワクチンDengvaxiaに関するフィリピン国内での混乱が発端となり、同国

のワクチン接種率が急激に降下し、その結果として麻疹の大規模流行が生じた。そこで我々

は、2016年 ₁ 月から2019年12月までにフィリピン国立感染症病院（サンラザロ病院）へ入院

した麻疹患児5,562人（年齢中央値11か月）の後ろ向き研究を実施、死亡率3.2%であり、年齢

群、居住地域、麻疹ワクチン非接種、発熱から入院までの日数、ビタミンA非投与、肺炎・
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胃腸炎合併の有無が死亡と相関することを報告した （Domai MD, et al., Lancet Reg Health 

West Pac 2021 Dec 15）。また、同病院で2017~2018年に進行中の市中菌血症 （Community-

Acquired Bacteremia, CAB）研究を通じてリクルートした発熱患者の未成熟血小板を多項目

自動血球分析装置（XN-1000TM）によって測定し、デング熱と菌血症患者を比較検討した

（Yasuda I, et al., PLoS One. 2021 Nov ₁ ）。コンゴ民主共和国の国立生物医学研究所（INRB）

と国立感染症研究所との共同研究により、2017年から2018年に実施された黄熱病サーベイに

よって採取された1300検体の88検体（ ₇ %）に抗レプトスピラ IgM抗体が検出され、居住地

域（キンシャサ）と雨季との相関が示された（Mukadi KP, et al., PLoS Negl Trop Dis. 2021 

Aug 17）。熱帯地における結核性髄膜炎の診断は依然として難しい。我々は、北ベトナムハノ

イのバクマイ病院感染症病棟へ入院し髄液所見に異常が見られた患者483名において髄液中の

ADAを測定し、その診断的意義について検討した（Ngo CC, et al., Trop Med Health. 2021 May 

21）。

4 ．その他 

　フィリピンサンラザロ病院におけるマトリックス支援レーザー脱離イオン化法（MALDI-

TOF）装置の有用性と課題について論じた論文（Osa M, et al., Trop Med Infect Dis. 2021 Jun 

26）、英国インペリアルカレッジが実施した日本を含む高所得国 ₈か国の抗菌薬使用を比較

した論文（Simmons B et al., Bull World Health Organ. 2021 Aug ₁ ）、また、国境なき医師団

が主導して実施したカンボジアの農村部で実施されたC型肝炎スクリーニングを医療経済的

に解析した論文 （Han SM, et al., Western Pac Surveill Response J. 2021 Jul 12）作成に貢献した。

4 ．13　呼吸器感染症学分野

  当分野では、主に国内の成人呼吸器感染症とネパールにおける小児感染症に関する疫学

研究を行っている。2020年11月をもって開設された分野であるが、在籍する研究者らが臨

床感染症学分野所属時に従事してきた研究をさらに発展させて行っている。

　成人呼吸器感染症疫学については、2011年から2014年まで全国で行った肺炎のサーベイ

ランス（Adult Pneumonia Study Group-Japan、以下APSG-J研究）で得られたデータや検

体の解析を続けている。当分野が開設されるまでに10件の論文がすでに雑誌に掲載され、

世界でも最も高齢化が進む社会における高齢者の肺炎およびその実態・予防について提言

を行ってきた。また、2016年から開始した、成人肺炎球菌性肺炎の血清型分布に関するサー

ベイランスは、2019年からは西日本に参加施設を拡大して2021年度も継続した。この研究
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で集積された近年の成人肺炎球菌性肺炎の血清型の変化に関するデータは、日本の高齢者

肺炎球菌ワクチンの方針決定にも貢献している。

　2019年12月から世界に拡大した新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）感染症については、

2020年2月から厚生労働省クラスター対策班に参加した。また2021年までに長崎市の高齢

者福祉施設などにおけるクラスターの解析を行った。2021年から接種開始された新型コロ

ナワクチンの効果を調査する研究も開始し継続している。

1 ．国内の成人呼吸器感染症疫学研究

（ ₁）肺炎球菌性肺炎血清型分布サーベイランス

　2016年から開始している肺炎球菌性肺炎の患者から分離された肺炎球菌を収集し、膨

化反応によって血清型を決定し、その血清型分布を観察する研究である。これまでに、

小児の蛋白結合型ワクチン (PCV13)の定期接種により、間接効果でPCV13に含まれる血

清型が減少していることを示しているが、その後分離された菌株の分析を進め、PCV13

に含まれる血清型の減少は下げ止まっている可能性を見出している。

（ ₂）APSG-J研究

　2011年から2014年まで国内四施設で行った成人肺炎サーベイランスのデータを分析

し、緑膿菌による肺炎の臨床像を明らかにした。この解析によると、成人市中肺炎のうち、

喀痰グラム染色を用いることで0.9％が緑膿菌肺炎であると判断され、その特徴として基

礎疾患に肺結核後遺症、慢性閉塞性肺疾患、気管支拡張症が多い傾向にあった。市中肺

炎において緑膿菌をターゲットとした抗菌薬のあり方に一石を投じた。（Ann Am Thorac 

Soc . 2021;18:1475-1481）。

（ ₃）SARS-CoV-2感染症（COVID-19）の疫学

①新型コロナワクチンの効果に関する研究

　2021年7月から、国内でのデータが不足していた新型コロナワクチンの効果に関す

る疫学研究を開始した。国内20の医療機関の協力を得てワクチン効果を推定し、2021

年度中に3回の暫定結果を報告した。データは厚生労働省アドバイザリーボードの資

料などとして活用された。

②  COVID-19の軽症、重症者数の統計数は経時的に変化するが、実際に感染者がどの程

度の割合で、何日経過したら軽症から中等症さらに重症となり、または重症から改善

していくのか正確な統計情報はない。これらの情報を把握してより正確に疾病負荷を

算出するため、大阪府におけるCOVID-19の公的データを利用して解析を加えた。

③ 長崎市における高齢者福祉施設や障害者施設で2020年から2021年夏までに発生したク

ラスターについて長崎市保健所と共同で分析して、論文作成をおこなった。
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（ ₄）高齢者肺炎球菌保菌研究とその付随研究

　高齢者施設においても肺炎球菌は重要な肺炎の原因病原体である。高齢者施設におい

て、上気道の肺炎球菌保菌がどの程度存在し、どのように伝播しているのかを明らかに

するための半年間の前向きコホート研究を行なった。

　この研究に関連し、高齢者においては培養での検出が難しく、唾液から分子生物学的

手法（PCR）によって肺炎球菌を検出することが多い。これまでは lytAを使用していたが、

口腔内にはその他の連鎖球菌も多くその特異性に課題があったため、より特異的とされ

るpiaBやSP2020をターゲットとして加えたmulti-plex PCRシステムを完成させた。

2 ．ネパールSiddhi Memorial Hospitalにおける小児感染症研究

（ ₁ ）小児入院感染症の疫学サーベイランス

　ネパールのSiddhi Memorial Hospitalにおいて、2014年から小児病棟に入院する感染症

患者調査し、その原因を調査した。このサーベイランスでは、肺炎球菌性肺炎に対する

ワクチン導入に効果を評価する研究を行いデータ解析した。

（ ₂ ） その他

　生後6週での上気道肺炎球菌の保菌状況とその血清型を明らかにする研究を計画し、

準備を行った。

4 ．14　小児感染症学分野

１．臨床疫学に関する研究（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

　ベトナム・カンホア県ニャチャン市住民コホートを用いた小児感染症研究：ベトナム国

立衛生疫学研究所（NIHE）との共同研究。2006年、2010年、2015年に、人口約35万人、 ₇

万 ₆千世帯を対象に人口世帯調査（センサス）、疾病行動調査を実施した。これによりコミュ

ニティーレベルで感染症に関する背景情報を収集し、この住民基盤コホートを用いた小児

感染症、特に急性呼吸器感染症、下痢症、デング熱など ₅歳未満死亡の主な原因となる重

症小児感染症を対象とする研究をおこなっている。Vaccine Preventable Diseases、出生コホー

ト、環境関連疾患、またCOVID-19パンデミックを受けてCOVID-19の研究も展開している。

（ ₁）小児急性呼吸器感染症サーベイランス

　2007年よりカンホア総合病院小児科において Multiple PCR法を用いて急性呼吸器感染

症（ARI）入院患者の病原ウイルスを同定する ARI サーベイランスシステムを構築した。
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これらのデータをもとに小児 ARI データベースを作成した。令和 ₄年 ₃月31日までに小

児急性呼吸器感急性呼吸器感染症の症例14741人を登録した。登録時採取した鼻咽頭ぬ

ぐい液より multiplex-PCR を用いてウイルス検査をおこなった14663人中、 10240人

（69.8％）の児で呼吸器ウイルス；ライノウイルス3963人（27.0％）、RSウイルス2953人

（20.1％）、インフルエンザ A ウイルス1376（9.4％）、パラインフルエンザウイルス ₃  型 

583人（4.0%）、ヒトメタニューモウイルス505人（3.4％）を同定した。

　パラインフルエンザウイルス・RSウイルスの世界的疾病負荷推定：Respiratory Virus 

Global Epidemiology Network の一員として、 ₅歳未満の小児におけるパラインフルエン

ザウイルス（Lancet Global Health, 2021）、またRSウイルスに関連した急性下気道感染

症の世界的な発生率、入院数、死亡率の負担を年齢別に推定する研究に参加した。

　ベトナムCOVID-19研究：2020年 ₇ 月ベトナム中部の大都市であるダナンの病院で

COVID-19のアウトブレイクが起こった。これは最初院内感染から始まり、それが波及

してコミュニティの広い範囲での感染となった（感染者数1000以上、死亡者35名）。また、

2021年 ₆ 月には当分野の研究拠点であるニャチャン市でデルタ株による感染が流行し

た。我々はニャチャンパスツール研究所、ダナンCDCらと協力し、ダナンの病院アウ

トブレイク症例、またニャチャンの市中アウトブレイク症例を対象とした臨床疫学調

査・追跡研究をおこなっている。

　日本の急性呼吸器感染症研究：長崎大学病院小児科、長崎みなとメディカルセンター

小児科と共同で、2021年より長崎の小児入院ARI患者を対象に呼吸器ウイルス・細菌を

同定するサーベイランスをおこなっている。また、2016～2020年の東京都RSV感染症報

告数に分割時系列解析を用い、新型コロナウイルス感染症に対するNon-pharmaceutical 

interventions (医薬品以外による公衆衛生対策：NPI)がRSV感染症を減少させ、感受性

者を増加させることでNPI終了後の大規模流行の可能性があることを示した（Japanese 

Journal of Infectious Diseases, 2021）。

（ ₂）ベトナム都市部および山間部におけるVaccine Preventable Diseases調査

　ベトナムの都市部ニャチャンのコミュニティにおいて2017年、510人を対象にジフテ

リア毒素抗体価および百日咳毒素抗体価を測定、年齢グループ毎の抗体価・抗体保有率

を調査し、また2019年に同じ参加者を対象とした追跡調査をおこなった（n=306）。 ₆ 歳

以上でジフテリア毒素抗体価は減衰しており、就学年齢でのワクチン追加接種が推奨さ

れた (International Journal of Infectious Diseases, 2022)。また、2017年対象の5.4%で ₁年

以内の百日咳感染が推定され、その後の抗体価上昇より2017～2019年の百日咳流行が示

唆された。一方、2015~2018年にジフテリアアウトブレイクが起こった山間部クアンガ
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イのコミュニティにおいて、2019年1216人を対象にジフテリア、百日咳の毒素抗体価、

保菌率調査をおこなった。ジフテリア毒素抗体価および百日咳毒素抗体価を測定、また

咽頭・鼻咽頭検体よりPCR、培養によりジフテリアの同定、PCRによる百日咳菌の同定

をおこなった。

　

（ ₃）ベトナムの肺炎球菌コンジュゲートワクチン（PCV）クラスターランダム化介入試験

　2016年よりNIHE、ロンドン大学衛生熱帯医学大学院、豪州マードック小児研究所と

共同で、ニャチャン市においてPCVの接種回数を減じたスケジュールを評価するクラス

ターランダム化介入試験をおこなった。WHO推奨の2p+1（初回接種 ₂回、追加接種 ₁回）、

3p+0スケジュールと比較し、1p+1スケジュールがワクチン型肺炎球菌の鼻咽頭保菌の減

少において劣らない効果を示すことを明らかにした。その副研究として、鼻咽頭保菌調

査と同時に滲出性中耳炎保有率調査を行い、PCV導入前には17.2％の ₀～ ₁ 歳児で滲出

性中耳炎を認め、 ₀ 歳児において鼻咽頭肺炎球菌保菌との関連を認めた（Vaccine, 

2021）。さらにPCV(2p+1)導入によって ₀歳児でOMEが減少し、 ₁歳児では非ワクチン

型肺炎球菌保菌を伴うOMEが一旦増加するもその後減少していることがわかった。ま

た、2018年の保菌調査時に乳児の接触行動調査を行い、 ₂～ ₆ 歳児が乳児への肺炎球菌

感染に最も寄与していることがわかった。

（ ₄）出生コホートと母子感染症研究

　2017～2018年に出生した小児2000人の出生コホートを立ち上げ、風疹ワクチン導入後、

またベトナムでのジカウイルス感染症例の確認（2016年以降）後のベトナムの先天感染

の現状を調査した。2011年の風疹大流行、2014年風疹ワクチン導入後も未だ20.4%の母

親が風疹に感受性であった（Human Vaccines and Immunotherapeutics, 2021）。新生児

の0.5% にジカウイルス先天感染を認め、その12人を対象に2019～2020年に家庭訪問にて

発達検査、眼科スクリーニング検査、聴覚スクリーニング検査を実施した。引き続き眼

科的精査、頭部MRI撮影、発達フォローアップ調査をおこなっている。

2 ．環境疫学に関する研究

　気候変動、大気汚染、インフルエンザの健康への影響について、地域的および地球規模

で研究をおこなっている。

インフルエンザ：日本の死亡率の季節性が気温、インフルエンザ様疾患でどの程度説明で

きるかを、時系列解析および線形混合効果モデルを用いて検討した（BMJ Open, 2021）。
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4 ．15　臨床開発学分野

　当分野は、医薬品等の臨床実用化への過程を推進するとともに、開発過程に関わる制度や

規制の調査・研究を行う。現在は、核酸医薬品を主な対象として、臨床使用のできる標的化

製剤の開発に従事し、新規ワクチンや新規核酸医薬品の開発推進と規制調査を行っている。

特に、当研究室が開発した標的化製剤“ナノボール”は生体適合性が高く、抗原をコードした

pDNAやmRNAを抗原提示細胞に効率的に送達でき、核酸ワクチン開発に有用である。既に

平山謙二教授らと共同で、マラリアや住血吸虫の抗原をコードしたpDNAとナノボールを組

み合わせ、これらの寄生虫に対する特異的な液性免疫や細胞性免疫を誘導し、強い増殖抑制

効果を得ることに成功している。さらに、抗原をコードしたmRNAのナノボール（mRNAワ

クチン）を新たに構築し、気道感染に対する経肺投与型ワクチンを開発している。

1 ．研究活動について

（ ₁） 抗原タンパク質を内包したナノボールの開発と経肺投与後の免疫誘導効果の評価

（Drug Delivery, 28, 1585-1593, 2021）

　モデル抗原タンパク質として卵白アルブミン（OVA）を用いたナノボールを開発した。

OVAに正電荷を有する数種の脂質や界面活性剤を混合し、正電荷の微粒子を調製した。

中でも医薬品にも使用されており、安全な界面活性剤である塩化ベンザルコニウムを用

いた場合に安定な微粒子が構築できた。この微粒子を抗原提示細胞への標的能を有する

γ -ポリグルタミン酸で被膜し、OVA内包ナノボールを調製した。

　このOVA内包ナノボールはマクロファージ細胞株であるRAW264.7細胞や樹状細胞株

であるDC2.4細胞に効率的に取り込まれた。また、OVA内包ナノボールをマウスへ経肺

投与すると、OVAを単独で投与した場合に比べ、肺に長期間OVAが滞留することが示

された。さらに、OVA内包ナノボールを複数回経肺投与後に、血清中と気管支肺胞洗浄

液中のOVA特異的な IgG抗体と IgA抗体、IgM抗体、IgE抗体を測定したところ、OVA

単独を投与したマウスと比較して、血清中と気管支肺胞洗浄液中の両方で IgG抗体と

IgA抗体が有意に上昇した。また、IgG抗体のサブタイプを評価した結果、OVA内包ナ

ノボールを投与することでTh2反応応答性の IgG1と IgG2bだけでなく、Th1反応応答性

の IgG2aと IgG3が上昇し、液性免疫だけでなく、細胞性免疫の誘導も示唆された。

　さらに、OVA内包ナノボールの安全性を気管支肺胞洗浄液中の乳酸脱水素酵素（LDH）

や肺の組織切片から評価した。この結果、OVA内包ナノボール投与後に気管支肺胞洗浄

液中のLDHの上昇や組織学的な異常は認められなかった。また、OVA内包ナノボール

に用いた塩化ベンザルコニウムやγ -ポリグルタミン酸は医薬品にも使用される生体適
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合性の化合物であり、蓄積毒性の懸念も少なく、高い安全性が期待できる。

以上、経肺投与後に抗原タンパク質の免疫誘導効果を高める安全なナノボールの開発に

成功した。今後は実際の感染症の抗原タンパク質へ応用していく予定である。

（ ₂） ナノボールを用いた新型コロナウイルスに対する経肺投与型mRNAワクチンの開発

（特願2021-74100）

　森田公一教授や平山謙二教授、水上修作准教授らと新型コロナウイルスに対する新規

mRNAワクチンの開発を行っている。数種の高分子や脂質を用いてmRNAに最適化した

ナノボールを設計した。このナノボールにモデル抗原タンパク質としてOVAをコードし

たmRNAを搭載し、マウスに経肺投与したところ、肺の粘膜にOVA特異的な液性免疫

と細胞性免疫の両方を惹起できることを見いだした。特に、肺粘膜におけるOVA特異的

IgA抗体の顕著な上昇が確認できたため、ナノボールを用いた新型コロナウイルスに対

する経肺投与型mRNAワクチンの開発に着手した。

　新型コロナウイルスのスパイクタンパク質またはスパイクタンパク質のS1ドメイン、

レセプター結合ドメイン（RBD）をコードしたmRNAを作製し、ナノボールに搭載した。

このナノボールをマウスに経肺投与したところ、どのmRNAを用いた場合も十分な液性

免疫の誘導は得られなかった。そこで、RBDにシグナル配列を結合した数種のmRNAを

新たに作製し、経肺投与後の免疫誘導効果を評価したところ、シグナル配列Cを結合し

たRBDのmRNA（C-mRNA）で新型コロナウイルス特異的な IgG抗体の誘導と細胞性免

疫の誘導が確認できた。さらに、このC-mRNAを用いたナノボールにあるアジュバント

Yを併用したところ、ナノボールの免疫誘導効果が顕著に上昇し、新型コロナウイルス

特異的な IgG抗体と細胞性免疫の誘導だけではなく、肺局所における IgA抗体の誘導に

も成功した。これらの抗体の中和活性を評価したところ、新型コロナウイルスの培養細

胞への感染を抑制し、中和活性が証明できた。

　C-mRNAナノボールとアジュバントYを用いてヒトアンギオテンシン変換酵素 ₂

（ACE2）ノックインモデルマウスを免疫し、新型コロナウイルス感染後の肺のウイルス

量を測定した。この結果、コントロールのマウスと比較して、C-mRNAナノボールとア

ジュバントYを用いて免疫したマウスでは肺のウイルス量が顕著に低下することを実証

した。

　今後はC-mRNAナノボールとアジュバントYによる免疫誘導メカニズムを解明し、ナ

ノボールの設計にフィードバックすることでより効果の高いワクチンの開発を進めてい

く。　
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　遺伝子・核酸医薬品は、水溶性の負電荷高分子で容易に分解するため、医薬品を安定化し

安全に標的細胞に送達するドラッグデリバリーシステム（新規製剤）が必須である。当研究

室が開発した核酸医薬用の標的型製剤は、臨床応用性が極めて高く、各研究室の持つ課題解

決を支援できる。臨床開発過程も含めご相談いただきたい。

　長崎大学は、大阪市に本社を置く塩野義製薬株式会社と2019年 ₂ 月28日に「マラリアを中

心とした感染症分野における包括的連携」に関する協定を締結した。本協定に基づき、同年

₄月 ₁日、熱帯医学研究所内に「シオノギグローバル感染症連携部門」が増設された。

　当部門の設立目的は、マラリアの生活環および宿主側の防御機構の解明など、マラリアの

予防、診断および治療に必要な研究に取り組み、その知見を基に革新的な新薬の創製を目指

すことにある。マラリアは、エイズ、結核と並ぶ世界三大感染症の一つであり、現状では、

予防ワクチンの有効性は十分とは言えず、昨今、既存の治療薬に耐性を示す原虫が増加して

きていることから、マラリアの脅威は世界的に深刻視されている。当部門は、 ₄つの研究分

野（細胞環境構築学、分子感染ダイナミックス解析、免疫病態制御学および創薬探索研究）

から成り立っており、単に塩野義－長崎大学 ₂者間の連携に留まらず、国内外の産学連携に

よる新たなオープンイノベーション拠点の核となり、マラリア撲滅を目指した新たな予防・

治療法を確立することを目標としている。

　設置 ₃年目となる今年度は、マラリア原虫の生理機能に関する基礎的研究に基づいた新規

ターゲットの探索、新規抗マラリア薬創薬における複数の創薬ターゲットに対するヒット化

合物群の取得、新規ワクチン開発のための抗原選定を継続的に実施し、基礎研究から、創薬、

ワクチン創製に向けての一貫した取り組みに着実に成果を挙げつつある。また、オープンイ

ノベーションによる基礎研究ならびに創薬活動を推進するため、塩野義―長崎大学連携に加

え、他の研究機関との共同研究の進展とともに、新たな機関との共同研究に向けたコミュニ

ケーションを継続中である。

4 ．16　アライアンスコーディネーター
（熱研産学連携室）分野
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4 ．17　細胞環境構築学分野

1．研究活動

　当分野は、2019年にスタートした塩野義グローバル感染症連携部門の一つであり、主に熱

帯熱マラリアの赤内期における脂質代謝と生物物理学的現象を主な研究テーマとしている。

マラリア感染赤血球は、原虫の細胞膜を含めると合計 ₃重の脂質膜が存在しており、非常に

複雑な構造をとっている。この膜レイヤーを介して様々な生理学的な活動を行い、成長と分

裂を繰り返しているため、原虫の生存にとって脂質代謝は中心的な役割を担っている。

　我々はこの原虫の脂質代謝に注目し、抗マラリア薬につながる脂質代謝酵素群の同定と機

能の解析を進めている。

　また本年度は、徳舛と宮崎、石井が第90回日本寄生虫学会大会で発表した。

（ ₁）リン脂質生合成経路の酵素群の機能解析

　マラリア原虫は赤血球内で寄生胞膜に保護された状態で増殖するが、同時に寄生胞膜

面積も拡大していく。よって膜を構成するリン脂質の需要も大きくなるため、脂質代謝

は大変重要な機能の一つである。赤内期において脂肪酸合成は活性が低いため、リン脂

質合成回路である Kennedy Cycle が中心となる。我々はその酵素群の機能を詳細に解析

している。

①　酵素群の遺伝子改変 :

　今年度は、原虫学分野との共同研究で各リン脂質合成酵素のコンディショナルノッ

クアウトを行うための技術基盤の確立を行った。現在、熱帯熱マラリア原虫の培養に

適用しコンディショナルノックアウト原虫の作成に取り組んでいる。

②　In vitro 発現系を用いた酵素活性解析：

　リン脂質合成系酵素をコムギ胚無細胞発現系、大腸菌それぞれで発現し、脂肪酸ラ

ベル体と質量分析計を用いて酵素活性を解析した。この解析から酵素に必要な反応条

件、温度やpHの依存性等のデータを得ることができた。

 

（ ₂）感染細胞のコレステロール取り込みに関する研究

　マラリア原虫はコレステロールを生合成できないため、外部からリポタンパク質を取

り込む形でコレステロールを得ている。しかし、ヒトなどで解明されているリポタンパ

ク質の取り込み機構は感染細胞には存在しない。われわれは帝京大学医学部と共同研究

を行い、HDL（High Density Lipoprotein）の取り込みに関わるタンパク質が細胞外から
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輸送されてきたものであることを発見し、Frontiers in Cell and Developmental Biologyに

発表した。

（ ₃）マラリア原虫の脂質代謝に関する総説の発表

　マラリア原虫における脂質代謝の研究はまだ発展途上であり、かつ最近注目されつつ

ある分野である。われわれは、本分野における長年の研究ノウハウを活かし、マラリア

原虫の脂質代謝研究に関する総説を発表した（Parasitol. Int. 2021. 83: 102369）。

4 ．18　分子感染ダイナミックス解析分野

1 .　研究活動

（ ₁）マラリア創薬研究

　当分野は世界三大感染症の一つである熱帯熱マラリアに対する新規治療薬の開発を目

指している。これまで、宿主と寄生虫のエネルギー代謝に関する研究を20年以上行って

きた。その知識と経験を活かし、マラリア赤内期におけるミトコンドリアのエネルギー

代謝やピリミジン生合成経路に着目し、塩野義製薬と連携し薬剤標的分子および原虫そ

の物を用いた、新規スクリーニング系の開発と実施を行っている（Wang et al., Genes, 

2019）。

①原虫を用いた創薬リード探索：

　これまで、吸光（PfLDH/Diaphorase法）や蛍光（SYBR Green）を原理とするスクリー

ニング系が報告されているが、スループットが低く低感度であるため、これら問題点

を克服するために新たな系の構築を開発した。その系では、生きたマラリア原虫の酵

素と、高波長領域に蛍光波長を示す蛍光プローブに特異的な酵素とカップリングさせ、

生存マラリア原虫を検出する。そのため、検出感度が飛躍的に上昇し、1536穴プレー

トを用いて低容量（4 µl）の原虫培養で世界最高のパフォーマンスを有するハイスルー

プットスクリーニング（HTS）系を開発した（Sakura et al., 投稿準備中）。現在、塩野

義製薬の化合物ライブラリーを用いてスクリーニングを実施中である。

②薬剤標的分子を用いた創薬研究：

　マラリア原虫のミトコンドリアエネルギー代謝に関わる複数の標的分子に対し組換

え酵素の作成と精製法と、1536穴プレートを用いた HTS系を確立した。塩野義製薬の

化合物ライブラリーを用いてスクリーニングを実施し、複数のヒット化合物を見出し
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た。現在、構造活性相関に向けたヒット化合物のプロファイリングを行っている。

　京都大学の化合物ライブラリーを用いてマラリアミトコンドリア標的に対しスク

リーニングを実施し、新規な化合物クラスターがマラリア原虫の dihydroorotate 

dehydrogenase （DHODH）を阻害することを見出した（Hartuti et al., Int J Mol Sci, 

2021）。

　天然物創薬に関しては、北里大学と連携し、マラリア呼吸鎖酵素に対する阻害剤を

見出した（Pramisandi et al., J Gen Appl Microbiol, 2021）。また、東京大学、北里大学

とインドネシアのBiotech Centerと共同で進めている抗マラリア薬剤開発を目指した

天然物創薬に関するレビューを報告した（Waluyo et al., Parasitol Int, 2021）。

　さらに、マラリアと同様にアピコンプレクサ門に属し、トキソプラズマ症を引き起

こすToxoplasma gondiiのmalate:quinone oxidoreductase （TgMQO）の生化学的解析と

阻害剤同定を行った（Acharjee et al., Int J Mol Sci, 2021）。

（ ₂）トリパノソーマ科原虫のエネルギー代謝研究

　シャーガス病を引き起こすTrypanosoma cruziとアフリカ睡眠病を引き起こすT. brucei 

のミトコンドリアエネルギー代謝において、寄生虫の生存に必要不可欠な酵素を複数見

出し、生化学的解析を行っている。特に、宿主には保存されていない T. bruceiのシアン

末端酸化酵素や、宿主酵素と生化学的特性が異なるグリセロールキナーゼ（GK）にお

いては基礎研究を進め、創薬リード同定に向けたスクリーニング系の開発と実施を行い、

複数の新規阻害剤を見出している。T. bruceiには解糖系酵素群が局在するグリコソーム

と呼ばれる、ペルオキシソーム用細胞小器官が存在し、ヒトにはグリコソームが存在し

ない。これまで、タンパク質のグリコソーム輸送にはPTS1またはPTS2のグリコソーム

移行シグナルの存在が報告されている。しかし、UDP－glucose pyrophosphorylase

（TbUGP）を含むいくつかの糖代謝酵素にはグリコソーム移行シグナルを持ってないの

にもかかわらず、グリコソームに局在することが報告されている。そこで、フランスの

フレデリック教授と共同で、TbUGPがグリコソームに局在させるメカニズムを調べた

結果、PTS1シグナルを持つphosphoenolpyruvate carboxykinase （TbPEPCK）にピギーバッ

クすることが判り、すなわちTbPEPCKに「おんぶ」して、グリコソーム内に輸送され

ることを明らかにした（Villafraz et al., mBio, 2021）。

（ ₃）エネルギー代謝研究

　蠕虫類（線虫・吸虫・条虫）に対する薬剤は他の寄生虫と比較して有効な薬が極めて

少なく、薬剤耐性株の出現といった問題も抱えており新規な治療薬の開発が重要である。
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そのため、熱研・濱野教授や北海道衛生研究所・孝口グループ主査と連携し、さまざま

な蠕虫のミトコンドリアエネルギー代謝の詳細な生化学的解析と阻害剤探索を行ってい

る。濱野等と共同でマンソン住血吸虫の感染性セルカリアに対し、ミトコンドリア機能

阻害剤が極めて低濃度で抗寄生虫効果を有する事を明らかにした。また、感染動物を用

いた予防および治療モデルを確立し、in vivoでも予防効果と治療効果を有する化合物を

複数見出した（Talaam et al., Antimicrob Agents Chemother, 2021）。そして、日本でも問

題になっているエキノコックス症においては、孝口等と共同で原頭節と成虫ではミトコ

ンドリア代謝が異なる事を明らかにし、有望なミトコンドリア代謝阻害剤を見出し、感

染動物実験においても治療効果が有ることを明らかにした（Enkai et al., Eur J Clin 

Microbiol Infect., 2021）。

（ ₄）抗ウイルス薬研究

　 ₅ -アミノレブリン酸（5-ALA）は、ヘム生合成経路の前駆体である。ヒト細胞のミト

コンドリア呼吸鎖はヘムを補欠分子として用いる酵素が多く存在し、ミトコンドリア活

性化することが判っている。病原体においては、抗マラリア活性を持つことが知られて

いる。私たちは櫻井グループと協力し5-ALAがSars-Cov-2に対し、in vitroで効果が有る

ことを明らかにした（Ngwe Tun et al., Trop Med Health, 2022）。

4 ．19　免疫病態制御学分野

　本分野は、シオノギグローバル感染症連携部門内に2019年度に設置された。部門内では、

マラリアに対する宿主応答解析を担当し、特にマラリアワクチン開発研究に注力している。

　マラリアに対しては既に多くのワクチン開発研究がなされている。2021年には、最も開発

が進んでいるRTS,S/AS01がマラリアワクチンとして初めてWHOの推奨をうけたが、その効

果は中等度であり、更なる開発が必要とされている。

　マラリアの原因となるマラリア原虫の生活環は、ヒトの体内では肝細胞期と赤血球期に分

かれている。赤血球期に対しては、薬剤耐性株の出現という大きな問題は抱えているが、こ

れまでに多くの薬が開発されている。これに対し、肝細胞期に使用できる薬剤はわずかしか

なく、それらも副作用を示すものに限られている。

　肝細胞期マラリアに対しては、T リンパ球が主体となる細胞性免疫がその防御に重要であ

ると考えられている。しかしながら、これまでのワクチン開発研究の多くは抗体が主体とな

る液性免疫の誘導を目指したものであり、これと対をなす細胞性免疫の誘導に重きを置いた
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ものは多くなかった。

　本分野では、肝細胞期マラリアを標的とした細胞性免疫誘導型ワクチンの開発を目指して、

これに適したワクチン抗原、抗原デリバリーシステムなどの選定を行っている。また、これ

に加えて、免疫系を活性化するアジュバント物質、簡便かつ効果の見込まれる免疫方法など

も検討中である。我々は、マウスマラリアモデルを用いて研究を開始したが、得られた結果

をヒトに感染する熱帯熱マラリアでの研究に応用し、ワクチンの実用化につなげることを目

指している。

　また、本分野では上記以外にも、マラリア、デング熱、COVID-19などを対象とした各種

研究も行っている。

1．主な研究テーマ

・　細胞性免疫誘導型肝細胞期マラリアワクチンの開発研究

・　マラリアを主な対象としたサルモデルを用いた免疫学的解析

・　新規抗マラリア薬の開発研究

・　デング熱における細胞性免疫のメカニズム解析

2．令和 3年度の総括

　令和 ₃年度は、前年度から引き続き在籍した水上修作（主任研究者・准教授）、中前早百

合（特任研究員）、宮川聡史（細胞環境構築学・協力研究員）、谷口真由美、野口亜紀子（以上、

技能補佐員）に、Jiun-Yu Jian、Awet Alem Teklemichael（以上、特任研究員）の ₂名が加わり、

合計 ₇名で研究活動を行った。

（ ₁）細胞性免疫誘導性肝細胞期マラリアワクチンの開発研究

　令和 ₃年度は、前年度に抗原デリバリーシステムとして選定したmRNA を内包した脂

質ナノ粒子（mRNA-lipid nanoparticle （LNP）） を用いた抗原評価のための実験系を構築

した。各種マラリア抗原を発現するmRNAを内包するLNPを作製し、これを用いた免疫

によるマウスマラリア原虫感染に対する防御効果をもって、各抗原を評価することとし

た。代表的なマラリア抗原であるcircumsporozoite protein （CSP） を用いて、免疫、原虫

感染、原虫検出及び評価の詳細プロトコールを決定した。その後、構築した実験系を用

いた各抗原の評価（ワクチン抗原候補の選定）を開始した。

　また、ここまでの研究成果を、中前が第50回日本免疫学会総会・学術集会及び第14回

寄生虫感染免疫研究会の口頭発表にて報告し、あわせて、論文化の準備も開始した。

　これと並行して今後マウスマラリアモデルで選定される抗原のヒトマラリア（熱帯熱

マラリア）での検証に向けて、川合覚教授（独協医科大学）、案浦健室長（国立感染症
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研究所）らのグループと連携して、ボリビアリスザルの免疫学的評価系の構築を進めた。

（ ₂）その他の活動

　当分野では、基幹研究となる上記マラリアワクチン開発研究以外の研究も行っている。

代表的な活動内容を以下に挙げる。

　科学研究費助成事業（基盤研究C）研究課題「細胞内タンパク質分解に着目したデン

グウイルスワクチン開発のための基盤的研究」（研究代表者・水上）では、解析に使用

する各種細胞の作製を進めた。

　水上が対応教員となった ₃件の熱帯医学研究拠点一般共同研究採択課題について、共

同研究を実施した。なかでも荒川賢治准教授（広島大学）と開始した「放線菌二次代謝

産物を用いた新規抗マラリア薬候補の探索研究」では、強い抗原虫活性を示す抽出物が

見つかり、今後の詳細な解析に期待を抱かせる状況にある。

　国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の新興・再興感染症研究基盤創生

事業に採択された案浦室長を中心としたグループによる「治療と根治を両立する革新的

マラリア制圧戦略の分子基盤に関する研究開発」に参加し、主にアカゲザルの免疫学的

解析を担当することとなり、解析系の構築を開始した。

　小松かつ子教授（富山大学）と平山謙二教授（免疫遺伝学）間で行われたMorinda 

morindoides（ヤマノエアオキ属の植物）を用いた共同研究に水上、Teklemichael、谷口

が参加した。成分解析と抗マラリア活性検討についての研究成果が、論文 ₂報として公

表された。

 

4 ．20　創薬探索研究分野

1．研究テーマの概要

　本分野は2019年度、熱帯医学研究所に設置されたシオノギグローバル感染症連携部門の ₁

分野であり、化合物スクリーニングによる創薬を基盤とした抗マラリア治療薬の創製研究を

進めている。

　マラリアはHIV・結核と並ぶ世界 ₃大感染症の ₁つであり、年間 ₂億人以上が罹患し、60

万人以上（2020年度）が犠牲となっている原虫感染症である。近年、WHOから小児への使

用を推奨するワクチンが開発されてきているが、治療薬は既存薬に対する耐性マラリアが報

告されてきており、新規薬剤の開発が急務である。

　本分野の特色は、塩野義製薬の現役研究員が研究責任者を担当し、4. 17, 4. 18, 4. 19章に記

される当該部門の ₃分野と共に、長崎大学の強みであるマラリア研究のノウハウやグローバ
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ルネットワークといった研究アセット、塩野義の強みである低分子創薬、すなわちSAR（構

造活性相関）エンジンを活用したスクリーニング創薬を結びつけるハブとしての役割を担う

ことであり、それぞれの強みを生かして新規治療薬の創製研究を推進する。特に、「分子感

染ダイナミックス解析分野」と連携して強い抗マラリア活性を持ち、安全性の高い治療薬を

創出することを目標としている。

2．主な研究テーマ

　抗マラリア治療薬の創出と新規ターゲット探索・基盤研究の実施

・　スクリーニング創薬を基盤とした創薬研究の推進

・　Hit to Lead構造活性相関（SAR）アプローチの実施、Lead骨格の創出

・　塩野義製薬社内において、候補化合物の薬物代謝、安全性、物性パラメータの最適化

・　臨床開発入りや新規ターゲット同定を目指した外部連携強化

3．令和 3年度の総括

・　 分子感染ダイナミックス解析分野と共同して、これまでにマラリア由来酵素を標的

とした ₂種の大規模スクリーニング評価系を構築し、塩野義由来化合物ライブラリ

を用いた大規模スクリーニングを実施してきた。本年度は前年度に引き続き ₁つ目

の酵素に対するヒット化合物の選定を進め、一定数の同等骨格（クラスター）を持

つヒットセットを同定した。 ₂つ目の酵素に対するヒット化合物群の評価を進めた

結果、本化合物群は抗マラリア薬として必要とされるプロファイルを有していない

と判断し、ここで中断とした。

・　 他社の抗マラリア薬を起点とした化合物の構造最適化を実施してきている。感染研

との共同研究ではマラリア生活環の肝内期ステージデータの積み重ねなどを行い、

複数ステージでの活性を持ち、高い抗マラリア活性、高い経口吸収性が認められる

化合物を同定してきている。さらに薬物動態学予測からより長い効果持続性発揮の

可能性が示唆される化合物を創出していく。

・　 北里大学 大村記念研究所ともオープンイノベーションによる共同研究を開始し、大

村研究所由来の天然化合物を起点とした抗マラリア薬の創製を進捗し、北里大天然

物のプロファイリングを進めた。In vitro試験から有望な化合物を絞り込み、in vivo

試験へ展開した。
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５　附属施設

₅．₁　アジア・アフリカ感染症研究施設

₅．₁．₁　ケニアプロジェクト拠点

　ケニアプロジェクト拠点は、文部科学省の特別教育研究経費（連携融合事業）「新興・再

興感染症研究ネットワークの構築」（2005（平成17）年9月）による事業として始まり、特別

経費「熱帯病・新興感染症臨床・疫学研究プログラム－アフリカと日本を結ぶ教育研究体制

の構築－」（2010（平成22）年4月～）、機能強化経費「感染症制御に向けた研究・人材育成

の連携基盤の確立－熱帯医学研究拠点からの取り組み－」（全国共同利用・共同実施分）、共

通政策課題分（共同利用・共同研究支援分（課題等対応分）2016（平成28）年4月）、そして、

連携基盤を活用した感染症制御に向けた最先端研究・次世代人材育成事業（2022（令和4）

年4月～現在）へと引き継がれ、現在に至っている。

　ケニア中央医学研究所（Kenya Medical Research Institute、KEMRI）内に事務所並びに研

究施設を設置し、ビクトリア湖畔のMbita 地区とインド洋側の内陸地であるKwale 地区の2

箇所のフィールドにおいて、人口登録（HDSS）やラボを設置しており、熱帯病・グローバ

ルヘルスに関する研究と人材育成、さらには、KEMRI との共同研究の強化を図っている。 

2010年（平成22年）3月には、長崎大学アフリカ教育研究拠点（現在、グローバル連携機構

管轄）も併設され、熱帯医学研究所以外の本学組織（歯学部、水産学部、工学部および医学

部保健学科、医歯薬総合大学院、熱帯医学・グローバルヘルス研究科、多文化社会学部等）

の教育研究を支援する体制が確立している。2020年（令和2年）度には、国際的に活躍でき

るグローバル人材の育成と大学教育のグローバル展開力の強化と日本人学生の海外留学と外

国人学生の戦略的受入を行う国際教育連携支援事業である「大学の世界展開力強化事業」に

本ケニア拠点がまとめ役となり、長崎大学、ケニア中央医学研究所大学院、ジョモケニアッ

タ農工大学、ケニアッタ大学、マセノ大学の連携による申請を行い、「プラネタリーヘルス

の実現に向けた日ア戦略的共同教育プログラム（Planetary Health Africa-Japan Strategic and 

Collaborative Education (PHASE)プログラム）」として採択された。2021年（令和3年）度には、

文部科学省による組織整備事業による1名のケニア赴任教員（教授）のポジション確保と赴

任を達成し、また、新型コロナウイルス感染症等の感染症への対応能力強化を目的とした基

盤的設備整備事業「ウイズコロナ時代の熱帯感染症統合解析システム」により、拠点のラボ

機能の強化を図った。
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1 ．研究活動

令和 ₃年度に継続中の研究は下記の通り。 
No 研究課題名 研究代表者 研究費名

1 Ilaramatak Area Development Pro- 
gram Mother to Mother Project 森田  公一

WORLD VISION 
KENYA、 WORLD VISION JAPAN

2018.1.1～2021.7.31

2 殺虫剤デリバリー技術の性能評価及び評価系の構築 皆川  昇 住友化学
2013.11.1～2022.1.31

3
熱帯アフリカのマラリア撲滅に向た
アルテミシニンとイベルメクチンに
よる集団投薬

皆川  昇
科研_ 国際共同研究加速基金（国際

共同研究強化（B））
2018.10.9～2022.3.31

4 ケニアにおいて継続可能なスナノミ症外用治療に関する比較対照研究 神谷  保彦 科研_ 基盤（C）
2019年度～2021年度

5 新生児・乳児の生体認証技術の調査・研究
金子  聰
幸田  芳紀

NEC
2019.2.1～2022.3.31

6 JSPS 論博（Mwangangi Morris
Ndemwa） 金子  聰 JSPS

2019.4.1～2022.3.31

7 グローバルヘルスの改善・向上に資する IoT 学術拠点の形成 金子  聰
JSPS 研究拠点形成事業 -B．

アジア・アフリカ学術基盤形成型
2020.4.1～2023.3.31

8

第2回 KEMRI- 長崎大学・熱帯医学シ
ンポジウム：個から統合へのダイア
ローグ/ 2nd KEMRI-NU Tropical Medi-
cine symposium: Dialogue to integration
from independent research programs

金子  聰 JSPS 二国間交流事業 
2020.4.1～2022.3.31

9 子供の成長と生活環境に関するアフリカ出生コホート研究 金子  聰 科学研究費（基盤A）
2020.4～2023.3

10 ケニアにおけるTB-LAMP オペレー
ショナルスタディーの実施

金子  聰
森保  妙子

栄研化学株式会社
2020.6.1～2022.5.31

11 JSPS 論博（Muuo Sheru Wanyua） 金子  聰 JSPS
2020.4.1～2023.3.31

12
東アフリカにおける未来の人口高齢
化を見据えた福祉とケア空間の学際
的探究

増田  研 科学研究費（基盤A）
2018.4～2022.3

13
熱帯熱マラリアのダイナミクス～多
様性は媒介蚊の多様性によって維持
される？

二見  恭子 科学研究費（基盤C）
2018.4.1～2022.3.31

14

A Cross-sectional Study on Invasive 
Bacterial Infections Associated with 
severe Malaria Among Children Hos-
pi- talized in Western Kenya

Mohammad 
Shah

科学研究費（基盤C）
2019.4.1～2022.3.31

15
アフリカにおける糞線虫駆虫に関す
る研究：人獣共通感染症の視点も含
めた対策に向けて

日向  綾子 科研_ 特別研究員奨励費
2019.4.25～2022.3.31

16 住血吸虫症の感染伝播ダイナミクスの解明～グローバルな感染コントロールを目指して 濱野  真二郎 科学研究費（基盤A）
2021.4～2026.3

2 ．教育活動

　ケニア拠点が中心となり2020年（令和2年）度採択のJSPS・大学の世界展開力強化事業～ア

フリカ諸国との大学間交流支援事業「プラネタリーヘルスの実現に向けた日ア戦略的共同教

育プログラム：PHASE Program」による研究プログラムを支援した。短期研修プログラム（新

型コロナ感染症パンデミックの影響からオンライン研修に変更）に本学から8名、ケニアから
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9名が参加し、オンライン交流プログラムに本学から8名、ケニアから12名が参加した。また、

長崎からケニアへの長期派遣研修については、熱帯医学・グローバルヘルス研究科から3名）、

保健学科から1名、多文化社会学部から1名、多文化社会学研究科から1名の計6名がケニアに

長期派遣（数ヶ月から1年）され、査証取得や健康・生活管理に関しての支援を行った。

 

3．海外・国内活動

　2021年（令和3年）度も新型コロナウイルス感染症パンデミックの影響でケニアへの移動

の制限が継続した。3回のワクチン接種も進み、7月から本学における海外渡航が事前申請に

基づき解禁されケニアとの往来を再開した。

　2021年（令和3年）5月に井上真吾教授がケニア拠点教授として着任、10月からの赴任（そ

の間は、出張によりケニアで業務）となり、基盤的設備整備事業によるラボの整備を推進した。

同事業とともに2020年（令和2年）度に報告したケニアにおける感染症対策に資する人材育

成支援については、JICAにより「ケニア中央医学研究所研究能力強化プロジェクト」（2月よ

り始動）ならびに「ケニア中央医学研究所研究機能強化計画」として事業化されることとなっ

た。前者については、長崎大学熱帯医学研究所より1名感染症専門家を派遣することとなり、

その調整を実施した。

　昨年度、開始となった JICA 草の根技術協力事業「ケニア国ホマベイ地区における持続可

能なスナノミ感染症対策プロジェクト」については、6月にキックオフ会議をHoma Bay カ

ウンティーにおいて実施、活動を事実上開始した。

　10月には、齊藤幸枝事務職員 (定年退職 )の職務を引き継ぐ吉野龍史職員（国際企画課所属）

が採用となり長期出張により業務の引継ぎを行った（次年度4月から赴任の予定）。

　また、本拠点が設置されているケニア中央医学研究所の微生物研究センター（CMR）の改

築についての相談がCMRよりあり、本拠点施設の新規施設への移動についての打ち合わせ

を実施した。

　12月には、本拠点が中心となり、長崎大学によるケニアへの医療団派遣のエピソードを題

材の楽曲「風に立つライオン」の作者であるさだまさし氏、ジャパネットたかた創設者の髙

田明氏、「風に立つライオン」に触発されアフリカでの活動を行っている医師、川原尚行氏（本

学客員教授、オンライン参加）を招き、出島メッセ長崎においてウィズコロナイベント「風

に向かって立つ」を開催した（12月9日実施）。イベント開始に際しての感染症対策について

の報告書を長崎県・長崎市に提出した。

　JSPS アジア・アフリカ拠点形成事業「グローバルヘルスの改善・向上に資する IoT 学術拠

点の形成」については事業を延期とし、JSPS 二国間交流事業「KEMRI- 長崎大学シンポジウ

ム」については、2月のケニア中央医学研究所年次学術総会（KASH）に合わせて開催した。
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5．1．2　ベトナムプロジェクト拠点

　令和 ₂年 ₄ 月から新たに日本医療研究開発機構（AMED）の新興・再興感染症研究基盤創

生事業（海外拠点研究領域）のベトナムにおける新興・再興感染症研究推進プロジェクトが

開始し、長崎大学とベトナムの国立衛生疫学研究所（NIHE）との間で、 ₁）デング熱、ジ

カ熱など蚊媒介性感染症の流行に関する研究、 ₂）感染症流行に関与する媒介蚊の特性と予

測研究、 ₃）野生動物由来の未知の病原体の探索、 ₄）ニャチャン住民コホートを用いた小

児呼吸器感染症研究、₅）感染性下痢症に関する研究、₆）新型コロナウイルスの診断・予防・

治療・予後に関する横断的研究、更に令和 ₃ 年度の補正予算から ₇） ベトナムにおける

COVID-19の低流行に関連する宿主、ウイルス因子の探索の研究課題が新たに追加され共同

研究が開始された。令和 ₃年 ₆ 月中旬までは新型コロナウイルスの水際対策が功を奏し市中

感染がほぼ ₀を推移していたが、 ₆月後半からデルタ株がベトナムに侵入し、都市部を中心

に感染爆発が発生、飲食店や各種サービス業の営業規制、公共交通機関の停止、外出規制な

どが実施され、厳しいロックダウンの措置がとられ、同年10月に「with コロナ」へとベトナ

ム政府の対策が切り替わるまで、社会的隔離など行動規制などが施行された状況下でそれぞ

れの研究活動が遂行された。

1．研究活動

（ ₁） デング熱、ジカ熱など蚊媒介性感染症の流行に関する研究：急性発熱患者血液1465

検体におけるデングウイルス（DENV）および抗DENV抗体のスクリーニングを行っ

た。中和指向性としてはDENV1が50.3%、DENV2が62.6%、DENV3が6.6%、DENV4

が6.4%であり、中和抗体保有者に少ないDENV4が2021年に多く広がっている可能性

が示唆された。次世代シークエンサーにて2019～2021年のベトナムで流行するウイ

ルス全ゲノム情報から、現在のベトナム・ハノイの主流系統は、2011年より定着し

たDENV1を起源にしており、特有のDENV1系統が優勢になる可能性があることが

示唆された。本DENV1株による初感染および再感染患者ともに重症デング熱が認め

られ、感染増強抗体活性の比較においては優位な差は認められなかった。

（ ₂） 感染症流行に関与する媒介蚊の特性と予測研究：ベトナム南部におけるデング熱患

者数の季節変動は雨量と正の相関、気温とは負の相関がみられ、ウイルスタイプの

比率の季節変動も確認された。過去20年間の患者数は月毎の降水量と正の相関が見

られたが、気温との相関は弱かった。さらに、インド洋ダイポールモード現象との

関係、および、エルニーニョとの関係も示唆された。
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（ ₃） 野生動物由来の未知の病原体の探索：ベトナム国内 ₃カ所にて計128検体の野生コウ

モリを収集した。肺からRNAを抽出しqPCRにてSARS-CoV-2遺伝子のスクリーニン

グを実施し、 ₃検体が陽性を示した。しかしウイルス量が低かったため、NGSによ

る解析では十分量のウイルス遺伝子リードを得ることができず、ウイルス分離培養

を試みたがウイルス分離はできていない。

（ ₄） ニャチャン住民コホートを用いた小児呼吸器感染症研究：令和 ₃年度カンホア総合

病院における小児呼吸器感染症入院数は603と大きく過去 ₅ 年を下回った（2016～

2020年度：1050～1461症例/年度）。月齢中央値17.7 （vs 16.7, p=0.10）、男児63.5% （vs 

59.4%, p=0.047）、多呼吸または陥没呼吸の臨床的肺炎11.9％ （vs 27.6%, p<0.001）、ICU 

9.3% （10.9%, p=0.214）と2016～2020年度と比し ICU使用率は同程度だが重症度が低

かった。2022年 ₃ 月に133人の呼吸器感染症症例を登録した。2021年度の検体は日本

に輸送し、病原体検査する予定である。

（ ₅） 感染性下痢症に関する研究：日本国内分離V. parahaemolyticusのゲノム解析を開始

した。NIHE細菌部に保存されていた70検体の遺伝子型および血清型別を開始した。

₄月に収集した環境水検体では ₂検体がV. parahaemolyticusの toxR陽性、₁検体がV. 

choleraeの toxR陽性であった。 ₄月以降は、COVID-19の蔓延によるベトナム国内移

動制限のため収集に行くことができなかった。

（ ₆） 新型コロナウイルスの診断・予防・治療・予後に関する横断的研究

① 新型コロナウイルスの全ゲノム解析：2021年 ₄ 月からベトナムで発生した206症例

のSARS-CoV-2デルタ株のゲノム解析を行い、ベトナムの南部と北部では ₂ つのク

ラスターに分かれ、それぞれ別のルートから侵入し流行が拡散したことが示唆され

た。

② 患者免疫反応の解析：COVID-19重症患者・軽症患者からPBMC単離および遺伝子

を抽出しRNAseq法による網羅的に炎症応答の解析を行い、ベトナム、日本などの

COVID-19患者の比較検討を行っている。急性期、発症 ₆ヶ月、12ヶ月の検体を用

いてアルファ、ベータ、ガンマ、デルタ株に対する中和活性の比較検討を行っており、

長期における中和活性の変動のおよびB細胞・T細胞の免疫応答の解析を継続して

いる。

③ 遺伝子、抗体、抗原検出試薬を開発と評価：昨年度、SARS-CoV-2の遺伝子を検出す

るためにLAMP法を開発したが、今年度はより簡便に遺伝子を検出する方法の開発
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に成功した。また、VSVベースのSARS-CoV-2のシュードウイルスの最適化に成功し、

それを用いた中和抗体法の評価を行った。

④ コロナ治療薬探索インシリコスクリーニング：新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）

のspikeタンパク質に結合し、感染を抑制する低分子化合物S-C-2を同定後、合成展

開したS-C-2類似化合物の感染細胞での抑制評価を行い、構造活性相関を見出した。

さらに inn vivoでの効果を検証するため、S-C-2の自家合成と体内薬理動態の解析、

感染マウスでの効果検証を現在行なっている。

⑤ ニャチャンコホートを活用したCOVID-19の重症化に関するリスク因子の同定：

2021年 ₇ 月からCOVID-19（delta）がニャチャン市で流行し、ニャチャンコホート

を活用したCOVID-19の重症化に関するリスク因子を同定するためニャチャン市に

おけるCOVID-19患者（400人）の臨床疫学情報と臨床検体の収集を実施した。ニャ

チャン COVID-19 （delta型） とダナンCOVID-19 （alpha型）症例の臨床疫学情報を比

較して重症化に関するリスク因子を同定する。現在日本に検体郵送の準備を行って

いる。

（ ₇） ベトナムにおけるCOVID-19の低流行に関連する宿主、ウイルス因子の探索

流行前の交叉免疫の解明：COVID-19流行前 ₅年までさかのぼり、約900人のSARS-CoV-2

交差 IgG抗体をELISAにて測定し、アルファ、ベータ、ガンマおよびデルタ株に対する

中和活性を示した検体を選定した。COVID-19中和抗体を有する検体において、コロナ

ウイルス科（MERS, SARS, 季節性コロナウイルス）に対し、これらのウイルスS抗原ペ

プチドを優位に認識することが明らかとなった。

ダナン市COVID-19回復例の罹患後追跡調査：2020年のダナンのアウトブレイクで同定

されたCOVID-19患者363人の医療用カルテのレビューとデータ入力を完了した。189人

の対象者について、 ₆ヶ月後のフォローアップと血液サンプルの採取を行った。2021年

₇ - ₈ 月に12ヶ月後のフォローアップ調査を予定していたが、COVID-19アウトブレイク

のため75人の対象者についてのみ、16ヶ月後のフォローアップ調査を実施し、現在日本

に検体郵送の準備を行っている。

ベトナム人ワクチン接種者の免疫応答調査：ベトナム人医療従事者 ,非医療従事者にお

けるCOVID-19ワクチン接種の液性と細胞性免疫応答調査およびHLAタイピング、 既存

のヒトコロナウイルス抗体を実施して日越欧のデータと比較するのため411（COVID-19

ワクチン接種前）、274（一回目COVID-19ワクチン接種 ₄ 週間後）、171（二回目

COVID-19ワクチン接種12週間後）の対象者を登録し血清とPBMC検体を収集した。現

在日本に検体郵送の準備を行っている。
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実験動物での解析による病原性評価：SARS-CoV-2はその株間で病原性が異なることが知

られているが、その詳細なメカニズムは不明である。本研究ではハムスター感染モデル

にいくつかの変異株（従来株、カッパー株、デルタ株、オミクロン（BA1）株）を接種し、

その病原性を比較した。その結果、従来株及びデルタ株と比較してカッパー株及びオミ

クロン株はハムスターに対する病原性が低いことがわかった。

　令和 ₂年度から開始された「新興・再興感染症研究基盤創生事業（海外拠点活用研究領域）

（課題公募番号102）新型コロナウイルス感染症に関する研究」の「インドシナ半島における

新型コロナウイルス感染症対策の確立に向けた研究」（大阪大学）、「ベトナムSARS-CoV- ₂ 非

感染健常者および回復患者でのSARS-CoV-2交差反応性T 細胞、B 細胞の解析に基づく 

COVID-19予後関連免疫因子の同定」（京都大学）、及び「ハイリスク患者選別のための

COVID-19ウイルス抗原特異的免疫応答の網羅的評価法の開発」（東海大学）の ₃研究課題と、

「新興・再興感染症研究基盤創生事業海外拠点活用研究領域（課題公募番号101）新興・再興

感染症研究（新型コロナウイルス感染症以外）」の「フラビウイルス感染症における抗原特

異的免疫応答の網羅的評価法の開発および重症化リスク選定とワクチン開発に向けた応用に

関する研究」（北海道大学）、「治療・予防を目指したHIV- ₁ サブタイプA/E 感染症の研究開発」

（熊本大学）の ₂研究課題は令和 ₃年度で終了した。

5 ． 2 　熱帯医学ミュージアム

1．熱帯医学に関する啓発活動

　熱帯医学研究所における研究活動を中心に熱帯学に関する社会の関心を高め、かつ、理解

を深めることを目指し、情報提供・講義および熱帯医学ミュージアムにおける展示解説など

を行っている。また、iPadを用いた英語および中国語による解説も提供している。

　他機関との連携による共同企画展示等も模索し、韓国国立寄生虫博物館、ソウル大学校医

科大学等とリンパ系フィラリア対策に関する医学史的視点につき議論を重ね、2021年 ₈ 月、

日韓合同企画展示を開催した。

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行の中、多くのイベントがオンライン形式で

開催されたことの影響を受け、来館者はかなり減少した。そのような状況下で、当室は従来

の博物館運営に加え、下記の活動を行った。

₁） COVID-19流行は、患者や医療従事者等に対する社会的偏見または差別を生むなど、

社会に様々な影響を与えている点を鑑み、奥村は小学生高学年を対象とし、アフター
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コロナにおけるライフスキル教育と題して、感染症全般に関連する基礎を学び、感染

症に起因する差別について自ら考えるための教材を長崎大学教育学部および工学部教

員らと共同で作成し、2021年 ₄ 月、長崎大学教育学部附属小学校においてトライアル

授業が行われた。

₂） 2021年 ₇ 月11日、中高生を主たる対象とするオンラインセミナーを「熱研夏塾2021」

として企画、運営、開催した。また、奥村は同セミナーの座長として100名を超す参

加者と演者による質疑応答を円滑に進行し好評を得た。

₃） 2021年 ₈ 月18日より ₈ 月31日の間、韓国国立寄生虫博物館、ソウル大学校医科大学、

目黒寄生虫館、感染症アーカイブス等と連携し、日韓共同企画「リンパ系フィラリア

症の制圧をめぐる日韓の協働」の第一弾長崎編として、当室は「長崎・済州島の記憶」

と題し企画展示を開催した。コロナ禍での開催のため、展示の一部をオンライン公開

するとともに、日韓を結ぶオンラインによるQ & Aセッション「レジェンドに聞いて

みよう」を開催した。

2．情報技術支援（IT）活動

　IT（Information Technology）環境の維持・管理を行っている。具体的には、サーバ及びネッ

トワーク機器などの更新を伴う IT環境を強化し、高度なセキュリティ維持に努めている。ま

た、熱帯医学研究所の研究者などから要請される多様なニーズに対応した IT機器の貸し出し

体制などの環境整備を図っている。

3．ホームページ更新・維持管理・広報

　熱帯医学研究所ホームページの情報更新を含む維持管理を行っている。COVID-19流行の

中、令和 ₃年度も昨年度に引き続き、熱帯医学研究所の多くの分野で同感染症対策に資する

研究ならびに活動が行われた。これらの内容を取り纏めホームページによる情報発信にも努

め、広報活動の一端も担った。

5 ． 3 　共同研究室

　共同研究室は研究所の大型研究機器等の効率的管理と運用及び研究所で行われている研究

一般を支援することを目的としている。研究所内の各分野への支援に加えて、文部科学大臣

から認定された共同利用・共同研究拠点「熱帯医学研究拠点」の国内設備として所外からの

利用にも対応している。
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5 ． 3 ． 1 　分子細胞生物学ユニット

　生体分子及び細胞機能解析に関する教育研究にその施設等を供するとともに、熱帯医学研

究に対して総合的な支援を行い、教育・研究の進展に資することを目的としている。

　共同利用できる機器として、シーケンサーなどの遺伝子解析用機器、フローサイトメーター

などの細胞機能解析用機器、蛍光発光画像撮影装置などのイメージング解析用機器に加えて、

研究一般を支援する設備として、超純水作製装置、凍結乾燥機、細胞破砕装置、マイクロ天

秤装置、液体窒素試料保管庫、ドラフトチャンバー、低温室、暗室などが整備されている。

分子細胞生物学ユニットでは、これらの機器の管理・利用補助を行うとともに、共同研究室

の機器を用いて実験を行う研究者に対し、テクニカルセミナーや利用者講習会などを通して、

最新情報・技術の提供を行っている。

機器リスト
　　共同機器　　 　メーカー名・機種名

キャピラリーシーケンサー ABI・3130xl Genetic Analyzer　（16 capillaries）
マルチラベルプレートリーダー Perkin Elmer・EnVision
（蛍光発光測定用プレートリーダ） Perkin Elmer・ARVO
フローサイトメーター Becton Dickinson・FACSVerse

Becton Dickinson・FACSCelesta
Beckman Coulter・Gallios

高感度ノンラベル・ゲノム定量解析システム SEQUENOM・MassARRAY®Nanodispenser
リアルタイムPCR Roche・Diagnostics Light Cycler® 480II 

ABI・QuantStudio™ 7 
ABI・QuantStudio™ 3

サーマルサイクラー Biometra・TI Thermal cycler           
ABI・GeneAmp 9700

DNAバイオアナライザー Agilent・2100 Bioanalyzer

ケミルミイメージングシステム Vilber・Fusion FX6 Edge

ビーズ式粉砕機 アズワン・BHA-6

液体クロマトグラフ質量分析装置 日立ハイテクノロジーズ・Nano Frontier eLD 

DNA、RNA 自動電気泳動装置 QIAGEN・QIAxcel Advanced

オールインワンタイプ蛍光顕微鏡 Keyence・BZ8000

細胞破砕装置 大岳製作所・フレンチプレス

サンプル密閉式超音波破砕装置 コスモバイオ・BIORAPUTOR

天秤 Mettler Toledo・ミクロ天秤

分光光度計 日立ハイテクノロジーズ・U3900H
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　　共同機器　　 　メーカー名・機種名
マルチプレックス Bio-Rad Laboratories・Bio-Plex 200

蛍光・可視光ゲル撮影システム ATTO・Printgraph 2M

＊機器の使用には登録が必要です。機器の一部には別途誓約書が必要なものがあります。

5 ． 3 ． 2 　光学顕微鏡ユニット

　光学的手法を用いて分子局在や形態の変化を静的・動的に解析することにより、病原体の細

胞への感染成立機構等を明らかにし、治療・予防法の開発に資する研究を支援している。平成

27年 ₄月に開設された長崎大学ニコン感染症イメージング・コアラボラトリーの管理・利用補

助を担当する。共同利用機器として、共焦点レーザー / 蛍光顕微鏡（Confocal A₁R、Nikon）、

イメージングフローサイトメーター（ImageStream Mark Ⅱ、MERCK）、共焦点レーザー /  

超解像度顕微鏡（LSM780/ELYRA PS1、ZEISS）、バーチャルスライドスキャナ（NanoZoomerRS 

2.0RS、浜松ホトニクス）が使用可能である。

ホームページ : http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/microscope/kiki.html

5 ． 3 ． 3 　電子顕微鏡ユニット

　感染症を引き起こすあらゆる病原体の微細構造解析のみならず、免疫組織学的手法を含む

新しい技法を取り入れ、電子顕微鏡を駆使して病原体と宿主との相互作用を超高倍率で直接

観察し、その解析を行っている。現在の主な機器は透過電子顕微鏡、超ミクロトーム、真空

蒸着装置、親水化処理装置などで、広範な電子顕微鏡レベルでの研究を行っている。

1 ．電子顕微鏡を用いた主な共同研究

（ ₁）サルモネラ菌感染細胞の超微細形態解析（細菌学分野）

（ ₂）サルマラリア原虫及び感染赤血球の免疫電顕法による局在解析

（原虫学分野、獨協医科大学）

（ ₃）ヒトマラリア原虫及び感染赤血球の免疫電顕法による局在解析

（分子感染ダイナミックス解析分野）

（ ₄）エボラウイルス様粒子の超微細形態解析（高度感染症研究センター）

（ ₅）バベシア原虫及び感染赤血球の免疫電顕法による局在解析（帯広畜産大学）
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　上記のように、透過型電子顕微鏡を用いたネガティブ染色、試料ブロックの薄切の観察や

免疫染色による局在解析が主な作業となっている。

2 ．電子顕微鏡室での研究

　サルマラリア原虫Plasmodium knowlesi は東南アジアに生息するマカク属サルを自然宿主

とするが、近年、同地域内でヒトにも自然感染することが次々と報告され、現在では ₄種の

ヒトマラリア原虫に続く第 ₅ 番目のヒトマラリア原虫として認識されている。さらに P. 

knowlesi 感染による死亡例では臓器内血管において感染赤血球による塞栓像が観察され、ヒ

トにおけるサルマラリア重症化機序に感染赤血球の血管内皮細胞への接着が関与すると考え

られる。

　電子顕微鏡室ではヒト血管内皮細胞への接着に関わるP. knowlesi 分子やヒト受容体を同定

し、感染赤血球やヒト血管内皮細胞における局在及び接着機構を解明することを目的として、

分子生物学的及び細胞生物学的研究を行っている。

　熱帯医学研究所は平成14年より文部科学省ナショナルバイオリソースプロジェクト（以下、

NBRP）に参画し、病原性原虫リソースの収集・保存と提供を行う拠点となっている。平成27

年度より本研究所直下のプロジェクト業務としてNBRP 事業に取り組むこととし、同年に熱

研生物資源室を開設した。弊室ではマラリア原虫、トリパノソーマ、リーシュマニア、赤痢

アメーバ、ランブル鞭毛虫などの病原性原虫株を主なリソースとして保管し、以下の活動を

通じて、学内外における原虫感染症と病原性原虫の研究と教育を支援している。NBRPは ₅

年毎に活動内容が見直され、令和 ₃年度はNBRP第 ₄期の最終年度にあたる。第 ₅期を見据

えた新たな方策として、遺伝子組換え原虫株の収集、抗原虫抗体を産生するハイブリドーマ

細胞の収集・提供を行うことで、研究者にとってより有益なバイオリソース機関を目指して

いる。

（ ₁）主な活動内容

①病原性原虫株の収集・寄託受け入れ

②病原性原虫株の保管

③病原性原虫株や原虫由来試料等の提供

5 ． 4 　熱研生物資源室
（NEKKEN Bio-Resource Center: NEKKEN BRC）
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④教育用スライド標本の作製と提供

⑤国内関連機関で保有されている原虫株情報等の発信

（ ₂）令和 ₃年度事業実績

①寄託受け入れ株数： ₇株

②保存原虫株数：901株

③ホームページ公開株数：357株

④リソース提供件数：29件

（ ₃）学会、広報、アウトリーチ活動

① 第90回日本寄生虫学会・第33回日本臨床寄生虫学会 合同大会（令和 ₃年 ₄月16～17日、

奈良春日野国際フォーラム甍～ I・RA・KA～、ハイブリッド開催）

② 第42回日本分子生物学会年会 NBRP合同展示（令和 ₃年12月 ₁ ～ ₃ 日、パシフィコ横

浜、国立遺伝学研究所NBRP広報室主催）

　世界の人口の ₈割を占める途上国や熱帯地域の貧困層に拡がる寄生虫疾患等の慢性感染症

は「顧みられない熱帯病（NTDs）」と呼ばれ、新薬・診断薬の開発の市場価値が低いことから、

大学や民間企業による研究開発が滞り、診断治療予防対策が遅れている。そこで、産学官連

携によるこの領域のイノベーティブな研究活動を促進することを目的とし、本センターは

2016年度に設置された。GHIT Fund、AMED（国立研究開発法人日本医療研究開発機構）等

への研究費申請支援を行う共に、企業ならびに国際的な NTDs のネットワークとの連携を図

り、研究開発を進展させるための「日本顧みられない熱帯病アライアンス（Japan Alliance 

on Global NTDs: JAGntd）」も組織し、国内外の情報交換や積極的な Public Private 

Partnership （PPP） の取り組みに向けた活動を展開している。

活動内容

（ ₁）GHIT Fund、AMED、SATREPS 等への大型外部研究資金申請の支援

（ ₂） 2021年10月27-28日に開催された第 ₈回日経・FT感染症会議にて、日経アジア・アフ

リカ医療イノベーションコンソーシアム（AMIC） NTD部会の立ち上げが検討され、

5 ． 5 　顧みられない熱帯病イノベーションセンター
（NTD Innovation Center）
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2022年 ₁ 月30日「世界NTDの日」に部会が発足、その事務局を本センター（JAGntd

の取組の一環として）が担うこととなった。

（ ₃）各種セミナーの実施：

①  JAGntd により「顧みられない熱帯病対策：世界の潮流と日本の経験」のスピンオフ（派

生）・ウェビナーを ₂回実施。

　スピンオフ企画 ₁：「アジアのNTDs」

2021年 ₇ 月 ₂ 日（金）参加者：126名

矢島綾氏　世界保健機関西太平洋地域事務所　顧みられない熱帯病専門官

齊藤信夫氏　大分大学医学部微生物学講座講師

宮本和子氏　山梨大学大学院総合研究部医学域看護学系教授

スピンオフ企画 ₂：「太平洋地域のNTDs」

2021年 ₇ 月20日（火）参加者：74名

矢島綾氏　世界保健機関西太平洋地域事務所　顧みられない熱帯病専門官

小林あゆみ氏　元 JICA青年海外協力隊

吉住順子氏　吉住皮膚科クリニック

② JAGntd による第 ₂弾となるウェビナーをGHIT Fund と共催で ₇回実施。

第 ₁回：「概念と定義：アクセスとは何か（米国のシャーガス病を例にして）」

2021年 ₉ 月13日（月）　参加者：186名

マイケル・ライシュ氏　ハーバード公衆衛生大学院名誉教授

第 ₂回： 「開発者の視点：アフリカトリパノソーマ症（アフリカ睡眠病）の治療薬フェ

キシニダゾールについて」

2021年10月14日（木）参加者：109名

オラフ・バルベルデ・モール氏　　顧みられない病気の新薬開発イニシアティブ（DNDi）

フローレント・ボウ氏　　　　　　顧みられない病気の新薬開発イニシアティブ（DNDi）

第 ₃回： 「国の視点：タンザニアの住血吸虫症に対する小児用プラジカンテルの使用

について」

2021年11月18日（木）　参加者：101名

　ピーター・スタインマン氏　 スイス熱帯・公衆衛生研究所、小児用プラジカンテ

ル・コンソーシアム

　カディージャ・ヤヒャ＝マリマ氏　ムヒンビリ保健・関連科学大学（タンザニア）

　ポール・カズヨバ氏　　　　　　　タンザニア国立医療研究機関第₄回：「シャーガス病」
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第 ₄回： 「WHO/ESPENの視点：アフリカにおけるNTDsを対象にした国家対策プロ

グラムの強化」

2021年12月16日（木）　参加者：69名

　 モデステ・テゼンボン氏　世界保健機関 アフリカ地域事務局（WHO AFRO）

ESPENプロジェクト地域技術担当官

第 ₅回：「医薬品業界へのナッジ①：製薬会社の取り組みの可視化」

2022年 ₁ 月20日（木）  参加者：73名

　マーゴ・ウォレン氏　Access to Medicine Foundation

　高口伸一氏　　　　　三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社

第 ₆回：「医薬品業界へのナッジ②：特許はレバレッジか障壁か」

2022年 ₂ 月17日（木）　参加者：85名

　エステバン・ブッローネ氏　　　Medicines Patent Pool

第 ₇回：「資金調達：誰が何のために支払うのか」

2022年 ₃ 月17日（木）　参加者：78名

　セシリア・オー氏　　　Access and Delivery Partnership, UNDP

　ロヒット・マルパニ氏　公衆衛生コンサルタント、Unitaid理事会メンバー

（ ₄）NTDs に関する国際会議・イベント等への参加

① 2021年11月27日 -28日にかけて開催された第36回日本国際保健医療学会学術大会にて、

JAGntd主催のシンポジウムを実施した。

② 2022年 ₁ 月30日、JAGntd により、世界保健機関（WHO）が承認している世界NTD デー

に協力し、万里の長城、ピサの斜塔などの世界的名所と共に長崎の観光名所（稲佐山、

眼鏡橋、女神大橋）をNTDs の基色である紫とオレンジ色でライトアップした。また、

当日のライブイベントならびにウォーキング企画「Walk the Talk! NTD 2022」も実施

した。
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　以下の趣旨，目的のもと，熱帯医学研究所人道支援調整室（以下に概要）が2016年に設置

された。初代室長は国際保健学分野の山本が併任することとなった。設置後，熱帯医学研究

所からは2016年 ₄  月に発生した熊本地震後の人道支援ニーズ把握及び支援のため人員を派

遣し，またアフリカコンゴ民主共和国で流行が見られた黄熱病へ国際緊急援助隊感染症チー

ムの一員として人員を派遣した。現在，JICA国際緊急援助隊に感染症対策チームが設立され，

その支援委員会へ委員として森田教授が，公衆衛生対応班班長として山本がその任務にあ

たっている。

（趣旨）

　熱帯医学研究所内に熱帯医学研究所人道支援調整室を置く。

（目的）

　人道支援調整室は，主として熱帯地域，開発途上国，あるいは我が国を含むその他の国，

地域において発生した大規模災害（自然災害，人為的災害等）に対して，緊急支援活動を行

うとともに，支援活動に携わる人材の育成，研究，国内外ネットワークの拠点となることを

目的とする。

（概要）

₁．人道支援調整室は熱研内に設置する。 

₂ ． ₁ 名の兼任室長（教授），その下に事務局を置く。

₃． 上記目的に関する，情報収集，発信，国内及び国際的ネットワークの構築，研究等

を行うと同時に，機動的に人的貢献を行う。

（背景）

　長崎大学熱帯医学研究所は2010年のハイチ大地震，及び同年のハイチのコレラ大流行，

2011年の東日本大震災2014年の西アフリカにおけるエボラ出血熱の流行2015年のネパール大

地震等に，所員を派遣しており，人道支援分野における国内リーディング機関の一つとなっ

ている。

　独立行政法人国際協力機構（JICA）は2014年に西アフリカで発生したエボラ出血熱の発生

等を受け，感染症対策チームの設立を2015年10月に決定した。国際緊急援助隊感染症対策チー

ム（注 ₁）の国内支援には，東北大学，国立感染症研究所，国立国際医療研究センターと共に，

長崎大学が積極的に参加することとなった。

　熱帯医学研究所人道支援調整室を置く要請が高まっている。

（注 ₁）大規模自然災害に対して国際緊急援助を行うにあたって，JICA は，国際緊急援助隊

₅． 6　人道支援調整室
（Office of Coordination for Humanitarian Affairs）
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派遣，緊急援助物資の供与，緊急無償資金供与の ₃つのスキームを有している。国際緊急援

助隊は，「国際緊急援助隊の派遣に関する法律（昭和62年公布・施行）」にもとづき派遣される。

緊急援助隊は，救助チーム，医療チーム，専門家チーム，自衛隊から構成されていたが，そ

こに感染症対策チームが加わった。
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６　特別事業費による事業

₆．₁　熱帯医学研修課程

　令和 ₃年度（第44回）熱帯医学研修課程は、2021年 ₄ 月 ₁ 日から ₆月25日まで ₃ヵ月間に

わたり20名の参加者で実施された。研修生の職種内訳は医師 ₃名、看護師12名、薬剤師 ₃名、

その他 ₂名（女性18名、男性 ₂名）であり、昭和53年度の第 ₁回から令和 ₃年度の第44回ま

での修了生の総数は603名となった。

1．カリキュラム

　本年度カリキュラムも前年度同様、分野横断的な理解を促す目的で、熱帯医学分野（総論・

各論、実習、臨床歴学）と実務的分野（国際保健・国際協力等の専門家による講義）を織り

交ぜながら配置した。

今年度の特徴

（ ₁）講義録画システムによる復習

　グローバルヘルス総合研究棟の講義室には、講義録画システムが設置されており、ほ

ぼ全講義の収録を行っている。今年度は、同システムの授業聴講期間を ₆ヵ月（研修期

間 ₃ヵ月＋修了後 ₃ヵ月）に延長し、研修課程修了後も復習できる体制を構築した。

（ ₂）シラバスの充実

　今年度も前年度と同様の編集方針で作成した。前年度に引き続き、見開き左ページに

各講義のポイント、右ページに中心的スライド ₄～ ₆ 枚を配するレイアウトとした。ま

た、担当講師に依頼して各スライドに ₂ - ₃ 行で要点をまとめてもらうことにより研修生

の理解や予習や復習を助けた。

（ ₃）e-learningコースの開設

　今年度研修生へ説明会を実施し、システムの試運転を開始した。研修生からのフィー

ドバッグを受け付けている。今後、必要な手続きを踏みながら来年度開設予定である。

2 ．試験

　平成17年度（第28回）より導入した学科試験を今年度も実施した。所内の各分野に問題の

作成を依頼し、計50問の選択試験問題を出題した。全体の平均得点は67.9点であった。
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3 ．研修生による評価と全体まとめ

　全講義及び試験終了後の ₆月23日に研修生による評価をワークショップ形式で行った。カ

リキュラム構成、授業及び実習内容、時間数、難易度、就学支援体制等について活発な議論

が交わされた。本年度は、新型コロナウイルスの感染拡大状況に応じてオンライン、対面又

はこれらのハイブリッド方式で講義を実施した。

　実習は対面での実施に加えて、希望する研修生は自主的に各分野教室を訪ね、学習した。

　Zoom対応については昨年の反省点を生かし、トラブルを回避することができた。

4 ．COVID-19対応

　 ₃密を避ける、こまめな手洗い、室内換気と咳エチケットなどの基本的な感染対策を徹底

して行い、クラスターを発生させることなく研修課程を修了することができた。
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７　外部資金による研究

₇．₁　文部科学省科学研究費補助金（令和 3 年度）
研究種目 職名・研究者名 研究経費

（千円）
間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

新 学 術 領 域 助教・寺　島　浩　行 3,600 1,080
腸内感染と運動性の揺らぎが導く
細菌病原性分泌装置への進化の実
験的解明

2020.4.1～
2022.3.31

基盤研究（A） 教授・濱　野　真二郎 4,200 1,260
住血吸虫症の感染伝播ダイナミク
スの解明　～グローバルな感染コ
ントロールを目指して

2021.4.1～
2026.3.31

基盤研究（A） 教授・金　子　　　聰 8,500 2,550 子供の成長と生活環境に関するア
フリカ出生コホート研究

2020.4.1～
2024.3.31

基盤研究（B） 教授・金　子　　　修 4,000 1,200
マラリア原虫メロゾイト細胞内小
器官からの分子分泌シグナル機構
の解明

2018.4.1～
2023.3.31

基盤研究（B） 助教・伊　東　　　啓 7,100 2,130 社会的ジレンマが生み出す薬剤耐
性菌の蔓延防止戦略

2021.4.1～
2024.3.31

基盤研究（C）助教・モハマド　シャー 1,200 360
A Cross-sectional Study on Invasive 
Bacterial Infections Associated with 
Severe Malaria Among Children 
Hospitalized in Western Kenya

2018.4.1～
2023.3.31

基盤研究（C）准教授・水　上　修　作 1,500 450
細胞内タンパク質分解に着目した
デングウイルスワクチン開発のた
めの基盤的研究

2020.4.1～
2023.3.31

基盤研究（C）助　教・鍋　島　　　武 1,600 480 デング出血熱の発症に関与する血
管上皮細胞内の分子機構の解明

2020.4.1～
2023.3.31

基盤研究（C）准教授・森　本　浩之輔 600 180 高齢者肺炎における肺炎球菌保菌
調査の構築と分析

2020.4.1～
2023.3.31

基盤研究（C）助　教・森　保　妙　子 900 270
狂犬病制圧に向けた犬のワクチン
接種率向上にナッジは有効か　-
ランダム化比較実験-

2020.4.1～
2023.3.31

基盤研究（C）助　教・櫻　井　康　晃 800 240 クリミア・コンゴ出血熱ウイルスの細胞
侵入

2020.4.1～
2024.3.31

基盤研究（C）助　教・成　瀬　妙　子 1,300 390
血液型物質グライコフォリンの遺
伝子多型はマラリアの赤血球侵入
に影響するか

2021.4.1～
2024.3.31

基盤研究（C）助　教・宮　崎　真　也 1,300 390 マラリア原虫ガメトサイト期トラ
ンスロコンの分子基盤の解明

2021.4.1～
2024.3.31

基盤研究（C）助　教・寺　島　浩　行 1,000 300 腸炎ビブリオ菌の感染過程におけ
る粘性環境

2021.4.1～
2024.3.31

基盤研究（C）助　教・日　吉　大　貴 700 210 ネズミチフス菌のエフェロサイ
トーシスを利用した生存戦略

2021.4.1～
2025.3.31

基盤研究（C）助　教・吉　川　録　助 800 240
リバースジェネティクスを用いた
SFTSVの抑制因子の同定と弱毒性
ワクチンの開発

2021.4.1～
2024.3.31
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研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

基盤研究（C）助　教・阿　部　　　遥 1,600 480
中部アフリカにおいて蚊媒介性ウ
イルスの感染拡大を誘発し得る野
生動物宿主の同定

2021.4.1～
2024.3.31

基盤研究（C）准教授・高　松　由　基 1,000 300
ライブイメージング法による重症
熱性血小板減少症候群ウイルス複
製機構の解明

2021.4.1～
2024.3.31

若 手 研 究 客員准教授・山道　真人 500 150 環境変動における迅速な進化と多
種共存

2018.4.1～
2023.3.31

若 手 研 究 客員研究員・阪下健太郎 900 270
Orientia感染症の世界分布解明へ
向けた多価リケッチア血清検査法
の開発

2018.4.1～
2023.3.31

若 手 研 究 准教授・樋　泉　道　子 1,100 330 ベトナムの山間部と都市部におけ
る百日咳発生とそのリスク因子

2020.4.1～
2023.3.31

若 手 研 究 助　教・吉　岡　浩　太 1,100 330
日本におけるシャーガス病治療へ
のアクセス：要因の分析および提
言

2020.4.1～
2023.3.31

若 手 研 究 特任研究員・福本　隼平 100 30 赤内型マラリア原虫における過酸
化脂質代謝経路の解明

2021.4.1～
2025.3.31

若 手 研 究 助　教・泉　田　真　央 800 240
ウイルス感染症に対する宿主防御
機構の解明に基づく新規治療薬
シーズ創出

2021.4.1～
2024.3.31

若 手 研 究 助　教・乙　丸　礼　乃 1,839 330 RSウイルスが地域内で伝播する
メカニズムに関する研究

2020.4.1～
2023.3.31

若 手 研 究 助　教・馬　場　みなみ 2,729 510
マラリア原虫スポロゾイトの哺乳
類への伝播におけるRON 4 の作
用機序の解明

2020.4.1～
2022.3.31

特別奨励研究 特任研究員・福本　隼平 1,000 300 肝内型マラリア原虫における脂質
分子

2021.4.1～
2024.3.31

国 際 共 同
研究強化（B）教　授・金　子　　　修 4,200 1,260 アフリカ型アルテミシニン耐性マ

ラリアの耐性機序の解明
2018.4.1～
2023.3.31

挑 戦 的 研 究
（ 萌 芽 ）教　授・金　子　　　聰 2,000 600

貧困層の感染症対策に資する環境
DNA測定技術の他領域との融合
による戦略的活用

2021.4.1～
2024.3.31

研 究 活 動
スタート支援 助　教・宮　崎　真　也 1,100 330

マラリア原虫ガメトサイト期に赤
血球内に形成される膜構造物の生
理機能

2020.4.1～
2022.3.31

研 究 活 動
スタート支援 特任研究員・山形優太郎 1,114 334 ハザラウイルス増殖に必要な分節

ゲノム内部領域の同定
2020.4.1～
2022.3.31

研 究 活 動
スタート支援 客員研究員・日達　真美 1,200 360

COVID-19に学ぶフードセキュリ
ティーのためのポジティブデビエ
ンスの解明

2021.8.1～
2023.3.31

研 究 活 動
スタート支援 助　教・中　村　梨　沙 1,200 360

住血吸虫の成長・産卵を促す
initiation　factorの探索と機序の
解明

2021.8.1～
2023.3.31

研 究 活 動
スタート支援 助　教・有　馬　弘　晃 1,200 360 妊婦ストレスが男児出生割合を低

下させる機序の解明
2021.8.1～
2023.3.31
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研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

研 究 活 動
スタート支援 特任研究員・前　田　遥 1,100 330

高齢者肺炎球菌性肺炎に特異的な
QOL値を用いたワクチンの医療
経済学的評価

2021.8.1～
2023.3.31

研 究 活 動
スタート支援 客員研究員・石﨑　隆弘 1,100 330 DGKが制御するマラリア原虫赤

血球侵入メカニズムの解明
2020.4.1～
2022.3.31

【合計　36件　85,246,000円】 58,182 16,924
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₇．₂　受託研究費等（令和 3 年度）
₇．₂．₁　受託研究

相 手 先 職名・氏名 課題名 直接経費
（千円）

間接経費（千円）
大学全体 備考

B I L L  & 
M E L I N D A 
G A T E S 
FOUNDATION

教　授・吉田レイミント

Evaluation of PCV schedules in a 
naive population in Vietnam（ベト
ナムの肺炎球菌コンジュゲートワ
クチン（PCV）未導入地域における
PCVスケジュールの評価）

102,498 15,374

G l o b a l 
H e a l t h 
Innovative 
Technology 
Fund

教　授・金　子　　　修 Towards the rapid diagnosis of malaria 
hypnozoite infection: feasibility studies 36,447 3,381

教　授・金　子　　　修

Identification of Vaccine Targets that Will Block 
the Interaction of Plasmodium falciparum Malaria 
Parasites with the Complement Regulator CD55 
(熱帯熱マラリア原虫と補体レギュレーターCD55
との相互作用を阻止するワクチン標的の同定)

1,215 170

教　授・濱　野　真二郎

GH6：A schistosomiasis rapid diagnostic 
test to support control programmes in 
m o n i t o r i n g  t r e a t m e n t  i m p a c t  a n d 
reassessment mapping.（治療効果のモニタ
リングと再評価マッピングにおける制御
プログラムを支援するための住血吸虫症
迅速診断テスト）

40,273 5,638 ※FIND（代表）

J a n s s e n 
G l o b a l 
P u b l i c 
H e a l t h 

教　授・吉田レイミント

Prospective phase 0  study of dengue 
infection in index cases and household 
contacts in Nha Trang - Vietnam (ベ ト ナ
ム、ニャチャンにおける発端患者および家
族内接触者のデング熱感染前向き第0相試
験)

97,720 29,316
（ J A N S S E N 

PHARMACEUTICA 
N.V.の一部門）

教　授・吉田レイミント

Start-Up for Prospective study of Dengue 
infection in index cases and household 
contacts in Nha Trang (Vietnam) (ニャチャ
ン（ベトナム）の発端患者と家族の接触に
おけるデング熱感染の前向き研究)

33,356 3,812

The University 
of Edinburgh 教　授・吉田レイミント

Vaccines And The Evolution Of Antibiotic 
Resistance:Elicidating Transmission 
Mechanisms And Public Health Impact 
Using Deep Sequencing Of Streptococcus 
Pneumoniae And Mathematical Models 

（ワクチンと抗生物質体制の進化：肺炎連
鎖球菌のディープシーケンスと数学的モ
デル使用した伝達メカニズムと公衆衛生
への影響の解明）

8,629 0

大 正 製 薬
株 式 会 社 教　授・森　田　公　一 酸素投与不要なCOVID-19肺炎患者に対す

る 200 60

富士フイル
ム株式会社

教　授・長谷部　　　太 中部アフリカにおける熱帯熱マラリアの
アルテミシニン耐性分子機序の解明 10,412 3,123

教　授・森　田　公　一
デングウイルスおよびデングウイルス感
染血を用いたデング熱診断キット（DEN-
SAI）の評価

3,500 1,050

国立研究開発法人 
科学技術振興機構

准教授・久　保　嘉　直 クルマエビ抗体様蛋白質Dscamを用いた
診断法・治療法の開発 6,500

助　教・竹　村　太地郎 コウモリをヒト病原性ウイルスの自然宿
主たらしめる原理の解明 3,000 900

国立研究開発法人 
日 本 医 療 研 究
開 発 機 構

教授・森田　公一 ベトナムにおける新興・再興感染症研究
推進プロジェクト 114,500 34,350

教授・金子　修 中部アフリカにおける熱帯熱マラリアの
アルテミシニン耐性分子機序の解明 15,300 4,200
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相 手 先 職名・氏名 課題名 直接経費
（千円）

間接経費（千円）
大学全体 備考

国立研究開発法人 
日 本 医 療 研 究
開 発 機 構

教　授・森　田　公　一 SARSウイルス感染モデルの開発と治療効
果の検証 14,527 1,452

教　授・モイ・メンリン
COVID-19予防のためのナノ粒子型蛋白ワ
クチンの開発にかかる抗原蛋白の最適化、
製剤の最適化、非臨床POC試験

11,440 3,432

准教授・稲岡健ダニエル
トリパノソーマクルージを標的にした天
然物ライブラリー用のスクリーニング系
の探索

10,010 0

教　授・森　田　公　一 デング熱重症化の予測に資する免疫・細
胞因子の同定 7,692 2,307

教　授・皆　川　　　昇
マラリアのない社会の持続を目指したコ
ミュニティ主導型統合的戦略のための分
野融合研究プロジェクト

5,610 2,583

教　授・モイ　メンリン
フラビウイルス感染症における抗原特異
的免疫応答の網羅的評価法の開発および
重症化リスク選定とワクチン開発に向け
た応用に関する研究

6,000 1,800

教　授・モイ　メンリン
中和抗体レパトア解析を用いたデングウ
イルス感染防御のメカニズム解明とワク
チン開発に向けた応用に関する研究開発

4,620 1,386

教　授・安　田　二　朗
昆虫媒介性ウイルス感染症の世界的流行
状況に基づく我が国の総合的対策に資す
る開発研究

4,000 1,200

教　授・森　田　公　一 デングウイルス非構造蛋白質組換えワク
チンの探索 4,480 0

教　授・モイ　メンリン Long-term immunity to SARS-CoV-2  in 
influencing COVID-19 disease outcome in Asia 3,260 978

教　授・森　田　公　一 クリミア-コンゴ出血熱ウイルスのゲノム
多様性がもたらすウイルス学的意義の解明 3,120 936

教　授・井　上　真　吾 東京大学中国拠点を活用したフラビウイ
ルス感染症制御のための基礎研究 3,000 900

教　授・モイ　メンリン
ハイリスク患者選別のためのCOVID-19ウ
イルス抗原特異的免疫応答の網羅的評価
法の開発 

3,000 900

助　教・竹　村　太地郎 自然環境中における細菌-プラスミド相互
作用の網羅的解析 2,500 750

教　授・安　田　二　朗 アフリカにおける新型コロナウイルス感
染症対策の確立に向けた研究 2,500 700

教　授・長谷部　　　太
インドシナ半島における新型コロナウイ
ルス感染症対策の確立に向けた研究（大阪
大学、タイ拠点の活用）

2,500 700

教　授・長谷部　　　太
ベトナムSARS-CoV-2非感染健常者および
回復患者でのSARS-CoV-2交差反応性T細
胞、B細胞の解析に基づくCOVID-19予後
関連免疫因子の同定

2,500 700

教　授・森　本　浩之輔 ワクチンで予防可能な疾病のサーベイラ
ンスとワクチン効果の評価に関する研究 2,000 600
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相 手 先 職名・氏名 課題名 直接経費
（千円）

間接経費（千円）
大学全体 備考

国立研究開発法人 
日 本 医 療 研 究
開 発 機 構

教　授・森　田　公　一 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の対策
に資する開発研究 2,000 600

教　授・有　吉　　紅也 病理学的アプローチによる先天性感染症・
原因不明感染症診断法の開発 2,000 600

教　授・安　田　二　朗 一類感染症等の新興・再興感染症の診断・
治療・予防法の研究推進 1,500 450

教　授・金　子　　　聰
早期・潜在性真菌腫診断に関する研究：
バイオマーカーの探索・POC診断と臨床
疫学プラットフォームの開発

30,768 9,230

教　授・有　吉　紅　也
感染症分野における日本とアジア諸国の
国際研究開発協力を促進する臨床研究・
治験プラットフォーム形成と実証事業

26,517 7,955

教　授・有　吉　紅　也
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
の治療薬開発を加速する臨床研究基盤の
整備

15,000 4,500

教　授・安　田　二　朗 ペプチド模倣技術を用いた新規SARS-
CoV-2感染症に対する治療薬の開発 4,000 1,200

准教授・髙　松　由　基
細胞生物学的アプローチを用いた高病原
性ウイルスの細胞内動態を可視化する研
究開発

2,255 676

助　教・竹　村　太地郎 治療・予防を目指したHIV-1サブタイプA/
E感染症の研究開発 2,000 600

准教授・稲岡健ダニエル

国内で問題となる原虫・寄生虫症に対する
ワクチン・薬剤の開発に資する統合的研究 
(分担課題名：クリストポリジウム症とエ
キノコックス症に対するエネルギー代謝を
標的とした創薬）

2,000 600

助　教・宮　崎　真　也
Exploring the regulatory mechanisms 
under ly ing Plasmodium fa lc iparum 
gametocytogenesis

1,300 390

准教授・水　上　修　作 治療と根治を両立する革新的マラリア制
圧戦略の分子基盤に関する研究開発 1,300 390

特任研究員・モイ　メンリン 特受）（AMED）(モイ)昆虫媒介性ウイルス 1,250 375

教　授・濱　野　真二郎 脂質代謝経路の酵素を標的とした阻害剤
の探索 1,000 300

教　授・長谷部　　　太
中和抗体レパトア解析を用いたデングウ
イルス感染防御のメカニズム解明とワク
チン開発に向けた応用に関する研究開発

1,000 300

独立行政法
人国際協力
機構

教　授・安　田　二　朗
公衆衛生上問題となっているウイルス感
染症の把握と実験室診断法の確立プロ
ジェクト

26,600 0

【合計　48件　837,662,000円】 686,798 150,864
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₇．₂．₂　受託事業費
相 手 先 職名・氏名 課題名 直接経費

（千円）
間接経費（千円）
大学全体 備考

国 際 移 住 機 関
（ I O M ）教　授・安　田　二　朗

ニア国境４地帯におけるRT-LAMP法を用い
たCOVID-19その他感染拡大の恐れがある疫
病診断の地方分散化の強化プロジェクト

24,650 0

Sightsavers 教　授・金　子　　　聰
日本顧みられない熱帯病アライア
ン ス 運 用 管 理 プ ロ ジ ェ ク ト 
(NTD)

11,369 1,136

独立行政法人
日本学術振興会 教　授・金　子　　　聡

研究拠点形成事業（B.アジア・アフリカ
学術基盤形成型） グローバルヘルスの
改善・向上に資するIoT学術拠点の形成

6,336 0

Global Health 
Innovative 
Technology Fund

助　教・吉　岡　浩　太
顧みられない熱帯病(NTDｓ)のア
クセスに関する日本における広報
業務

5,429 542

独立行政法人
日本学術振興会 教　授・森　保　妙　子 二国間交流事業・セミナー タイ

(OP)とのセミナー 2,850 0

独立行政法人
日本学術振興会 教　授・金　子　　　聡

二国間交流事業・セミナー(第 2
回KEMRI-長崎大学・熱帯医学シ
ンポジウム)

1,368 0

独立行政法人
日本学術振興会

教　授・濱　野　真二郎
　　　　 （ 金 子　 聰 ）

論文博士号取得希望者に対する支
援事業 1,200 0

独 立 行 政 法 人
日本学術振興会 教　授・有　吉　紅　也 論文博士号取得希望者に対する支

援事業 1,200 0

独立行政法人
日本学術振興会 教　授・金　子　　　聡 論文博士号取得希望者に対する支

援事業 1,200 0

独 立 行 政 法 人
日本学術振興会 教　授・安　田　二　朗 論文博士号取得希望者に対する支

援事業 1,200 0

株 式 会 社
JTB長 崎 支 店 教　授・金　子　　　聡

新型コロナウイルスに対する飲食
店の感染予防対策に関する第三者
認証基準の監修

200 20

株 式 会 社
JTB長 崎 支 店 教　授・森　田　公　一

新型コロナウイルスに対する飲食
店の感染予防対策に関する第三者
認証基準の監修

200 20

【合計　12件　58,920,000円】 57,202 1,718
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₇．₂．₃　その他の補助金
事業名 職名 プログラム名 直接経費

（千円） 備考

【文科省】 
研究開発施設共用等促進費
補助金 補助事業名：ナショ
ナルバイオリソースプロ
ジェクト プログラム名：中
核 拠 点 整 備 プ ロ グ ラ ム

教　授・金　子　　　修 病原真核微生物の収集、保存、提供体制の整備 
（病原原虫の収集、保存、提供） 4,323 研究分担者

【文科省】
研究開発施設共用等促進費
補助金 補助事業名：ナショ
ナルバイオリソースプロ
ジェクト プログラム名：中
核 拠 点 整 備 プ ロ グ ラ ム

教　授・安　田　二　朗 ヒト病原ウイルスのリソース拠点の整備 51,400

【文科省】
国立大学改革強化
推進補助金

教　授・金　子　　　修
コロナ禍を契機とする感染症に関する研究
開発及び人材育成の強化とそのためのプ
ラットフォームの整備

25,000 研究分担者

【長崎県】
長崎県新型コロナ
ワクチン開発支援
事 業 費 補 助 金

教　授・佐々木　　均 新型コロナウイルス感染症対策寄附金を用い
た長崎大学におけるワクチン開発支援事業 5,000

【長崎市】
長崎市「新しい生活
様式」対応型イベン
ト開催費補助金

教　授・金　子　　　聰 出島ライオン 1,570

【厚生労働省】
新興・再興感染症
及び予防接種政策
推進研究事業

教　授・森　本　浩之輔 新型コロナワクチン等の有効性及び安全性
の評価体制の構築に向けた研究 178,500 研究分担者

【合計　6件　265,793,000円】 265,793
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₇．₂．₄　民間等の共同研究
民間等機関名 職名・氏名 研究題目 民 間 等

（ 千 円 ） 備考

フ ァ イ ザ ー
株 式 会 社 教　授・有　吉　紅　也

Nationwide Surveillance of Adult Community-Acquired 
Pneumonia in Japan（日本における成人の市中肺炎に
関する全国調査。APSG-J ネットワークの拡大）

44,176

ア ン ジ ェ ス
株 式 会 社 特命教授・佐々木　　均

長崎大学のナノボールDDS技術を用いたHGFプラ
ス ミ ド のCOPD（Chronic Obstructive Pulmonary　
慢性閉塞性肺疾患）治療適応の検討

13,310

大鵬薬品工業
株 式 会 社 教　授・森　田　公　一

大鵬核酸誘導体ライブラリーからの新型コロ
ナウイルス（SARS-CoV-2）感染症治療薬スク
リーニング（in vivo）に関する研究

10,890

住 友 化 学
株 式 会 社 教　授・皆　川　　　昇 殺虫剤デリバリー技術の性能評価及び評価系

の構築（２） 9,500

大鵬薬品工業
株 式 会 社 教　授・森　田　公　一

新規核酸誘導体ライブラリー（B系統）からの
新型コロナウイルス（SARS-CoV2）の治療薬ス
クリーニングに関する研究

8,032

公 益 財 団 法 人
東京都医学総合研究所 教　授・森　田　公　一 コロナウイルス対策研究 7,000

株 式 会 社 公 重 
株式会社飛高建設 教　授・森　田　公　一 光触媒さんコーティングの抗新型コロナウイ

ルス（SARS-CoV-2）効果評価試験 1,200

キヤノンメディ
カルシステムズ
株 式 会 社

教　授・安　田　二　朗 新興・再興感染症に対する迅速検査法の研究 1,200

マイキャン・テクノロ
ジ ー ズ 株 式 会 社
京 都 大 学

教　授・金　子　　　修
マラリア原虫等培養及び抗マラリア原虫等薬
としてのhESC/iPS細胞由来幼若赤血球様細
胞の開発

1,000

大鵬薬品工業
株 式 会 社 教　授・森　田　公　一

核酸誘導体からのSFTSウイルス（Severe 
Fever with Thrombocytopenia Syndrome 
virus）の治療薬スクリーニングに関する研究

1,000

ア ー ス 製 薬
株 式 会 社 准教授・川　田　　　均 蚊取り剤の開発研究 948

ア ド テ ッ ク
株 式 会 社 教　授・森　田　公　一

イムノクロマト法を用いた新型コロナウイル
ス（以下「SARS-CoV-2」） の検査試薬の開発・
改良

605

旭化成株式会社 教　授・森　田　公　一 HAナノゲルとタグ無しSIタンパクからなる
ワ 550

株式会社ニコン
ソリューションズ
(2020/10/1にニコンインステックから社名変更)

教　授・金　子　　　修 イメージングによる感染症成立メカニズムの
可視化と理解 525

ア ー ス 製 薬
株 式 会 社 准教授・川　田　　　均 忌避剤の蚊に及ぼす影響確認 484

シ ャ ー プ
株 式 会 社 准教授・川　田　　　均 蚊の捕集効率の改善検証 200

【合計　16件　100,620,000円】 100,620
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８　海 外 活 動
渡　　航　　者

渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分
職　 名 氏　　名

助 教 阿　部　　　遥 SATREPSにおける研究遂行（4/1-5/19） ガ ボ ン
2021/04/01

～
2021/0５/1₉

受託研究等
収 入

助 教 牛　島　由　理 SATREPSにおける研究遂行（4/1-8/8） ガ ボ ン
2021/04/01

～
2021/08/08

受託研究等
収 入

教 授 吉田レイミント 小児肺炎球菌研究に関する打ち合わせお
よび情報収集 ベ ト ナ ム

2021/09/29
～

2021/11/05

受託研究等
収 入

戦 略
職 員 板　倉　由　佳 草の根技術協力事業　現地調整業務 ケ ニ ア

2021/06/08
～

2021/06/30

受託研究等
収 入

戦 略
職 員 板　倉　由　佳 草の根技術協力事業　現地調整業務 ケ ニ ア

2021/07/01
～

2021/09/30

受託研究等
収 入

教 授 金　子　　　聰
ケニアプロジェクト拠点の業務調整（論
博事業打合せ、フィールド活動打合せ、
拠点長業務）

ケ ニ ア
2021/07/16

～
2021/08/02

受託研究等
収 入

教 授 井　上　真　吾 ケニアプロジェクト拠点の業務調整（ラ
ボ整備・赴任に向けての準備作業） ケ ニ ア

2021/07/16
～

2021/09/10

運 営 費
交 付 金

戦 略
職 員 鈴　木　佳　奈 草の根技術協力事業　現地調整業務 ケ ニ ア

2021/07/20
～

2021/09/30

受託研究等
収 入

特　任
研究員 宮　道　一千代 ケニアでの調査に関わるシステム調整

及びプログラム修正業務 ケ ニ ア
2021/08/10

～
2021/09/10

科学研究費
補 助 金

助　 教 SHAH MOHAMMAD 
MONIR

現地スタッフとサンプル収集とサンプ
ル保管の準備、パイロット実験の指導 ケ ニ ア

2021/09/16
～

2021/10/22

学 術 研 究
助 成 基 金
助 成 金

助　 教 阿　部　　　遥 SATREPSにおける研究遂行（9/18-
11/13） ガ ボ ン

2021/09/18
～

2021/11/26
自 己 収 入

戦 略
職 員 鈴　木　佳　奈 草の根技術協力事業　現地調整業務 ケ ニ ア

2021/10/01
～

2021/12/07

受託研究等
収 入

戦 略
職 員 板　倉　由　佳 草の根技術協力事業　現地調整業務 ケ ニ ア

2021/10/01
～

2021/12/31

受託研究等
収 入

助 教 牛　島　由　理 SATREPSにおける研究遂行（10月12日
～12月26日） ガ ボ ン

2021/10/12
～

2021/12/26

受託研究等
収 入

教 授 井　上　真　吾 JICA第 3国研修、ケニア拠点・キシア
ン・ビタラボの整備 ケ ニ ア

2021/10/19
～

2021/12/12

運 営 費
交 付 金
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　 名 氏　　名

特 任
研究員 小　林　典　子 「住血吸虫症の感染伝播ダイナミクスの

解明」に関連する現地視察・調整 ケ ニ ア
2021/10/30

～
2021/12/18

科学研究費
補 助 金

協 力
研究員 天　野むらさき SATREPSにおける研究遂行（11月17日

～12月26日） ガ ボ ン
2021/11/17

～
2021/12/26

受託研究等
収 入

助 教 二　見　恭　子 ラボ整備、サンプル整理、運搬手順打ち
合わせ ケ ニ ア

2021/11/21
～

2021/12/07

運 営 費
交 付 金

戦 略
職 員 板　倉　由　佳 草の根技術協力事業　現地調整業務 ケ ニ ア

2022/01/01
～

2022/03/31

受託研究等
収 入

客 員
研究員 日　向　綾　子 事務作業、実験、打合せ ケ ニ ア

2022/01/04
～

2022/02/15
自 己 収 入

教 授 吉田レイミント 小児肺炎球菌研究に関する打ち合わせ
および情報収集 ベ ト ナ ム

2022/01/05
～

2022/03/12

受託研究等
収 入

戦 略
職 員 鈴　木　佳　奈 草の根技術協力事業　現地調整業務 ケ ニ ア

2022/01/11
～

2022/03/31

受託研究等
収 入

助 教 阿　部　　　遥 SATREPSにおける研究遂行（1/19～
2/19） ガ ボ ン

2022/01/19
～

2022/02/21

受託研究等
収 入

助 教 吉　川　禄　助
ギニアにおける新型コロナウイルスや
感染病下での保健能力強化/SATREPS
における研究遂行

ギ ニ ア/
ガ ボ ン

2022/01/25
～

2022/02/17

受託研究等
収 入

特 任
研究員 宮　道　一千代 ケニアでの研究に関わる業務 ケ ニ ア

2022/02/03
～

2022/03/06

受託研究等
収 入

助 教 牛　島　由　理 SATREPSにおける研究遂行（2/5～
2/19） ガ ボ ン

2022/02/05
～

2022/02/27

受託研究等
収 入

教 授 金　子　　　聰 長崎大学熱帯医学研究所ケニアプロ
ジェクト拠点の業務調整 ケ ニ ア

2022/02/14
～

2022/03/20

運 営 費
交 付 金

客 員
教 授 ＰＡＮＤＥＹ ＢＡＳＵ ＤＥＶ 共同研究のためネパールでのデング熱

患者の検体調査・収集をおこなう ネ パ ー ル
2022/02/19

～
2022/03/24

自 己 収 入

教 授 有　吉　紅　也
LSHTMとのパートナーシップ、Joint 
PhDの運営打ち合わせ・結核免疫に関す
る研究打ち合わせ

イ ギ リ ス
2022/03/27

～
2022/03/31

自 己 収 入
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9　外国人研究員受入
分野等 氏名 フリガナ 国籍 受入期間 経費

ウ イ ル ス 学 分 野 Moi Meng Ling モイ　メンリン マレーシア
2021/10/01
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Syndrome in Cats and Its Prevalence among Veterinarian Staff Members in Nagasaki, 
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dengue-suspected patients and healthy volunteers in 2013, 2015, and 2018. PLoS Negl Trop 

Dis 15(12): e0009961, 2021
19） Ngwe Tun MM, Mori D, Sabri SB, Kugan O, Shaharom SB, Jonh J, Soe AM, Nwe 

KM, Dony JF, Inoue S, Morita K, Ahmed K: Serological Evidence of Zika Virus 
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Quashie PK, Dussart P, Bester PA, Mbala PK, Ayivor-Djanie R, Njouom R, Phillips 

RO, Gorman R, Kingsley RA, Carr RAA, El Kabbaj S, Gargouri S, Masmoudi S, 
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LKH, Inoue S, Morita K, Le TQM, Hasebe F, Moi ML: Discrepancies in Infectivity of 

Flavivirus and SARS-CoV-2 Clinical Samples: An Improved Assay for Infectious Virus 

Shedding and Viremia Assessment. Int J Environ Res Public Health 18(18): 9845, 2021
202） Mao ZQ, Fukuta M, Balingit JC, Nguyen TTN, Nguyen CT, Inoue S, Nguyen TTT, 

Nguyen LKH, Minakawa N, Morita K, Le TQM, Hasebe F, Moi ML: Direct Viral 

RNA Detection of SARS-CoV-2 and DENV in Inactivated Samples by Real-Time RT-qPCR: 

Implications for Diagnosis in Resource Limited Settings with Flavivirus Co-Circulation. 

Pathogens 10(12): 1558, 2021 

203） Ngo CC, Katoh S, Hasebe F, Dhoubhadel BG, Hiraoka T, Hamaguchi S, Le ATK, 

Nguyen ATH, Dang AD, Smith C, Yoshida LM, Do CD, Pham TTT, Ariyoshi K: 

Characteristics and biomarkers of patients with central nervous system infection admitted 

to a referral hospital in Northern Vietnam. Trop Med Health 49(1): 42, 2021
204） Yasuda SP, Shimizu K, Koma T, Hoa NT, Le MQ, Wei Z, Muthusinghe DS, 

Lokupathirage SMW, Hasebe F, Yamashiro T, Arikawa J, Yoshimatsu K: 

Immunological Responses to Seoul Orthohantavirus in Experimentally and Naturally 

Infected Brown Rats (Rattus norvegicus). Viruses 13(4): 665, 2021
205） Morales Vargas R, Tsunoda T, Noda J, Bousses P, Nguyen TY, Hasebe F, 

Dujardin JP :  Shape relatedness between geographic populations of  Culex 

tritaeniorhynchus, the primary vector of Japanese encephalitis virus: A landmark study. 

Infect Genet Evol 90: 104764, 2021
206） Nghia ND, Tu TA, Tu NH, Ha PTC, Linh TD, Son NH, Thuy NTT, Thu LTH, Hang 

PTT, Hau VTB, Hien DTH, Condell O, Otsu S, Hasebe F, Khanh NC, Duong TN: 

Seroprevalence of Zikavirus infection in the general population in Hanoi, Vietnam. Vietnam 

Jurnal of Preventive Medicine 31(10), 40–45, 20211

共同研究室
207） Mi-ichi F, Sakaguchi M, Hamano S, Yoshida H: Entamoeba chitinase is required for 

mature round cyst formation. Microbiol Spectr 9(1): e0051121, 2021

熱帯医学ミュージアム
208） Okumura J: Polarized nature of the COVID-19 pandemic in Japan: associations with 

population age structure and behaviours. Trop Med Health 49(1): 38, 2021
209） Kounnavong T, Vonglokham M, Moji K, Okumura J: Factors affecting alcohol 

drinking behaviour among secondary school students in Vientiane Province, Lao Peopleʼs 

Democratic Republic: a crosss-sectional study. International Health 14(3): 319-328, 2021
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10．₂　学会発表演題（2021.1-12）

ウイルス学分野
1 ） Balingit JC, Ly MHP, Matsuda M, Suzuki R, Hasebe F, Morita K, Moi ML: A simple 

and high-throughput alternative virus assay in the serologic diagnosis of mosquito-borne 

flavivirus infections. 第55回日本脳炎ウイルス生態学研究会 . マホロバ･マインズ三浦 , 三
浦市 , 神奈川県 . 2021年 ₉ 月10日～ ₉月11日 .

2 ） Fukuta M, Nguyen CT, Nguyen TTT, Nguyen TTN, Vu TBH, Takemura T, Nguyen 

LKH, Inoue S, Morita K, Le TQM, Hasebe F, Moi ML: Discrepancies in infectivity of 

flavivirus and SARS-CoV-2 clinical samples: An Improved assay for infectious virus shedding 

and viremia assessment. 第55回日本脳炎ウイルス生態学研究会. マホロバ･マインズ三浦, 

三浦市 , 神奈川県 . 2021年 ₉ 月10日～ ₉月11日 .

3 ） Ngwe Tun MM, Kyaw AK, Nwe KM, Inoue S, Tnant KZ, Morita K: Effectiveness of 

the SA 14-14-2 Live-Attenuated Japanese Encephalitis Vaccine in Myanmar. 第55回日本脳
炎ウイルス生態学研究会 . マホロバ･マインズ三浦 , 三浦市 , 神奈川県 . 2021年 ₉ 月10日～
₉月11日 .

4 ） Balingit JC, Nguyen CT, Suzuki R, Matsuda M, Nguyen TTT, Takemura T, Vu 

BTH, Hasebe F, Le TQM, Morita K, Moi ML: DENV-1 Genetic Variation Impacts the 

Homotypic Neutralizing and Enhancing Activities of Antibodies during Natural Infections. 

The 62nd Annual Meeting for the Japanese Society of Tropical Medicine. オンライン開催 . 

2021年11月 3 日～11月 ５ 日 .

５ ） Ngwe Tun MM, Kyaw AK, Nabeshima T, Soe AM, Nwe KM, Thu HM, Thant KZ, 

Morita K: Detection of genotype-1 of DENV-3 for the first time and complete genome 

analysis of dengue viruses during the 2018 epidemic in Mandalay, Myanmar. The 62nd 

Annual Meeting for the Japanese Society of Tropical Medicine. オンライン開催 . 2021年11
月 3 日～11月 ５ 日 .

6 ） Luvai EA, Ngwe Tun MM, Hmone SW, Soe AM, Nwe KM, Inoue S, Buerano CC, 

Thant KZ, Morita K. Zika virus infection in asymptomatic persons in Myanmar, 2018. The 

62nd Annual Meeting for the Japanese Society of Tropical Medicine. オンライン開催 . 2021
年11月 3 日～11月 ５ 日 .

₇ ） Nwe KM, Ngwe Tun MM, Mori D, Sabri SIB, Kugan OK, John JL, Soe AM, Inoue S, 

Ahmed K, Morita K:  Serological evidence of Zika virus infection in febrile patients and 

health blod donors in Sanah, Malaysian Borneo, 2017-2018. The 62nd Annual Meeting for 

the Japanese Society of Tropical Medicine. オンライン開催 . 2021年11月 3 日～11月 ５ 日 .

8 ） Nguyen NTT, Choo EM, Fukuta M, Nguyen CT, Nguyen TTT, Nguyen LKH, Le TT, 

Hoang TMP, Morita K, Dang DA, Hasebe F, Le TQM, Moi ML: Pre-existing 

neutralizing activity to SARS-CoV-2 in Vietnam prior to COVID-19 pandemic, 2014-2019. 

The 62nd Annual Meeting for the Japanese Society of Tropical Medicine. オンライン開催 . 

2021年11月 3 日～11月 ５ 日 .

₉ ） Fukuta M, Nguyen CT, Nguyen TTT, Nguyen TTN, Vu TBH, Takemura T, Nguyen 
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LKH, Inoue S, Morita K,  Le TQM, Hasebe F, Moi ML: Discrepancies in infectivity of 

flavivirus and SARS-CoV-2 clinical samples: An improved assay for infectious virus shedding 

and viremia assessment. The 62nd Annual Meeting for the Japanese Society of Tropical 

Medicine. オンライン開催 . 2021年11月 3 日～11月 ５ 日 .

10） 森田公一 : 新型コロナウイルス感染症研究の進展 . 第91回日本感染症学会西日本地方学術
集会･第64回日本感染症学会中日本地方学術集会･第69回日本化学療法学会西日本支部
総会 . 長良川国際会議場 , 岐阜市，岐阜県 . 2021年11月 ５ 日～11月 ₇ 日 .

11） Balingit JC, Nguyen CT, Suzuki R, Matsuda M, Nguyen TTT, Takemura T, Vu 

BTH, Hasebe F, Le TQM, Morita K, Moi ML: DENV-1 Genetic Variation Impacts the 

Homotypic Neutralizing and Enhancing Activities of Antibodies during Natural Infections.  

第68回日本ウイル学会学術集会 . オンライン開催 . 2021年11月16日～11月18日 .

12） Nguyen NTT, Choo EM, Fukuta M, Nguyen CT, Nguyen TTT, Nguyen LKH, Le TT, 

Hoang TMP, Morita K, Dang DA, Hasebe F, Le TQM, Moi ML: Pre-existing 

neutralizing activity to SARS-CoV-2 in Vietnam prior to COVID-19 pandemic, 2014-2019.  第
68回日本ウイル学会学術集会 . オンライン開催 . 2021年11月16日～11月18日 .

13） Mao ZQ, Fukuta M, Balingit JC, Nguyen TTN, Nguyen CT, Inoue S, Nguyen TTT, 

Nguyen LKH, Minakawa N, Morita K, Le TQM, Hasebe F, Moi ML: Direct real-time 

RT-qPCR for the detection of SARS-CoV-2 with co-circulation of DENV-2 and ZIKV in 

resource-limited settings.  第27回トガ･フラビ･ペスチウイルス研究会 . オンライン開催 . 

2021年12月10日 .

14） Balingit JC, Nguyen CT, Suzuki R, Matsuda M, Nguyen TTT, Takemura T, Vu 

BTH, Hasebe F, Le TQM, Morita K, Moi ML: Antibody-dependent enhancement in the 

long-term humoral immunity against dengue virus serotype 1 infection. 第27回トガ･フラ
ビ･ペスチウイルス研究会 . オンライン開催 . 2021年12月10日 .

15） Luvai EA, Ngwe Tun MM, Moriuchi M, Toizumi M, Anh DD, Yoshida LM, 

Moriuchi H, Morita K: Congenital Chikungunya virus infection in Vietnam, 2017-2018. 第
27回トガ･フラビ･ペスチウイルス研究会 . オンライン開催 . 2021年12月10日 .

16） Raini SK, Ngwe Tun MM, Muthugala R, Bandara AY, Rajamanthri L, Morita K: 

The first report of seroepidemiological evidence of ZIKV transmission in Sri Lanka. 第27回
トガ･フラビ･ペスチウイルス研究会 . オンライン開催 . 2021年12月10日 .

17） Nwe KM, Ngwe Tun MM, Muthugala R, Rajamanthri L, Jayawardana D, 

Attanayake S, Morita K: Clinical, Virological and immunological features in cosmopolitan 

genotype of DENV-2 infected patients during 2017 outbreak in Sri Lanka. 第27回トガ･フラ
ビ･ペスチウイルス研究会 . オンライン開催 . 2021年12月10日 .

原虫学分野
18） 石﨑隆弘 , Chaiyawong Nattawat，坂口美亜子，徳舛富由樹，麻田正仁，矢幡一英， 

金子　修 : マラリア原虫が有する 2種のジアシルグリセロールキナーゼの解析 . 第90回日
本寄生虫学会・第32回日本臨床寄生虫学会 合同大会 . 奈良春日野国際フォーラム　甍～
I・RA・KA ～，奈良市，奈良県 . 2021年 4 月16日～ 4月18日 .
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19） 晴希生ハッサン , 坂口美亜子，山岸潤也，河津信一郎，金子　修，麻田正仁 : A novel 

Babesia bovis secreted protein responsible for binding of infected erythrocyte to endothelial 

cells. 第90回日本寄生虫学会・第32回日本臨床寄生虫学会 合同大会 . 奈良春日野国際
フォーラム　甍～ I・RA・KA ～，奈良市，奈良県 . 2021年 4 月16日～ 4月18日 .

20） 麻田正仁 , 晴希生ハッサン，金子　修，河津信一郎 : Babesia bovis TRAP関連分子p200
は赤血球期増殖に重要な役割を担う . 第90回日本寄生虫学会・第32回日本臨床寄生虫学
会 合同大会 . 奈良春日野国際フォーラム　甍～ I・RA・KA ～，奈良市，奈良県 . 2021年
4 月16日～ 4月18日 .

21） 風間　真 , 平山謙二，金子　修 : 2020年度ナショナルバイオリソースプロジェクトにお
ける病原性原虫スライド標本提供の傾向 . 第90回日本寄生虫学会・第32回日本臨床寄生
虫学会 合同大会 . 奈良春日野国際フォーラム　甍～ I・RA・KA ～，奈良市，奈良県 . 

2021年 4 月16日～ 4月18日 .

22） Gnamian Alain, 成瀬妙子 , Cherif Mahamoud Sama, Avenido-Cervantes Eleonor, 

Luchavez S Jennifer, Mathenge Peterson Gitonga, 楢原知里 , Mercado Edelwisa S, 

Jiz II Mario A, Teklemichael Awet Alem, 平山謙二: Next-Generation-Sequencing-based 

analysis of the polymorphism of malaria genes in an indigenous population of Palawan 

Island. 第90回日本寄生虫学会・第32回日本臨床寄生虫学会 合同大会 .  奈良春日野国際
フォーラム　甍～ I・RA・KA ～，奈良市，奈良県 . 2021年 4 月16日～ 4月18日 .

23） 麻田正仁 , 晴希生ハッサン，金子　修，河津信一郎 : Babesia bovis TRAP関連分子p200
は赤血球期増殖に重要な役割を担う . 第164回日本獣医学会学術集会 . 酪農学園大学，江
別，北海道 . 2021年 ₉ 月 ₇ 日～ ₉月 ₉日 .

24） Chuang H, Lucky AB, Yamagishi J, Katakai Y, Kawai S, Kaneko O, Sakaguchi M: 

Molecular basis of Plasmodium knowlesi-infected red blood cells to adhere human venous 

endothelial cells. 第62回日本熱帯医学会大会 . online，仙台，宮城 . 2021年11月 4 日～11
月 ５ 日 .

25） Kaneko O, Ishizaki T, Asada M, Hakimi H, Chaiyawong N, Kegawa Y, Yahata K: 

Secretion of apical membrane antigen 1 (AMA1) is regulated by cAMP-dependent protein 

kinase in Plasmodium yoelii. 第62回日本熱帯医学会大会 . online，仙台，宮城 . 2021年11
月 4 日～11月 ５ 日 .

寄生虫学分野
26） 見市文香 , Eman AAM, 坂口美亜子 , 中村梨沙 , 吉田裕樹 , 濱野真二郎 : Entamoeba シス

ト形成に伴う形態変化の経時的解析 . 第90回日本寄生虫学会・第32回日本臨床寄生虫学
会 合同大会 . 奈良春日野国際フォーラム　甍～ I・RA・KA ～，奈良市，奈良県 . 2021年
4 月16日～ 4月18日 .

27） 王寺幸輝, 濱崎めぐみ, 三須政康, 北村知嵩, 尾崎大輔, 島田賢子, 濱野真二郎, 吉川正英: 

蛍光標識住血吸虫による貝感染におけるリアルタイム可視化の試み . 第90回日本寄生虫
学会・第32回日本臨床寄生虫学会 合同大会 . 奈良春日野国際フォーラム　甍～ I・RA・
KA ～，奈良市，奈良県 . 2021年 4 月16日～ 4月18日 .

28） 田中美緒 , Kildemoes A, Chadeka AE, 森保妙子 , 中村梨沙 , 藤井仁人 , 丸山治彦 ,  
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金子　聰 , Njenga S, Hokke C, 濱野真二郎 : Potential of antibody test using Schistosoma 

mansoni recombinant Serpin and RP26 to detect light-intensity infections in endemic areas. 

第90回日本寄生虫学会・第32回日本臨床寄生虫学会 合同大会 . 奈良春日野国際フォー
ラム　甍～ I・RA・KA ～，奈良市，奈良県 .2021年 4 月16日～ 4月18日 .

29） 日向綾子 , Samson Muuo NZOU, 森保妙子 , 田中美緒 , 濱野真二郎 ,  長安英治 , 丸山治
彦 , 金子　聰 : 複数の抗原を用いた糞線虫抗体価測定法の開発 . 第90回日本寄生虫学会・
第32回日本臨床寄生虫学会 合同大会 . 奈良春日野国際フォーラム　甍～ I・RA・KA ～，
2021年 4 月16日～ 4月18日 .

30） Talaam KK, Inaoka DK, Hatta T, Tsubokawa D, Tsuji N, Wada M, Saimoto H, Kita 

K, Hamano S: Mitochondria and mitochondrial processes as potential target for the 

development of prophylactic and therapeutic drugs against Schistosoma mansoni infection. 

第73回日本寄生虫学会南日本支部大会・第70回日本衛生動物学会南日本支部大会合同大
会 . オンライン開催 . 2021年10月30日～10月31日 .

31） Acharjee R, Talaam KK, Hartuti ED, Matsuo Y, Sakura T, Gloria BM, Hidano S, 

Kido Y, Mori M, Shiomi K, Sekijima M, Nozaki T, Umeda K, Nishikawa Y, 

Hamano S, Kita K, Inaoka DK: Biochemical studies of mitochondrial malate: quinone 

oxidoreductase from Toxoplasma gondii. 第73回日本寄生虫学会南日本支部大会・第70回
日本衛生動物学会南日本支部大会合同大会. オンライン開催. 2021年10月30日～10月31日.

32） 見市文香 , 坂口美亜子 , 濱野真二郎 , 吉田裕樹 : Entamoebaシスト形成におけるキチナー
ゼの機能解析 . 第73回日本寄生虫学会南日本支部大会・第70回日本衛生動物学会南日本
支部大会合同大会 . オンライン開催 . 2021年10月30日～10月31日 .

33） Nakamura R, Yoshizawa A, Moriyasu T, Deloer S, Senba M, Kikuchi M, Koyasu S, 

Moro K, Hamano S: Group 2 innate lymphoid cells exacerbate amebic liver abscess in 

mice.第73回日本寄生虫学会南日本支部大会・第70回日本衛生動物学会南日本支部大会
合同大会 . オンライン開催 . 2021年10月30日～10月31日 .

34） 日向綾子 , 森保妙子 , 田中美緒 , 濱野真二郎 , 長安英治 , 丸山治彦 , 金子　聰 : マルチプ
レックス糞線虫抗体価測定法の開発 . 第73回日本寄生虫学会南日本支部大会・第70回日
本衛生動物学会南日本支部大会合同大会 . オンライン開催 . 2021年10月30日～10月31日 .

生態疫学分野
35） 日達真美 , Violet Wanjihia, Lilian Nyandieka, Chepkirui Francesca, Norah Wekesa, 

Juma Changoma, 金子　聰 : ケニア沿岸部における新たなコミュニティベースの栄養教
育プログラムによる推奨される給餌方法に対する態度の改善 . 日本国際保健医療学会 第
39回西日本地方会 . オンライン開催 . 2021年 3 月 6 日 .

36） 橋爪裕宣 : ヤブカ属のより簡易な野外遺伝子モニタリング手法開発の進捗： 3 Dプリン
ターと環境DNA技術の応用 . 第73回日本衛生動物学会大会 . オンライン開催 . 2021年 4 月
16日～ 4月18日 .

37） 日向綾子 , Samson Muuo NZOU, 森保妙子 , 田中 美緒 , 濱野 真二郎 , 長安 英治 ,  

丸山 治彦 , 金子　聰 : 複数の抗原を用いた糞線虫抗体価測定法の開発 . 第90回日本寄生
虫学会・第32回日本臨床寄生虫学会 合同大会 . 奈良春日野国際フォーラム　甍～ I・
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RA・KA ～ . 2021年 4 月16日～ 4月18日 .

38） 加藤健太郎 : 糖鎖の機能制御 -2. オンライン開催と鹿児島県 . 第40回日本糖質学会年会 . 

2021年10月27日～10月29日 .

39） 日向綾子 , 森保妙子 , 田中美緒 , 濱野真二郎 , 長安英治 , 丸山治彦 , 金子　聰 : マルチプ
レックス糞線虫抗体価測定法の開発 . 第73回日本寄生虫学会南日本支部大会・第70回日
本衛生動物学会南日本支部大会 . オンライン開催 . 2021年10月30日～10月31日 .

40） Hashizume H, Taga S, Sakata M, Taha MHM, Siddig EE, Minamoto T, Fahal AH, 

Kaneko S: Detection of a group of pathogenic fungi in soils of mycetoma endemic region 

in the arid area of the Republic of Sudan. 第34回日本微生物生態学会大会 . オンライン開
催 . 2021年10月31日～11月 2 日 .

41） Hyuga A, Larson PS, Ndemwa M, Muuo SW, Changoma M, Karama M, Goto K, 

Kaneko S: Model-based evidence for spatial clustering of risk for tungiasis: results from a 

household level survey in Kwale, Kenya The 62nd Annual Meeting for the Japanese Society 

of Tropical Medicine. Online. 2021年11月 3 日～11月 ５ 日 .

42） 橋爪　裕宣 : Investigation of long-term storage method of environmental DNA glass filter 

samples at low and room temperature. 一般社団法人環境DNA学会フォーラム第 4回大会. 

オンライン開催 . 2021年11月20日～11月21日 .

43） 加藤健太郎 , 花松久寿 , 古川潤一 , 畠山智充 , 橘　裕司 , 花松久寿 : 腸管寄生原虫
Entamoeba histolytica の Igl1 レクチンの分子サイズは培養条件により異なる . 第44回日
本分子生物学会年会 . パシフィコ横浜 , 横浜市 , 神奈川県 . 2021年12月 1 日～12月 3 日 .

国際保健学分野
44） 伊東啓 : 数理モデルから考察する性感染症の存続性とヒト社会への適応 . 第16回ネット

ワーク生態学シンポジウム . オンライン形式 . 2021年 3 月 1 日 .

45） 山本太郎 : 世界結核デーにちなんで、世界の結核・抗酸菌症研究のこれまでと今 . 第94回
日本細菌学会総会 . オンライン形式 . 2021年 3 月23日～ 3月25日 .

国際健康開発政策学
46） Takahashi Y, Fernández M, Crudo F, Casale MF, Periago MV, Sato M, Aiga H: 

Promoters and barriers of prevention of mother-to-child transmission of Trypanosoma 

cruzi; a retrospective study in cross-border region of Argentina, Bolivia, and Paraguay. 36th 

Annual Meeting of Japan Association for International Health. Tokyo, Japan. 2021年11月27
日～11月28日 .

47） Kawamitsu S, Kanyasan K, Souvanhdouane A, Soukhavong S, Thalangsy K, 

Latthasing P, Vonghachcak K, Norlasen M, Kettavong C, Tomokawa S, Aiga H, 

Moji K: Knowledge and attitude on sexual and reproductive health education among 

students of Savannakhet Teacher Training College, Lao PDR. 36th Annual Meeting of Japan 

Association for International Health. Tokyo, Japan. 2021年11月27日～11月28日 .
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病害動物学分野
48） 鈴木高史 , 溝越祐志 , 川田　均 , 嶋根三好 , 岡 貴之 , 大槻篤史 : ネッタイシマカの電位感

受性Na+チャネル遺伝子発現細胞構築の試み . 第73回日本衛生動物学会大会 . オンライン
開催 . 2021年 4 月16日～ 4月18日 .

49） Vulu F, Bobanga TL, Sunahara T, Futami K, Jimping H, Minakawa N: Large-scale 

geographic distribution of Aedes albopictus in the Democratic Republic of the Congo. 第73
回日本衛生動物学会大会 . オンライン開催 . 2021年 4 月16日～ 4月18日 .

50） Yang C, Sunahara T, Jimping H, Futami K, Kawada H, Minakawa N: Searching for a 
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大学）. 2021年11月 4 日 .

共同研究室
106） 石﨑隆弘, Nattawa Chaiyawong, 坂口美亜子, 徳舛富由樹, 麻田正仁, 矢幡一英, 金子修: 

マラリア原虫が有する２種のジアシルグリセロールキナーゼの解析．第90回日本寄生虫
学会大会・第32回日本臨床寄生虫学会合同大会．奈良春日野国際フォーラム　甍～ I・
RA・KA，奈良市，奈良県．2021年4月16日～4月18日．

107） 晴希生ハッサン , 坂口美亜子 , 山岸潤也 , 河津信一郎 , 金子修 , 麻田正仁 : A novel Babesia 

bovis secreted protein responsible for binding of infected erythrocyte to endothelial cells. 

第90回日本寄生虫学会大会・第32回日本臨床寄生虫学会合同大会．奈良春日野国際
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フォーラム　甍～ I・RA・KA，奈良市，奈良県．2021年4月16日～4月18日．
108） 見市文香，Eman AAM，坂口美亜子，中村梨沙，吉田裕樹，濱野真二郎 : Entamoebaシ

スト形成に伴う形態変化の経時的解析．第90回日本寄生虫学会大会・第32回日本臨床寄
生虫学会合同大会．奈良春日野国際フォーラム　甍～ I・RA・KA，奈良市，奈良県．
2021年4月16日～4月18日．

109） 見市文香，坂口美亜子，濱野真二郎，吉田裕樹 : Entamoebaシスト形成におけるキチナー
ゼの機能解析．第73回日本寄生虫学会南日本支部大会・第70回日本衛生動物学会南日本
支部大会合同大会．オンライン開催．2021年10月30日～10月31日．

110） Chuang H, Lucky AB, Yamagishi J, Katakai Y, Kawai S, Kaneko O, Sakaguchi M: 

Molecular basis of Plasmodium knowlesi-infected red blood cells to adhere human venous 

endothelial cells. 第62回日本熱帯医学会大会．オンライン開催，仙台，宮城．2021年11
月4日～11月5日．

生物資源室
111） 風間　真 , 平山謙二，金子　修 : 2020年度ナショナルバイオリソースプロジェクトにお

ける病原性原虫スライド標本提供の傾向 . 第90回日本寄生虫学会・第32回日本臨床寄生
虫学会 合同大会 . 奈良春日野国際フォーラム　甍～ I・RA・KA ～，奈良市，奈良県 . 

2021年4 月16日～ 4 月18日 .
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10．₃　国際会議における研究発表（2021.1-12）

ウイルス学分野
1 ） Balingit JC, Matsuda M, Suzuki R, Nguyen TTT, Nguyen CT, Takemura T, Hasebe 

F, Mai LTQ, Morita K, Moi ML: The Impact of DENV-1 Genotypes on the Immune 

Response of Natural Homotypic Infections. 39th Auual Meeting of the European Society for 

Paediatric Infectious Diseases. Online. 2021年 ５ 月24日～ ５月29日 .

2 ） Nguyen TTN, Choo EM, Fukuta M, Nguyen CT, Nguyen TTT, Hang LK, Le TT, 

Hoang VMP, Morita K, Dang AK, Hasebe F, Le TQM, Moi ML: Pre-exsisting 

neutralizing　activity to SARS-CoV-2 in Vietnam prior to COVID-19 pandemic, 2014-2019. 

The 19th Awaji International Forum on Infection and Immunity. Online. 2021年 ₉ 月28日～
₉月30日 .

3 ） Raini SK, Takamatsu Y, Dumre SP, Urata S, Mizukami S, Moi ML, Hayasaka D, 

Inoue S, Morita K, Tun MMN: The novel therapeutic target and inhibitory effects of PF-

429242 against Zika virus infection. The 19th Awaji International Forum on Infection and 

Immunity. Online. 2021年 ₉ 月28日～ ₉月30日 .

4 ） Luvai EAC, Kyaw AK, Sabin NS, Yu F,  Hmone SW, Thant KZ, Inoue S, Morita K, 

Tun MMN: Evidence of Chikungunya virus seroprevalence in Myanmar among Dengue 

suspected patients and healthy volunteers in the years 2013, 2015 and 2018. The 19th Awaji 

International Forum on Infection and Immunity. Online. 2021年 ₉ 月28日～ ₉月30日 .

５ ） Mutantu PN, Tun MMN, Nabeshima T, Yu F, Mukadi PK, Tanaka T, Tashiro M, 

Fujita A, Kanie N, Oshiro R, Takazono T, Imamura Y, Hirayama T, Moi ML, Inoue 

S, Izumikawa K, Yasuda J, Morita K: Development and Evaluation of Quantitative 

Immunoglobulin G Enzyme-Linked Immunosorbent Assay for the Diagnosis of Coronavirus 

Disease 2019 Using Truncated Recombinant Nucleocapsid Protein as Assay Antigen. The 

19th Awaji International Forum on Infection and Immunity. Online. 2021年 ₉ 月28日～ ₉月
30日 .

6 ） Balingit JC, Suzuki R, Matsuda M, Nguyen CT, Nguyen TTT, Takemura T, Hasebe 

F, Mai LTQ,Morita K, Moi ML:  DENV-1 Genotype Variance Drivers Discrepancies in 

Homotypic Neutralizing Activities of Antibodies During Natural Infection. 18th Asia Pacific 

Congress of Clinical Microbiology and Infection, Singapore 2021. Online. 2021年11月11日
～11月13日 .

₇ ） Fukuta M, Matsumoto N, Takazono T, Ashizawa N, Miyazaki T, Inoue S, Tun 

MMN, Izumikawa K, Mukae H, Sheng CNF, Morita K, Moi ML: Longitudinal 

antibody and cytokine responses of　COVID-19 patients in Japan, 2020-2021.18th Asia 

Pacific Congress of Clinical Microbiology and Infection, Singapore 2021. Online. 2021年11
月11日～11月13日 .

8 ） Mao ZQ, Mizuki F, Nguyen TTN, Nguyen CT, Hau VBT, Taichiro T, Inoue S, 

Nguyen TTT, Balingit JC, Morita K, Mai LTQ, Hasebe F, Moi ML: Utility of direct 

viral RNA genome detection for SARS-CoV-2, DENV-2 and ZIKV in inactivated clinical 
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samples by using real-time PCR. 18th Asia Pacific Congress of Clinical Microbiology and 

Infection, Singapore 2021. Online. 2021年11月11日～11月13日 .

原虫学分野
₉ ） Ishizaki T, Asada M, Hakimi H, Chaiyawong N, Kegawa Y, Yahata K, Kaneko O: 

cAMP-dependent protein kinase regulates secretion of apical membrane antigen 1 (AMA1) 

in Plasmodium yoelii. The 19th Awaji International Forum on Infection and Immunity. 

Online. 2021年 ₉ 月28日～ ₉月30日 .

10） Chaiyawong N, Ishizaki T, Hakimi H, Asada M, Yahata K, Kaneko O: Acylated 

pleckstrin homology domain-containing protein (APH) is required for efficient secretion of 

microneme proteins during erythrocyte invasion by Plasmodium yoelii. The 19th Awaji 

International Forum on Infection and Immunity. Online. 2021年 ₉ 月28日～ ₉月30日 .

11） Baba M, Nozaki M, Tachibana M, Torii M, Ishino T: RON4 is required for the efficient 

hepatocyte invasion and gliding motility by Plasmodium sporozoites. The 19th Awaji 

International Forum on Infection and Immunity. Online. 2021年 ₉ 月28日～ ₉月30日 .

12） Too Edwin, Chaiyawong N, Ishizaki T, Hakimi H, Asada M, Yahata K, Kaneko O: 

Phenotypic characterization of Plasmodium yoelii in which a pseudokinase pPK4 is 

disrupted. The 19th Awaji International Forum on Infection and Immunity. Online. 2021年
₉ 月28日～ ₉月30日 .

病害動物学分野
13） Morimoto Y, Kawada H, Minakawa N: Effect of kdr mutation on pyrethroids repellent 

behavior of Aedes mosquitoes. The 19th Awaji International Forum on Infection and 

Immunity. Online. 2021年 ₉ 月28日～ ₉月30日 .

14） Vulu F, Bobanga TL, Sunahara T, Futami K,Jinping H, Minakawa N: Geographic 

distribution and future expansion of Aedes albopictus in　the Democratic Republic of the 

Congo. The 19th Awaji International Forum on Infection and Immunity. Online. 2021年 ₉ 月
28日～ ₉月30日 .

15） Pillay M, Minakawa N: The Application of Deep Learning: Modelling Malaria Incidence 

Using a Climate Framework. The 19th Awaji International Forum on Infection and 

Immunity. Online. 2021年 ₉ 月28日～ ₉月30日 .

16） Yamashita S, Futami K, Cuamba N, Minakawa N: Genetic analysis of invasive Aedes 

albopictus in Mozambique. The 19th Awaji International Forum on Infection and Immunity. 

Online. 2021年 ₉ 月28日～ ₉月30日 .

17） Mao ZQ, Mizuki F, Nguyen TTN, Nguyen CT, Hau VBT, Taichiro T, Inoue S, 

Nguyen TTT, Balingit JC, Morita K, Mai LTQ, Hasebe F, Moi ML: Utility of direct 

viral RNA genome detection for SARS-CoV-2, DENV-2 and ZIKV in inactivated clinical 

samples by DENV-2 and ZIKV in inactivated clinical samples by using real-time PCR. 18th 

Asia Pacific Congress of Clinical Microbiology and Infection. Singapore. 2021年11月11日～
11月13日 .

18） Minakawa N, Pillay M: The application of deep learning: modeling malaria incidence 

using a climate framework. AGU Fall Meeting 2021. New Orleans, LA, USA & Online 
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Everywhere. 2021年12月13日～12月17日
国際健康開発政策学
19） Takahashi Y, Fukuzawa R, Afulani PA, Rattana K, Aiga H: Effectiveness of respectful 

maternity care policies: a case of JICAʼs humanized maternity care initiative. 32nd 

International Congress of Midwives. Bali, Indonesia. 2021年 6 月 2 日～30日 .

20） Takahashi Y, Fernández M, Crudo F, Casale MF, Periago MV, Sato M, Aiga H: 

Risk factors for infection with Trypanosoma cruzi among pregnant women: a retrospective 

study in the cross-border region of Argentina, Bolivia, and Paraguay. 20th International 

Symposium on Neglected Diseases. Buenos Aires, Argentina. 2021年11月 2 日～11月 4 日 .

21） Aiga H, Redwan E, Ethiopia. Luwe G, Mazingue S, Muralidharan A, Minami H: 

How to practically integrate nutrition and WASH as part of efforts to achieve UHC? . 4th 

Nutrition for Growth Summit 2021 Tokyo. Tokyo, Japan. 2021年12月 ₇ 日～12月 8 日 .

小児感染症学分野
22） Otomaru H, Nguyen HAT, Toizumi M, Dang DA, Yoshida LM: The change in 

pediatric hospitalization for acute respiratory infections associated with RSV in COVID-19 

era in Vietnam. COVID-19, Influenza and RSV: Surveillance-Informed Prevention and 

Treatment. Virtual Conference. 2021年10月 ₉ 日～10月10日 .

23） Akar SE, Otomaru H, Nguyen HAT, Toizumi M, Yamagata Y, Shah M, Dang DA,  

Yoshida LM: Incidence, severity, and viral etiology of hospitalization for acute respiratory 

infections in Vietnam. The 19th Awaji International Forum on Infection and Immunity. 2021
年11月28日～11月30日 .

24） Wambugu PW, Shah M, Dhoubhadel BG, Toizumi M, AnhNTH, Anh LTK, Ha TT, 

Huong VTT, Fujioka A, Otomaru H, Yamagata Y, Anh DD, Yoshida LM: Serotype 

distribution, antimicrobial resistance and molecular characterization of Streptococcus 

pneumoniae in children hospitalized with acute respiratory infections in Nha Trang 

Vietnam. The 19th Awaji International Forum on Infection and Immunity. 2021年11月28日
～11月30日 .

25） Yoshida LM, Toizumi M, Nguyen HAT, Lien LT, Satzke C, Thai HD, Mulholland K, 

Flasche S, Anh DD: Using community vaccine type pneumococcal carriage to evaluate 

the reduced dosing PCV schedules in Vietnam. The 3rd Asian Pneumococcal Symposium. 

Nagano, Japan. 2021年12月 2 日～12月 3 日 .

分子感染ダイナミックス解析分野
26） Talaam KK, Inaoka DK, Hatta T, Tsubokawa D, Tsuji N, Wada M, Saimoto H, Kita 

K, Hamano S: Mitochondria as potential target for the development of prophylactic and 

therapeutic drugs against Schistosoma mansoni infection. The 19th Awaji International 

Forum on Infection and Immunity. Online. 2021年9月28日～9月30日
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10．₄　報告書等印刷物（2021.1-12）

1 ） 有吉紅也：ウイルス学各論　第37章～逆転写酵素を持つウイルス「レンチウイスル属」．
医学書院「標準微生物学 第14版」．2021年 3 月22日．pp520-530

2 ） 有吉紅也：疾患Globalization．文光堂「病理と臨床」．2021年
3 ） 有吉紅也：ボレリア感染症（回帰熱，ライム病）．医学書院「今日の治療指針2021」．

2021年
4 ） 森本浩之輔：抗寄生虫薬．南江堂「今日の治療薬2021」．2021年
５ ） 杉田　隆 , 安齊洋次郎 , 石川　淳 , 小田真隆 , 金子　修 , 河村好章 , 高松宏治 , 増澤俊幸 , 

松本靖彦 , 三隅将吾 , 森田雄二：第 ₇版薬科微生物学 . 丸善出版．2021年 3 月
6 ） 山本太郎（企画）：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）“共生”への道．南江堂「週

刊医学の歩みVol.276 No.1」．2021年 1 月 4 日
₇ ） 山本太郎：人口減少下のウイルス共生社会にふさわしい「近接性」を探す．南江堂「SDGs

白書2020-2021　コロナ禍の先の世界を拓くSX戦略」．2021年 ５ 月28日．pp24
8 ） 山本太郎：感染症から見た文明と持続可能性．南江堂「科学　Feb. 2021 Vol. 91 No. 2」．

2021年 2 月 1 日．pp166-170
₉ ） 山本太郎（監修）：サイエンス超簡潔講座 感染症．南江堂「ニュートンプレス」．2021年

3 月31日
10） 長谷部　太：プラス鎖RNAウイルス・フラビウイルス科・フラビウイルス属．南江堂「標

準微生物学第14版」．2021年 3 月15日．pp442-448
11） 長谷部　太：ウエストナイル熱．南江堂「日本臨床第79巻・第 2 号　特集：新興・再興

感染症 update －グローバル時代の感染症－」．2021年 2 月 1 日．pp223-228
12） 王寺幸輝 , 濱﨑めぐみ、三須政康、北村知嵩、西村知子、尾崎大輔、島田賢子、濱野真

二郎、吉川正英：蛍光標識住血吸虫による貝感染におけるリアルタイム可視化の試み．
南江堂「Clinical Parasitology. 2021; 32(1): 34-36.」．2021年．pp33-36

13） 成瀬妙子：基礎知識：認定制度試験問題－解説とポイント整理－．MHC．2021年 8 月．
pp77-82

14） 成瀬妙子，一戸辰夫，王寺典子，大橋　順，木村彰方，椎名　隆，土屋尚之，西村泰治，
平山謙二，湯沢賢治：2021 年度　認定 HLA　検査技術者認定制度試験問題に関する報
告．MCH．2021年．pp183-184

15） 山本太郎（企画）：医学のあゆみ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）“共生”への道 

．2021年 1 月 4 日
16） 山本太郎（分担執筆）：人口減少下のウイルス共生社会にふさわしい「近接性」を探す．

南江堂「SDGs白書2020-21」．2021年 ５ 月28日．pp24
17） 兒玉 幸修 , 黒崎 友亮 , 佐々木 均：感染症治療に対して薬剤師は新しい提案を創出でき

るか? 抗原提示細胞へ標的可能なDDS製剤を基盤とした核酸ワクチンの開発と臨床応用 . 

日本化学療法学会雑誌 69(2). 2021年 . pp173-174 

18） 黑﨑 友亮 , 佐々木 均：感染症ワクチン開発の現状と展望 . 薬剤学 81(1). 2021年 . pp48-52 
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11．1　熱帯医学研究所における所外講師による講演（2021.1-12）

1 ） 「住血吸虫症」
 矢島　綾，堂本郁也，飯島　渉
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病対策：世界の潮流と日本の経験」
 オンライン開催，2021年１月22日

2 ） 「シャーガス病」
 矢島　綾，橋本　謙，嶋田淳子
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病対策：世界の潮流と日本の経験」
 オンライン開催，2021年 2 月 1 日

3 ） 「ハンセン病」
 矢島　綾，南里隆宏，遠藤隆久
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病対策：世界の潮流と日本の経験」
 オンライン開催，2021年 2 月22日

4 ） 「マイセトーマ」
 四津里英，森岡　翠，北　朱美，井本大介，飛弾隆之，矢島　綾
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病対策：世界の潮流と日本の経験」
 オンライン開催，2021年 3 月11日

５ ） 「アジアのNTDs」
 矢島　綾，齋藤信夫，宮本和子
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病対策：世界の潮流と日本の経験」スピンオフ企画
 オンライン開催，2021年 ₇ 月 2 日

6 ） 「太平洋地域のNTDs」
 矢島　綾，小林あゆみ，吉住順子 

 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病対策：世界の潮流と日本の経験」スピンオフ企画
 オンライン開催，2021年 ₇ 月20日

₇ ） 「概念と定義：アクセスとは何か（米国のシャーガス病を例にして）」
 マイケル・ライシュ
  連続ウェビナー「顧みられない熱帯病との闘いにおける医薬品アクセス拡大の課題」
 オンライン開催，2021年 ₉ 月13日

11　講演会
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8 ） 「開発者の視点：アフリカトリパノソーマ症（アフリカ睡眠病）の治療薬フェキシニダ
ゾールについて」

 オラフ・バルベルデ・モール，フローレント・ボウ
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病との闘いにおける医薬品アクセス拡大の課題」
 オンライン開催，2021年10月14日

₉ ） 「国の視点：タンザニアの住血吸虫症に対する小児用プラジカンテルの使用について」
 ピーター・スタイマン，カディージャ・ヤヒャ＝マリマ，ポール・カズヨバ
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病との闘いにおける医薬品アクセス拡大の課題」
 オンライン開催，2021年11月18日

10） 「WHOの視点：アフリカにおけるNTDsを対象にした国家対策プログラムの強化」
 モデステ・テゼンボン
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病との闘いにおける医薬品アクセス拡大の課題」
 オンライン開催，2021年12月16日

11） 「医薬品業界へのナッジ①：製薬会社の取り組みの可視化」
 マーゴ・ウォレン，高口伸一
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病との闘いにおける医薬品アクセス拡大の課題」
 オンライン開催，2022年 1 月20日

12） 「医薬品業界へのナッジ②：特許はレバレッジか障壁か」
 エステバン・ブッローネ
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病との闘いにおける医薬品アクセス拡大の課題」
 オンライン開催，2022年 2 月17日

13） 「資金調達：誰が何のために支払うのか」
 セシリア・オー，ロヒット・マルパニ
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病との闘いにおける医薬品アクセス拡大の課題」
 オンライン開催，2022年 3 月17日
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11．₂　熱帯医学研究所教員による講演（2021.1-12）

1 ） HLA技術者講習会
 成瀬妙子
 教育講演
 第29回日本組織適合性学会大会（online），2021年9月5日
 

2 ） with コロナ時代の見取り図
 山本太郎
 「人と動物、生態系の健康はひとつワンヘルスシンポジウム～ポストコロナ時代の感染

症と生物多様性保全～」（WWFジャパン主催）基調講演
 オンライン形式，2021年2月13日
 

3 ） withコロナ社会の見取り図　ウイルスとの共生の視点から
 山本太郎
 防災・危機管理研修（長崎県市長職員研修センター主催）招待講演
 オンライン形式，2021年2月25日

4 ） Research collaborations in drug development

 稲岡健ダニエル
 NU-LSHTM Joint Symposium between Japan and the UK: COVID-19 and Global Health

 オンライン形式 , 2021年3月8日
 

５ ） withコロナ社会の見取り図
 山本太郎
 日本福祉教育・ボランティア学習学会　公開研究会　招待講演
 オンライン形式，2021年3月13日
 

6 ） 新型コロナウイルスと社会のあり方―柔軟な社会づくりを目指して―
 山本太郎
 第28回 地域を活かす科学技術政策研修会（公益財団法人 全日本科学技術協会主催）　招

待講演
 オンライン形式，2021年3月19日
 

₇ ） Current status of research on trypanosome alternative oxidase-drug discovery and 

application to mitochondrial disease study

 稲岡健ダニエル
 Würzburg University-Nagasaki University Digital Seasonal Symposium 2021, Spring theme: 

Mitochondria.

 2021年4月14日
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8 ） ウイルスがひきおこす感染症について考えてみよう
 奥村順子
 川内村復興子供教室
 熱帯医学ミュージアム，2021年11月5日
 

₉ ） 新型コロナウイルス感染症における感染症疫学の現在と新たな展開
 金子　聰
 第31回日本疫学会学術総会
 オンライン開催，2021年1月28日
 

10） 新型コロナウィルス感染の現状と対策
 森本浩之輔
 第7回長崎県医師事務作業補助研究会　特別講演
 WEB開催，2021年10月30日
 

11） 新型コロナ・パンデミックの現状と課題・展望
 有吉紅也
 新聞週間公開シンポジウム：パンデミックが帰る社会と報道　講演
 西南学院大学・西南コミュニティーセンターホール，2021年10月16日
 

12） 新型コロナウイルスワクチンの効果と変異株
 森本浩之輔
 神奈川歯科大学短期大学部　WEB講演
 オンライン形式，2021年9月29日
 

13） 東南アジアの多忙な臨床現場からはじまった臨床研究
 有吉紅也
 日本臨床疫学会　第4回年次学術大会　特別講演
 オンライン形式，2021年10月31日
 

14） 新型コロナウイルス感染症を考える～ウイルスとの闘いではなく共生へ～
 山本太郎
 福岡県教協養護教員部研究集会　招待講演
 オンライン形式，2021年2月6日
 

15） withコロナの時代の見取り図
 山本太郎
 2020年度世田谷市民大学公開講座　招待講演
 オンライン形式，2021年2月11日
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16） コロナの時代　私たちは何を考えるか
 山本太郎
 放送大学長崎同窓会　招待講演
 オンライン形式，2021年2月15日
 

17） withコロナ社会の見取り図　ウイルスとの共生の視点から
 山本太郎
 防災・危機管理研修　招待講演
 オンライン形式，2021年2月16日
 

18） 数理モデルから考察する性感染症の存続性とヒト社会への適応
 伊東啓
 第16回ネットワーク生態学シンポジウム　招待講演
 オンライン形式，2021年3月1日
 

19） 感染症の今後
 山本太郎
 第94回日本細菌学会総会　イブニング・ワークショップ2　「世界結核デーにちなんで、

世界の結核・抗酸菌症研究のこれまでと今」招待講演
 オンライン形式，2021年3月23日
 

20） With コロナ時代の羅針儀
 山本太郎
 岡山大学文明動態学研究所　キックオフ・シンポジウム　パンデミックと文明ー感染症

と向きあう過去から未来へ―招待講演
 岡山大学創立五十周年記念館，岡山市，岡山県，2021年4月14日
 

21） With コロナ時代の 見取り図～ウイルスとの共生の視点から
 山本太郎
 第８回次期生物多様性国家戦略研究会　招待講演
 オンライン形式，2021年5月18日
 

22） 標的型微粒子製剤の開発とmRNA吸入型ワクチンへの応用
 佐々木 均
 製剤機械技術学会第29回講演会
 オンライン形式，2021年7月30日

23） パンデミックの真っ只中にいるなかで、私たちは、何を考えるべきなのか？
 山本太郎
 早稲田大学演劇博物館オンラインシンポジウム「コロナ時代の都市文化と演劇」招待講演
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 オンライン形式，2021年8月5日
 

24） 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）-共生への道
 山本太郎
 大阪府保険医協会　第60回定期総会・記念講演会招待講演
 保険医会館Ｍ＆Ｄホール，大阪市，大阪府，2021年9月25日

25） NEKKEN's contribution for drug development against Shistosomiasis and Chagas Disease

 稲岡健ダニエル
 DNDi Japan Scientific Seminar 2021 (Zoom Webinar)

 オンライン形式 , 2021年12月17日
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11．₃　熱帯医学研究所主催・共催の市民公開講座（令和 3 年度）

　

１．2021年 ₇ 月11日（日）開催
『熱研夏塾2021：オンラインセミナー　様々な感染症との攻防』
講演者：古田　芳一（北海道大学人獣共通感染症国際共同研究所）
　　　　小柳　直人（東京大学医科学研究所）
　　　　山中　敦史（大阪大学微生物病研究所）
　　　　佐倉　孝哉（長崎大学熱帯医学研究所）
会場：オンライン開催 
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1　共焦点レーザー顕微鏡 18　マルチラベルカウンターシステム

2　超解像顕微鏡システム 19　マルチラベルプレートリーダー

3　真空凍結乾燥機 20　フルオロメーター

4　スピードパック 21　バイオアナライザー

5　大容量遠心機 22　オールインワン蛍光顕微鏡

6　1次元目専用等電点電気泳動システム 23　リアルタイムPCR

7　フローサイトメーター 24　次世代シーケンサー

8　バイオアナライザー 25　共焦点顕微鏡

9　液体窒素タンク 26　イメージングフローサイトメーター

10　電動式細胞破砕装置 27　低温実験室

11　キャピラリーシーケンサー 28　液体クロマトグラフ質量分析計

12　高感度ノンラベル・ゲノム定量解析システム 29　自動組織分散・破砕装置

13　蛍光ビーズアレイ解析機 30　自動セルカウンター

14　サーマルサイクラー 31　自動電気泳動装置

15　超純水装置 32　透過電子顕微鏡

16　ケミルミイメージングシステム 33　振とう培養器

17　プリントグラフ２M

12　主要な研究設備
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1 ）Tropical Medicine

　当研究所が発行した機関誌で、熱帯医学の原著論文のほかに短報や総説などが掲載される。

本誌は長崎大学風土病紀要として昭和34年に創刊されたものであるが、昭和42年に研究所名

が改められたときにTropical Medicine（熱帯医学）と変更され、さらに平成元年からは英文

のみの雑誌となった。毎年 4 号分を 1 巻として平成12年度には第42巻が発行されたが、平成

13 年度から休刊中である。

2 ）長崎大学熱帯医学研究所年次要覧

　昭和39年 3 月、当研究所の沿革および研究活動をまとめた最初の「長崎大学風土病研究所

年次要覧、昭和38年度」が刊行された。その後、昭和42年の研究所名改称に伴う標記表題へ

の変更はあったが、昭和45年度まで毎年刊行された。昭和46年度から54年度までの分はまと

めて昭和56年 3 月に発行された。昭和55年度から再び毎年発行されることになり現在に至っ

ている。平成29年度より「年報」に改称された。令和 2年度は令和 4年 1月に発刊された。

3 ）長崎大学熱帯医学研究所概要（Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University）

　国内及び外国からの来訪者に対する当研究所の紹介パンフレットとして、長崎大学熱帯医

学研究所案内（A Guide to the Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University）が昭和55 

年12月に最初に発行された。その後一部改訂されたものが随時発行されてきた。平成元年10 

月には、当研究所が全国共同利用研究所に改組されたのを機会に、標記のように表題を改め

カラー印刷として発行され、その後は毎年発行されることになった。平成 6 年度に研究所の

機構が大部門制に改組されたのを機に、このパンフレットは B ５ 判から A 4 判に改められ、

また和文版と英語版を別々に作成することになった。

4 ）長崎大学熱帯医学研究所共同研究報告集

　この報告集は、当研究所が平成元年に全国共同利用研究所に改組されたのに伴い、毎年

実施される共同研究と研究集会の概要をまとめたものである。平成21年度からは共同利用・

共同研究拠点としての活動を報告している。令和 2 年度の報告集は、令和 3 年10月に発行

された。

13　刊行物
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